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プロローグ「お父さん、お母さん、就職は決まってないけど、戦う喜びが分かりました」







　魔ま王おうはダンジョンの最さい奥おう部ぶで玉座に座すわって勇者を待つ。

　勇者はダンジョンの中に落ちている道具や武器を拾い、魔物を蹴け散ちらしながら魔王に立ち向かう。

　魔王と人間が争っていた時代は、いくつものダンジョンでこんな光景が繰くり広ひろげられていた。

　だが、魔物と人間のハーフであるレグナンドが新たな魔王に就任し、魔物と人間が和平を結ぶと、ダンジョンの様相は一変した。

「さぁって！　本日もこの時がやってきました！　第だい五ご回かいダンジョンデュエル！　本日はダンジョン攻こう略りやく形式で会場は地下迷めい宮きゆう！　冒ぼう険けん者しや側が魔王レグナンド様を倒たおせば賞金十億ルーン！　でも、冒険者が死ぬ度たびに減るＢＰブレイブポイントが０になったら魔王の勝利だ！　解説のお兄さん、今日の見所は？」

　ダンジョンの内外に女性実じつ況きよう者しやのアナウンスが響ひびき渡わたる。

　ダンジョンの外には屋台がいくつも連なり、串くし焼やきや焼きトウモロコシの香こうばしい香かおりが充じゆう満まんするお祭り会場のようになっている。

　そんなお祭り会場の中に設置されたステージの上で、女性実況者に話題を振ふられた男性解説者がマイクを手に取る。

「冒険者側はやっぱり一番人気の勇者ウルカに注目ですね。前回は聖せい剣けんで魔王レグナンド様を良いところまで追おい詰つめましたから、今日はワンチャンあるかもしれません。しかーし！　魔王軍も新たな魔物とトラップを用意したと連れん絡らくがあったので、前回よりも魔王のもとへ辿たどり着つくのは難しくなっているでしょう。そこをどうくぐりぬけるかが見所ですね」

「なるほど。おっと、ここでその魔王軍総大将、魔王レグナンド様からお知らせです。賭かけ札となる冒ぼう券けんのお買い求めは試合開始直前まで可能だ。賭けるのは勝敗、ＭＶＰ等など色々な条件があるので、解説者の話を聞きダンジョンデュエル新聞を読んで、これだと思う者に賭けてくれ。とのことです！」

「ダンジョンデュエル新聞は券売所の側そばにいる新聞売り子が売っています。各冒険者へのインタビューや配置される魔ま物もの達たちの情報などが載のっていて、大変有益な情報が詰まっています。水すい晶しよう板に表示されるオッズと合わせてよく考えて賭け金きんを設定してください」

「ではでは、競技開始までたっぷり悩なやんでくださいねー！」

　実況者と解説者の言う通り、この時代のダンジョン攻略は魔物と人間が戦う競技となり、大衆の賭け事ごとの対象となっていた。

　冒険者は一いつ攫かく千せん金きんを夢見て魔王に挑いどみ、魔王は市民から支し払はらわれる賭け金で魔物を養う糧かてを得る。

　そんなダンジョンを使った盛大な遊びを流行はやらせた魔王レグナンドのことを、人々はこう讃たたえる――《歴史上一番楽しい魔王》だと。

　これは魔王レグナンドがダンジョンを作ることで世界を面おも白しろおかしくしてしまった物語である。







第１章「全すべてのダンジョンを過去にする」







　人間と魔物が和平を結び、世界に平和が訪おとずれた。

　人間と魔物が同じ街に住み、共に仕事をして、時には恋こいに落ちる。

　そんな人間と魔物を分わけ隔へだてない世界となった――はずだった。

　けれど、現実はそんなに甘あまくなく、魔物と人間の間に多くのトラブルの種が蒔まかれていて、毎日のように芽を出している。

　そんなトラブルの芽を摘つみ、解決するのが、魔物の代表である新魔王レグナンドの仕事だった。

　歳としは百才になったばかりだが、見た目は十代後半から二十代前半の若い黒くろ髪かみの青年だ。しかし、所々に魔物らしい特とく徴ちようがあり、耳は尖とがっていて、犬歯は人間より長く鋭するどい。

　魔王の割に人間らしい見た目をしているのは、魔物と人間のハーフだからである。

　そして、その姿は人間と魔物が和解した象しよう徴ちようとも言われていた。

　そんなレグナンドを頼たより、今日も執しつ務む室しつにトラブルを抱かかえた魔物が飛び込んでくる。

「魔王レグナンド様！　助けて下さい！　また人間とトラブルを起こしてしまいました！」

　岩で出来た巨人ゴーレムが執務室の扉とびらをタックルで吹ふき飛とばし、レグナンド目がけてジャンピング土下座した。

　その衝しよう撃げきでレグナンドの机が真っ二つに裂さけ、床ゆかに頭の形をした穴が空く。

「ちょっ!?　おまっ!?　机と床がっ!?　こほんっ……落ち着けゴーレムのゴレムス。今度は一体何をやらかした？」

　レグナンドは真っ二つに裂けた机と、床に空いた穴を見て見ぬ振りをして話を聞くことにした。魔王として動どう揺ようした姿は見せられないのだ。

「くしゃみをしたら、建築中の家に頭ず突つきをかまして半はん壊かいさせてしまいました……。それでお前はクビだああ！　って親方に追い出されてしまって……」

「土下座でも机と床をぶっ壊こわしてるぞ……。俺おれも大工の親方のようにこの部屋からお前を追いだして良いか？」

「はっ!?　ああああ!?　俺はまた何て失態を!?　お許し下さい魔王様！　俺の馬ば鹿か力ぢからが全ていけないんです！」

「バカモノ!?　追い出さぬからこれ以上の土下座は止やめろ!?　これ以上床に穴を開けるな!?　床が抜ぬけるだろう!?　昨日直したばかりなんだぞ!?」

　ゴーレムの力をもってすれば、土下座で石の床に穴を開けるくらい造作もない。

　何せ人間と魔物が争っていた時は、その巨きよ大だいな図ずう体たいと馬鹿力で、家だけでなく城じよう壁へきすら砕くだいていたのだから。

　ただのくしゃみの反動で身体からだが動いても、その破は壊かい力りよくは尋じん常じようではなく、家の一つや二つ簡単に粉ふん砕さいする。

　このように、魔物と人間が一いつ緒しよに暮らしたり、仕事したりとなると、魔物の特性によってトラブルが生まれる。

　もちろん、雇こ用ようを斡あつ旋せんする魔王のレグナンドから、人間側には魔物を雇やとう時の注意事じ項こうを伝えている。しかし、人と魔物の戦いがなくなって以来、どうにも人間側が魔物の危険性を忘れているようで、魔物の能力が過小評価されているようなのだ。

「むぅ……。ゴレムスほどの力であれば建設現場で大だい活かつ躍やくかと思ったが、こんな落とし穴があったとは。人間と魔物が一緒に仕事するのって難しいな」

「何とかしてください魔王レグナンド様！　こんな馬鹿力だと知っていれば雇わなかったと言われているんです！　でも、俺には馬鹿力しか取とり柄えが無くて……。それに、今仕事をなくしちまったら、育ち盛りの息むす子こに食糧レンガを買ってやれなくなります！　あいつ誕生日にはお腹なかいっぱいマッサカ産の高級赤レンガを食べたいって言ってたのに！」

「分かったからそんな大声で泣くな！　声が響くんだよ!?　お前の頭突きで空いた穴から亀き裂れつが広がってるからな!?」

「も、申し訳ありません……」

　レグナンドが大声で指し摘てきすると、ゴーレムは我に返ったようでしゅんと縮こまってしまった。膝ひざを両手で抱えて座り込んで、ようやく人間サイズなのだから、あまり可愛かわいげはないのが残念だ。

「はぁー……。とりあえず、お前の馬鹿力を活いかせるような仕事がないか探してやる。街中は難しいかもしれんが、郊こう外がいの道路整備とかならその巨体を活かした仕事があるかもしれん」

「あっ、ありがとうございます！」

　ゴーレムが頭をあげて、パアッと顔を輝かがやかせる。

　その顔を見て、レグナンドはこの相談が無事終わったと感じて、ふぅ、と小さく息を吐ついた。

　それから指をパチンと鳴らすと、ゴーレムが破壊した床と扉の欠片かけらがカタカタと震ふるえ始め、穴を埋うめるように動き出した。

「俺の壊したところが直っていく？　魔王レグナンド様、これは一体？」

「ん、あぁ、ダンジョンを作る魔ま法ほうの応用だよ。昔の魔王とか強い魔力を持つ魔物は自分のダンジョンを持っていたって話を聞いたことがないか？」

「そういえば、そんな物もありましたね。先代魔王様が人間と停戦してから、もうずっとダンジョンなんて聞いていませんでした。実に懐なつかしい。あぁ、でも、そうですか。半魔であっても魔王であるレグナンド様もダンジョンが作れたのですね」

　レグナンドが魔王になる前に先代魔王と人間たちの間で停戦条約が結ばれて、魔物と人間の戦い自体はここ百年以上起きていない。

「……ゴレムスは停戦前から生きていたんだったか？」

「はい。あの時は俺もダンジョンで門番をしていましたよ。あの時はどれだけ壊しても怒おこられなくて良かったなぁ」

　ゴーレムが懐かしそうに笑う。

　その表情を見ていると、レグナンドは何だか申し訳ない気持ちになってしまった。

　レグナンドの魔王就任によって人と魔物が完全な和平を結んだせいで、彼かれの満ち足りた生活がなくなってしまったように思えたからだ。

　一方で魔物と人間の争いがなくなったおかげで、魔物は人間とともに農耕や畜ちく産さんをおこなうこととなり、餓うえる者はいなくなった。

　命を懸かけて人間を襲おそって、生きる糧を得る必要はなくなった。

　そのこと自体は間ま違ちがい無なく良いことのはずなのに、過か酷こくな時の生き方が良かったと懐かしむ者が多いのも確かだ。

　そう言われる度、レグナンドは自分の胸の中に何かモヤモヤしたものが生まれるのを感じた。

　そのモヤモヤは、平和より争っている時の方が幸せなのか？　という疑問だけではない。

　レグナンドはこの平和な世界を気にいっている。だが、同じ魔物の血、それも魔王の血が流れている自分も、本当は闘とう争そうと人の血を求めているのか、それとも半魔だから自分は魔物達の気持ちが分からないのか、そういった疑問を考えずにはいられなくなってしまうのだ。

「ゴレムス、仕事が見つかり次し第だいすぐに連絡を送る。だから、今日は一いつ旦たん戻もどってくれ」

「分かりました。ありがとうございます、魔王様」

　随ずい分ぶんと落ち着きを取り戻もどしたゴーレムは、小さく礼をして背を向ける。

　その背中にレグナンドは思い出したかのように声をかけた。

「あぁ、そうそう。クビになったせいで奥おくさんと息子さんに顔を合わせづらいだろうから、お土産みやげにこれを持って行け」

　レグナンドはそう言ってパチンと指を鳴らすと、振り返かえったゴーレムの足あし下もとに赤いレンガを召しよう喚かんした。

「俺の魔力で作ったレンガだ。人間の作る高級赤レンガとどっちが美う味まいかは分からんが、父親として格好はつくだろう」

「あ、ありがとうございますっ！」

　ゴーレムが赤いレンガを抱えて、思いっきり頭を下げた――その時だった。

　バキッという音が響いた。

「「あっ」」

　レグナンドとゴーレムの声がハモると、ゴーレムの頭が振り下おろされた床に亀裂が入り、魔王城が真っ二つに引ひき裂かれた。

　レグナンドがため息をついて天を仰あおぐと、カラスがあざ笑うかのようにカアカアと鳴き、白いフンを落としていく。

「……会心の一いち撃げきだったな。人間製の城は美しいが脆もろいのが欠点だ」

「……すみません魔王様」

「はぁ……いつものことだ。構わないから、さっさと帰るが良い」

　こうして魔物の相談事がある度に、魔王城は何かしらのダメージを受け、その度にレグナンドによって修復されている。

　そのせいで魔王城が一日に何回壊れるかで賭け事がおこなわれたり、魔王の威い厳げんが全然無いと人間と魔物達に笑われたりしている。

　しかし、魔王城を補強することも作つくり替かえることもレグナンドには許されていなかった。何せレグナンドが本気で魔王城を作り替えてしまったら、誰だれも手を出せなくなるほど頑がん強きような城が出来てしまうからだ。そうなったら一夜にして国が魔王に制圧されてしまう。

　そういう訳で、レグナンドは魔王として自由を貰もらう代わりに、力の使用を制限されていた。それも魔王の地位が落ちてしまった理由の一つだろう。

　けれど、そんなレグナンドを支える人間もいた。

「レグさん、今日も大変だったみたいですね」

　執務室を片付けていたレグナンドのもとに、優やさしげな声を持つ少女が入ってくる。

　ふわふわとした長い金きん髪ぱつ、落ち着いた上品な服装、すらりと伸のびた手足。胸の膨ふくらみは慎つつましいが、ちゃんと女性だと分かる身体の線をしている。

「あぁ、アンジュか。散らかっていてすまんな。片付けてから呼ぼうとしていたのだが」

「先ほど魔王城が真っ二つにされたところをお城から見ていたので、そろそろ呼ばれる頃ころかと思いまして。いつも苦労をかけますね」

　少女の名前はアンジュと言い、正しよう真しん正しよう銘めいの皇女であった。

　人間と魔物の共存する国、エウレスト連れん邦ぽうの第三皇女であり、レグナンドに魔物と人間の間を取り持つよう依い頼らいした張本人である。

　そして、レグナンドにとっては人間側の仕事を紹しよう介かいする情報源であり、レグナンドのことをレグという愛あい称しようで呼ぶ数少ない友人でもあった。

「なぁ、アンジュ、どこか郊外で道路とか貯水池を作るような事業はないのか？　ゴーレムは街中で働くには危なすぎると苦情が来ていてな」

「残念ながらありません。最近は人間同士のトラブルも増えていて、そちらの治安維い持じと公共事業に予算を割さいている関係で、そういった事業に手を出せずにいます……」

「人間同士？　最近起きている人間と魔物の間のトラブルではなくか？」

「昔のように魔物との争いがなくなったので、冒険者は仕事が激減したため生活がかなり厳しくなりました。しかも、魔物に護衛の仕事も取られることも増えたので、山さん賊ぞくや盗とう賊ぞくに身を落とした者もいます。他にも武器や防具を作っていた職人達たちは日用品を作ることで糧は得られるものの、今まで積み重ねてきた技術を失いかけています。そういった人や技術を保護するためにお金が必要なんですよ」

　魔物と争っていた間は、戦うことを仕事にしていた人間と、戦うための物を作る人間に価値があった。

　だが、平和になったら、彼らは戦うこと以外のことを上う手まく始められず、犯罪に手を染めなければ生きていけなくなったらしい。

　そんな人達を犯罪者として取り締しまるのは簡単だが、命を懸けて国を守ろうとしてきた者を無む碍げに扱あつかうことは出来ないので、悪事に手を染める前に助けようと国が動いている。

　そうアンジュは語った。

　その説明にレグナンドもため息をついた。

「確かにその予算は削けずれないな……」

　人間側に立ってみれば、魔物との問題よりも人間同士の問題を解決すべきだと動くのは当然だ、と魔王であるレグナンドですら思う。

　けれど、その原因は争いがなくなったからだ、と言われるとまた胸がモヤモヤした。

「なぁ、アンジュ。人間と魔物は争うべきだと思うか？」

　レグナンドが天てん井じようを見ながらぽつりと呟つぶやく。

　そんなことは普ふ段だん思わないが、魔物も人も争わなくなったから、共に暮らすから、という理由でそれぞれ問題を抱えるようになった。そう魔物と人間の両者から聞かされたせいだろう。

「レグさんはどうなんですか？」

「俺が先に質問したのだが……。まぁ、良いか。俺は今の魔物と人間がともにいる関係が好きだ。人間の生活や文化というのを見るのは興味深い。それに、こうやってアンジュと話が出来るのも好きだ。む？　顔が赤いが風邪かぜでもひいたか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ。そ、それと、私も人間と魔物がともに暮らせる世界が好きです。解決しないといけない問題はたくさんありますけど」

　アンジュが胸に手を当てて深呼吸をすると、すぐに顔から赤さが抜けた。

　その様子を見て、レグナンドは前のめりとなった姿勢を元に戻す。

　そして、手を頭の後ろで組み、背もたれに身体をあずけた。

「もし、争いが続いていたら、俺は魔王城をもっと本格的なダンジョンにして、人間を待ち構えていた訳だしな」

「そうですね。そして、人間の冒ぼう険けん者しや達たちがレグさんのお城目指して戦いを挑んでいたと思います」

「んで、俺の城に置いてある財宝を根こそぎ持って行くから、俺が取り返そうと追いかける訳か」

　レグナンドはそんな平和になった今ではあり得ない想像を巡めぐらせた。

　魔物と人間が殺し合い、財宝を奪うばい合あう。その中で魔物は力を振るって人間を怯おびえさせ、人間は知ち恵えと連れん携けいで魔物の力を防いだり出だし抜いたりする。

　そんな風に、戦う中でお互たがいに経験値を得て相手を超こえようとするはずだ。

　そして、魔王はそうやって鍛きたえ抜かれた冒険者を圧あつ倒とうする存在で、その圧倒的な力で魔物を従えて束ねる立場になるだろう。

　今みたいに一日に何回魔王城が壊されるかで賭けをされるような、残念な立場ではなくなる。

　そんな想像をしていたら、レグナンドの中で何かが繋つながろうとしていた。

「ん？　あれ？」

「どうしました？」

「なぁ、アンジュ。冒険者ってまだいるんだよな？」

「え？　はい。街かい道どうの警備や街から街へ移動するときの護衛とかを細々とやっていますよ」

「……俺、凄すごいこと思いついたかもしれない」

「レグさん？」

　冒険者と魔物の争い、ダンジョンと賭け。

　そのキーワードがレグナンドの中で結び付き、おぼろげに形を得始めた。

　その名前は――。

「ダンジョンデュエル！　そうだ！　ダンジョンを作ろう！　アンジュ、どこかに良い空き地はないか!?　いや、待て。空き地なら魔王城の地下があるか！」

　それぞれの要素のピースがレグナンドの中でガチャリとはまり、興奮のあまりレグナンドがアンジュの肩かたを掴つかんで前後に揺ゆらす。

「ダンジョンデュエル？　って、レグさん落ち着いて下さい。私にも分かるように説明してください!?」

「魔物と人間がダンジョンで戦うんだ。その戦いっぷりをみんなに見て貰って、賭け事にするんだよ！」

「戦いを賭け事にするんですか!?」

「そうだ。賭け事が出来る競技を作ろうって話だ」

　レグナンドはそう言うと、紙をとりだして自分の考えを書き出した。

　レグナンドが魔王の力でダンジョンを作り、そのダンジョンの中で魔物と人間が戦うのを基本にする。

　ダンジョンの中にはお金、武器、防具、薬といったアイテムを置いておき、参加した人間が手に入れられるようにする。

　そうして、人間側は持ち込んだ装備とダンジョン内に転がるアイテムを元に魔王討とう伐ばつを目指す。そして、魔王を倒すことが出来れば莫ばく大だいな賞金が手に入る。

　一方で、魔物側はダンジョンを攻略しようとする人間を撃げき退たいすれば勝利することが出来る。

　そして、何よりも大事なルールをレグナンドは書き足した。

「ダンジョン全体に蘇そ生せい魔法をかけておく。これで競技中に死んでも命は落とさない」

「誰も死なない戦いですか？」

　アンジュの確かく認にんにレグナンドはしっかり頷うなずいた。

　魔物と人が全力で争っても、憎にくみ合うことがないようにする一番大事なルールだ。

　また、命を張って金を稼かせぐ冒険者にとって、命を張らずに金を稼げるというのは何よりの参加するメリットにもなる。

「しかも、このダンジョンデュエルで冒険者の連中は生きていく上で十分な金が稼げる。それに、それだけじゃなくて、さっきアンジュが職人の技術保護に予算を割いているって言っていたよな？　その職人から武器を買い付けて景品にしたり、冒険者にダンジョンデュエルで有利になると買わせたりする。これなら人間側の問題も解決出来て、一石二鳥じゃないか？」

「た、確かに。ですが、レグさん、これでは魔物の方達が一方的に損ではないですか？」

「だからこそ、胴どう元もととして賭けを取り仕切るんだ」

「賭け？　どういうことですか？」

「競技を見る人に金を賭けて貰うが、集めた賭け金の半分は魔王軍が貰う。そして、残りの半分を賭けに勝った人へ払はらい戻しする。つまり、ダンジョンデュエルがうまくいっている限り、絶対に儲もうかる立場って訳だ」

「あっ！　なるほど。そのお金でさらに次の開かい催さいに向けた道具を買い、魔物のみなさんにお給金を支払う訳ですね！」

「そういうことだ。その金で魔物たちの生活を保証できる」

　これなら冒険者も魔物もどちらも一緒にお金を稼ぐことが出来る。

　お金さえ稼げれば、お金がないことによる問題はかなり解消出来るはずなのだ。

　お金を安定して稼げれば、相談に来たゴーレムのゴレムスだって、息子がお腹いっぱい食べられるほどの赤レンガを買うことだって出来る。

　しかし、レグナンドの狙ねらいはこれだけではない。もう一つ大きなメリットがあるのだ。

「そして、もう一つ魔物側にメリットがある。どうも人間側が魔物の力を忘れているせいで、トラブルが起きているんだよな。そこで改めて魔物の全力を見せることで、魔物の力を再度理解して貰える。魔物の本気の力が分かれば、それに適した仕事を斡旋してくれるかもしれないだろう？　言うなれば、ダンジョンデュエルは魔物にとっての自己アピール会場にもなるんだよ」

　そうしてお互いの力を理解出来ればきっと魔物はもっと人間と一緒に過ごしやすくなり、魔物と人間の距きよ離りはもっと近づく。

「やりましょうレグさん、今の話を書面にまとめさせてください。お父様や大臣たちの説得は私がしてきます！」

「あぁ、頼たのむ。俺は魔物のみんなに声をかけてくる！」

　こうして、レグナンドはダンジョンデュエルを開くために魔物を探しに出るのであった。
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　魔王レグナンドのダンジョンで働く魔物求む。

　そう書いた紙をレグナンドは魔法で鳥の形に変え、首都と首都近きん郊こうに住む魔物の住すみ処かへ飛ばした。

　過去、魔王のダンジョンに配属されるということは、魔物にとって最高の栄えい誉よだった。

　その栄誉に与あずかろうと魔物達が我先にと大陸中から集まり、魔王の前でその実力を披ひ露ろうしたという。

　そんな大号令をかけてから三日後、レグナンドの魔王城にも数多くの魔物が集まっている。

　そう期待してレグナンドが集合場所に指定していた魔王城のロビーに降りた。

「よく集まってくれた我わが同どう胞ほうよ！」

　レグナンドは両手を広げて声を張りあげ、ロビー内に声が響く。

　その堂々とした立たち振る舞まいと、威い圧あつ感かんのある声は、魔王として何ら恥はずかしくないものだった。

「私一人だけどにゃー。レグっちの人望――ん？　相手が魔物だから、魔望か。レグっちの魔望は大丈夫？　お姉ちゃん心配しちゃうにゃ」

　なお、聞いているのは小こ柄がらな魔物の女の子一人だ。広いロビーにただ一人しか来ていない。

　見た目は幼い可か憐れんな人間の少女だが、魔物が変化した姿なだけあって人間離ばなれした特徴ある見た目をしている。

　燃え盛る炎ほのおのような赤毛、蛇へびの目めのように細長い黒目、そして思わず目を奪われてしまうほどの立派な胸。

　そして、何よりも目立つのが、ぱたぱた小気味よく動く蝙蝠こうもりの羽とトカゲのような尻しつ尾ぽ。

　彼かの女じよの正体は最強の魔物の一種族ドラゴンだ。語ご尾びににゃーとついているが猫ねこではない。炎を吐き、空を飛ぶドラゴンなのだ。

「みんなには俺の作るダンジョンで人間と戦ってもらう！」

「レグっちー。誰に話しかけているのかにゃ？　みんなって誰？　ここにはお姉ちゃんしかいないにゃー」

「俺のダンジョンでは人間に遠えん慮りよして力を抑おさえる必要は無い。全力で力を振るって欲ほしい」

「あ……。思わずエア友達を作るほど友達がいなかったことがショックだったんだね。ごめんね。お姉ちゃんがもっと早く気付いていればっ！　もっと遊んであげられたのにっ！」

　ドラゴンの少女が嘆なげき悲かなしみ、悔くやしそうに床を叩たたきだした。

　そして、その一撃で床に大きな亀裂が入る。

「おい、ファフルー止めろ!?　この城、人間製だから脆いんだよ!?　ドラゴンのお前が床を叩いたらまた城が崩くずれるだろ!?　直したばっかりなんだぞ!?」

　ドラゴンの少女の名前はファフルーと言い、レグナンドの幼い頃からの知り合いであり、気心のしれた相手であった。

「あ、ようやくいつものレグっちに戻ったにゃ」

「そのレグっち言うのを止めろ。今は魔王公務中なんだぞ。プライベートの時間じゃないんだ」

「えー、レグっちはレグっちじゃん。生まれた時からそうなんだから。そもそも私、レグっちが生まれたダンジョンで暮らしていた時から面めん倒どう見みてるし。今いま更さら変えられないよ。オムツだって替えた間あいだ柄がらだよ？」

「おい、他に魔物がいる時は絶対に今の言うなよ!?　ったく、いつまでも子供扱いしやがって。魔王の威厳もあったもんじゃないなぁ」

　ぶーぶー口を尖らせるファフルーに対し、レグナンドが呆あきれてため息をついた。

　だが、面倒を見てもらったというのは事実なので反論も出来ない。

　というのも、ファフルーのドラゴン一族は先代魔王であるレグナンドの母に仕えており、レグナンドが生まれた時、魔法の指導やおむつの交こう換かんといった世話係になってもらっていた。

　そんな縁えんでレグナンドとファフルーは知り合って、一緒に過ごすことが多かった。いわば年上の幼なじみである。

「まぁ、でも、来てくれてありがとな。さすがに一匹ぴきも来なかったら凹へこんでいたと思う」

　レグナンドは観念したようにファフルーの前に立つと、手を差し出した。

　アンジュに大おお見み得えを切った手前、レグナンドは誰も来なかったら本気で頭を抱えていただろう。

　そう思うと、まだまだ問題は山積みだが、気心の知れたファフルーがいると何だか妙みように心強くて安心できたのだ。

「どういたしまして。あむっ。マナドレインにゃっ」

「何な故ぜそこで手を取らず俺の耳を噛かむ……」

「ひゃって、がみゃんへぇきにゃきゃった」

「しゃぶりながら喋しやべるな……くすぐったいだろう」

　ファフルーはレグナンドの手を避さけ、レグナンドに抱だきつくと、突とつ如じよレグナンドの耳をしゃぶり始めたのだった。

　理由は、だって我が慢まん出来なかったから、だそうだ。

　ちなみに、その我慢というのは性欲的なものではなく、食欲的なものらしい。

「ごちそうさま。だって、レグっちの魔力って甘くて美お味いしいんだもん」

　ファフルーがレグナンドの耳しゃぶりに満足したのか、そう言いながらくるりと回って離はなれた。

「まぁ、少しくらい魔力を吸われてもどうということはないが、ドラゴンのくせにサキュバスみたいなことをするよな」

「別に誰でも良いって訳じゃないにゃ？　レグっちの魔力が美味しいから好きで吸いたいだけ。魔力を吸える男なら誰でも良いサキュバスと一緒にしないで欲しいにゃー。あっちはご飯で、お姉ちゃんはあめ玉舐なめるというか、ガムを噛むみたいな感じなんだから」

「魔王の力を駄だ菓が子し扱あつかいするなよっ！」

　ファフルーはドラゴンにしては少し変わった感覚を持っていて、他人の持つ魔力を味で感知することが出来る。近い能力でいえば、サキュバスなんかが持っている感覚だ。

　そして、レグナンドの魔力はファフルーにとって美味しいと感じるらしく、こうして子供の頃からしゃぶるのを始めとしたスキンシップをされていた。

「……んで、ファフルー。何でみんな集まらなかったんだ？　魔王の招集命令だぞ？　俺そんなに魔望ないの？」

「んー、何でだろう？　別に魔望はあると思うよ。それなりに名前は知られているし、頼たよられているし」

　ファフルーは本気で分からないのか、きょとんとした顔で首を傾かたむけた。

　そのあまりにも何も考えていない素そ振ぶりに、レグナンドは深くため息をつく。

「はぁ……。逆に何でファフルーは招集に応じて来たんだよ？」

「大好きなレグっちに会いたかったから」

「ファフルー……それ言ってて恥ずかしくないのか？」

「全然？　大好きなレグっちに呼ばれたから会いに来るのは当然でしょ？　それに手紙を出すってことは困ってるだろうって思ったし、お姉ちゃんとして何か手伝いをしてあげようかなーって」

　ファフルーのストレートな好意にレグナンドが逆に恥ずかしくなった。

　何せ、レグナンドが大集合の号令を出したのにファフルー一人しかやってこず、見み栄えを張って魔王らしく振る舞っていたのを見み透すかされた上で見守られていたのだから。

　けれど、魔王だから恥ずかしがる姿は見せられない。

　レグナンドは短く息を吸って気持ちを整えると、堂々とした態度をとった。

「ファフルー、魔物集めを手伝って貰って良いか？」

「任せて。言うこと聞かない奴やつは自じ慢まんのブレスと尻尾でボッコボコにして、泣いたり笑ったり出来ないようにして、語尾にサーをつけさせ、イエスしか言えないような身体にしてあげるにゃ」

「そこまでしなくて良いからな!?」

　ファフルーがケラケラと笑いながら口から火を漏もらしている。

　強さが全ての時代ならともかく、平和になったご時世では笑えないドラゴンジョークだった。

　ちなみにもし、そんなことをしてみれば、パワハラとか何とかハラスメントで訴うつたえられる。魔ま物ものにとって生きづらく世せ知ち辛がらい世の中なのだ。

「ただでさえ、魔物の暴走トラブルが多発しているんだ。調停機構の調停官がいる時に今の言うなよ？　あいつら人間だろうが魔物だろうが問答無用で逮たい捕ほして罰ばつ則そく食くらわせてくるからな？　今の聞かれただけで職務質問されるからな？」

　調停機構とは、神が作った教会を前身とする組織だ。

　調停機構が生まれたのは人間と魔物が和平を結んだ時で、神様が人間と魔物がともに暮らし続けていけるように、人間と魔物の間に起こるトラブルを仲ちゆう裁さいする組織を神様が信徒に命じて作らせた。

　そして、調停機構に属する者達は調停官と呼ばれ、和解案の提示や、実力行使でトラブルを収めることを生なり業わいにしている。

「でも、最近じゃ、魔王に相談するより調停機構の調停官と相談した方が解決が早いって噂うわさになってるしにゃー。魔物の調停官もいるし」

「え、マジで？　……魔王の威厳も何もあったもんじゃないな。名を広める前に悪評が広がっているなんて……」

　やはり魔王の威厳が失しつ墜ついしているせいで、魔物が集まらなかったのだろうか。

　レグナンドはそう考えると、頭を振ふって思考を振り払った。

「ええい、気にするのは後だ。行くぞファフルー。背中に乗せてくれ」

「はーい」

　魔王の権けん威いが失墜して底を打っているのなら、これから何かをする度たびに上がるしかないのだ。そう信じてレグナンドは魔王城の扉を開けて、外に出た。
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　人の姿から龍りゆうの姿になったファフルーの背にレグナンドは乗っていた。

　龍の姿のファフルーは黒い鱗うろこに覆おおわれた皮ひ膚ふの上に、炎のようにゆらめく赤く輝く毛が生えている。

「格好付けて外に出てきたけどアテはあるの？　飛んでく方向しか言われていないから、いまいちどこに向かっているのか分からないんだけど」

　もちろんレグナンドもアテが全くなく外に出た訳ではない。

「あぁ、勧かん誘ゆうついでに文句を言ってやりたい奴がいてな」

「その割には何かレグっち浮うかない顔してるにゃ。会いたくない感じ？」

「よく分かったな」

「レグっちとは付き合い長いからね」

「まぁ、隠かくしてもムダなら話すか。実はな――」

　レグナンドはそう言うとため息をついてから、どこに向かうか話し始め、何で気が重いのかを語り始めた。

　向かう場所はストーンゴーレムのゴレムスの住処だ。

　ゴレムスは魔王城を破壊するほどの勢いでレグナンドに泣きつき、仕事を何とかして欲しいと言ったくせに、レグナンドの誘さそいを無碍に断った相手である。

「そんな相手に頭を下げてダンジョンデュエルに参加してもらうというのは、魔王としてどうなんだろうな？　って思ってさ。何か女め々めしくないか？」

「なるほどー。そういうことか。なら、このファフルーお姉ちゃんに良い考えがあるよ。これなら絶対に協力してくれるにゃ」

「絶対に？　一体何をすれば良いんだ？」

「息子と奥さんを人ひと質じちにしてダンジョンデュエルに参加しろって脅おどすの。家族思いならこれでイチコロにゃ。むしろ一匹くらい殺ころっとしとく？　まさに一イチ殺コロにゃんちゃって」

「そっちの一イチ殺コロは止めろ!?　それじゃあ魔王じゃなくてテロリストだ！」

「あはは。なら魔王らしく堂々と、従えって言えば良いんだよ。堂々とするのが魔王の一番大事な仕事だって先代様から言われたでしょう？」

「……そうだったな。ありがとう」

　ファフルーの言葉で少し勇気づけられたレグナンドは感謝の言葉を言う代わりに、ファフルーの背中をポンポンと撫なでた。

　そうして、数分後、レグナンドはゴーレムの住処へと到とう着ちやくした。

　ストーンゴーレムを始めとするゴーレム族は街の外れに運んできた大岩に住んでおり、岩を掘った洞ほら穴あなで暮らしている。それは、巨大な岩がそのままアパートになったような見た目をしていた。

　そんな穴の中から、レグナンドはゴレムスの住む穴を見つけて中に堂々と踏ふみ込んだ。

「ゴレムス、何な故ぜ俺おれの招集に応こたえなかった！」

「魔王様どうして我が家やに!?　って、招集？　何のことですか？」

「え？　あれ？　届いてないか？　ダンジョンで戦う魔物を雇うという手紙鳥を送ったぞ」

「手紙鳥？　ダンジョンで戦う？　……あっ!?」

　ゴレムスが何かに気付くまで妙な間があったが、どうやら手紙はちゃんと届いているらしい。

「すみません……。あれが魔王様からの物だと全く思わず、レンガの上に振りかける調味料にしてしまいました……」

「そうか。良い味が出ていたか？」

「はい、息子も喜んでおかわりと言っておりました。他のゴーレムたちもうまかったと口を揃そろえて言っております」

「そうか。それならば良し。――って、んな訳ないだろう!?　手紙を調味料にするなよ!?　魔王の威厳の落ちぶれっぷり半はん端ぱないな!?」

「本当にすみません！　みんな魔王の名を騙かたる何かの詐さ欺ぎかと思っていたのです。今時ダンジョンで戦うなんてあり得ないし、俺おれ達たちを捕つかまえて身体から鉱石を剥はごうとしている人間の仕し業わざかと思っておりました。実際、手紙の言う通りにしたら人間と戦って収しゆう監かんされた同胞がいますし」

「魔物の落ちぶれ具合半端ないなー……。そりゃ戦えと言われても信じられないか」

　レグナンドは事情を聞いて、思わずよろめきそうになるほどの衝しよう撃げきを受けた。

　ダンジョンで人と戦うことがあり得ないと思われるほど、魔物は争いを忘れている上に人間による密みつ猟りようや剥ぎ取とりに怯えているのだ。

　それが常識となっているのなら、レグナンドの招集に対して、レグナンドを個人的に溺でき愛あいしているファフルー以外が来なかったのも当然の結果と言えた。

「はぁ……、となると、他の魔物にも俺が直接説明しないといけない訳か」

　レグナンドはため息をつくと、改めてダンジョンデュエルの説明をゴレムスにする。

　そうして、ようやく本題を切り出せた。

「ゴレムス、改めて魔王として命令する。俺のダンジョンで働け」

「おぉ、魔王様のダンジョンですか。懐かしいですな。この俺にお任せを。魔王様のダンジョンに置いて頂けるなんて光栄です。同じゴーレム族の皆みなにも話を通しておきます」

「あぁ、よろしく頼む」

　魔王のダンジョンに置いて貰う名めい誉よは、時が流れて価値観が変わった今でも変わらなかったらしく、ゴレムスはレグナンドの前に跪ひざまずいて役目を受け入れた。

「ゴレムス、お前たち以外にも生活で困っている魔物はいるか？　まだ事業を始めるところだから予算が少なくてな。困っている連中を優先的に雇やといたいんだ」

「そうですね。スライム族のスラリンが金に困り徒党を組んで人間の女を襲って逮捕され、サキュバス族の長おさであるサキュが喫きつ茶さ店てんを潰つぶされた逆さか恨うらみで人間の女と戦い、従業員全員が逮たい捕ほされています」

「そんな重い困り事だとは思わなかったんだけど!?　あいつら大丈夫なのか!?」

「ご安心を。既すでに釈しやく放ほうされています」

「そ、そうか。安心した。釈放されたのなら、ちゃんと反省したんだな」

「はい。反省を活いかして次の襲しゆう撃げき計画を立てているとか」

「安心要素が全然ないって!?　何やってんだあいつら!?　今すぐ話を聞いてくる！」

　レグナンドは仕事を首になって食いそびれているくらいの深刻さを想定していたが、まさか犯罪者集団になるまで深刻化しているとは思わなかった。山賊に身を落とす冒ぼう険けん者しやを笑っていられない。

　そもそも、スライムとサキュバスは戦せん闘とう力りよくが低く、人間とはトラブルを起こしにくい種族のはずであったのだ。だからこそ、身体が大きく力も強いゴーレムと違ちがって街中でも暮らしていけるはずだった。

　それなのに、大勢の逮捕者が出るほどのことをやった上に、まだ何かを計画しているのだという。

　もし、その計画が調停機構にばれたり、また大事件を起こしたりしたら、非常に不ま味ずいことになる。魔物が街から追い出されるだけならまだマシ。

　最悪の場合、魔物の悪評でダンジョンデュエル開かい催さいを調停機構が邪じや魔まして、開催出来なくなるかもしれない。

　それを阻そ止しするためにも、レグナンドは何としてもスライムとサキュバス達を説得して、悪わる巧だくみを阻止しなければならなくなってしまった。

　こうして、レグナンドは酷ひどい不安に駆かられながら、次の目的地としてスライムの住処へと向かうことにした。
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　レグナンドは街の地下水道に住んでいるスライムの群れを前に頭を抱かかえていた。

「もう一度確かく認にんするぞ。スライムのスラリンよ。お前は人間の服が欲しかっただけだと」

　レグナンドの問いに、人間の形に姿を変えたスライムの代表者スラリンがニコニコしながら頷いた。

　その見た目は何ど処こからどう見てもうら若い町まち娘むすめそのもので、服の質感までも完かん璧ぺきにコピーしている。口調もその元になった子のせいか、かなりフランクだった。

「うん、この前は我慢出来ず、すっごくかわいい服を着ている人間に抱きついて、服を吸収したから調停機構に逮捕されたんだ。お金がなくて服を買えなかったからって言っても全然許してくれなくて大変だったよ。スライムってゴミ掃そう除じくらいしか仕事もらえないしさー。何でもお金の世の中だと生きづらいのよねー」

「んで、今度はその反省を活かして、夜中に服屋へ地下水道からこっそり忍しのび込んで、店の商品を取り込もうって訳だ」

「うん、その通り。これなら人間を襲おそってないから、調停機構に捕まらないでしょ？　これで女の子向けの服をいっぱい着るんだ」

　スラリンは自信ありげな顔でそう言うと、店への侵しん入にゆう経路や計画が細かく書かれた紙をレグナンドに手て渡わたした。

「なるほど。それなら確かに人間に直接害を与あたえていないから大丈夫――って、んな訳あるか！　捕まるわ！」

「嘘うそでしょ!?　昔の勇者は勝手に人の家に入ってタンスとツボをあさるどころか、割っても怒おこられなかったのに!?」

「法律はとっくに変わった！　そんなことをしてみろ？　調停官がスタァァップって叫さけびながら追いかけてくるわ！」

　スライムは衝撃を受けているのかプルプルと身体を震ふるわせていた。

　魔物が人間に手を出すのはもちろん犯罪となるし、人間の物に手を出すのも犯罪となる。一発で調停官に逮捕されてしまう案件だ。

「はぁー……。まぁ、こうして犯行は未み遂すいに終わった訳だしな。それは良しとしよう」

「犯罪計画していたのにあっさり許すんだ。レグっち優しいー」

　レグナンドが呆れたようにため息をつきスライム達を許すと、ファフルーは意外そうな顔で驚おどろいた。

　しかし、レグナンドはそうでもないさ、とファフルーを手で制すと――。

「ファフルー、よく考えてくれ。もっと大事なことがあるだろう？」

「えっと、服も買えないほどお金がないってところかにゃ？　確かに魔物のお金稼ぎは難しいってみんな言うにゃあ……」

「いや、違う。俺からの招集状の余白に犯罪計画を書いたところだよ！」

「そっち!?」

「これじゃあ魔王が空き巣の指示を出してるみたいじゃねえか!?　しかも、女物のコーナーを強調しているあたり、俺に女装趣しゆ味みがあると思われるだろうが!?　しかも、しかもだ！　下着まで揃えようとしているあたり絶対に変態扱いされるぞ!?」

　女物の服を手に入れるために魔ま物ものをけしかける魔王とか前ぜん代だい未み聞もんすぎる。

　しかも、よりにもよってかわいい下着もゲットせよ☆　なんて一文まで書き足されているのだ。

　そんな怪かい文ぶん書しよが出回って、魔王が書いたと広まってしまえば、レグナンドの信用は一いつ瞬しゆんで失墜するだろう。

　レグナンドの目的のためにも女装趣味の変態魔王爆ばく誕たんだけは避けねばならない。

「そもそも何で魔王の招集状をメモ帳代わりに使ったんだよ……」

「私たちスライムに取り込まれても消えない紙なんて珍めずらしくて、身体の中に隠すには便利だなーって思って。さすが魔王様の魔ま力りよく入りの紙だね！　本当に本物だったなんて思わなかったよ。前に偽にせ物ものが届いたことあったしさー。また偽物だと思ったのよね。しかも、書いてあった場所に行ったら人間と戦う変な夢見たしさー」

「……俺の知らない間にオレオレ詐欺じゃなくて魔王魔王詐さ欺ぎでも流行はやってたのか？　何でこうもみんな魔王からの招集状を疑うんだ……」

　そうレグナンドが疑ってしまうほど、魔物たちは魔王の手紙を信じていなかった。

　とはいえ、魔王本人が顔を出せば普ふ通つうに魔王であることを信じて貰もらえるようで、魔王はいまだに魔物たちの上の立場にいることは確からしい。

　おかげで、ダンジョンデュエルの話を説明すると、スライムたちもあっさり参加に同意してくれた。

「さて、説明は以上になる。給金はこんなもんになる予定だ。服くらいは買えるだろう」

「わぁっ！　こんなにお金を貰えたらいっぱいかわいい服が買えそう！　この変身能力って服を取り込まないと出来ないから嬉うれしいな。調停機構とか調停官にはいくら言ってもお金を稼げるお仕事くれなかったし。やっぱついてくなら魔王様だね！」

「ふむ。変身能力か。確か、服を着ていた人間の顔と体つきも真ま似ねられるんだっけ？」

「そうそう！　その日の気分によって変えるんだー。おかげで、スライムは今空前のファッションブームなんだよ。目指せミススライムってね。ふふふ、かわいい女の子と衣服がいっぱい手に入るダンジョンデュエルが始まるの楽しみだねみんな！」

　スラリンがそう言うと、他のスライム達もノリノリで声をあげ、スッカリ乗り気になっていた。

　こうして、スライムを仲間にしたレグナンドは、最後に人間の女と戦い逮捕されたという元喫茶店経営者であるサキュバスのもとに向かうのであった。
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　サキュバスの経営している喫茶店はとある裏うら露ろ地じにひっそりと佇たたずんでいた。

　営業停止を言いい渡わたされたせいか、昼間なのに扉とびらに〝閉店中〟の看板が掛かけられている。

「サキュバスの気配はあるな」

「うん、でも、何か元気がない味がする」

　どうやらファフルーは魔力の味で相手の健康状態も計れるらしい。

　レグナンドは便利な能力だなと思いつつ、ファフルーの診しん断だんが妙に引っかかっていた。

「元気がないか。さっきのスライム達の時もそうだったが、調停機構は魔物の生活のケアまではしてくれないんだな」

「仲裁組織だからにゃあ。どっちがどれくらい悪いので、これだけ謝あやまって誠意を見せなさいって言う場所でしかないから、その先のフォローはしないにゃ。だから、レグっちが魔王として魔物の生活をよくして、人間と仲良くなれるようにしてって頼まれたんでしょ？」

　ファフルーの言う通り、調停機構は法律に従って裁くだけで根本の問題は解決してくれない。

　だから、レグナンドが魔王として人間と魔物の仲立ちをするよう皇女であるアンジュにも頼まれたのだ。

　すっかり平和になった世界で生きられない魔物がちゃんと生き延びるために、色々な問題を取り除く。

　それがレグナンドの魔王としてのお仕事だ。

「そうだな。俺は人の生き様を近くで見続けていたいから、魔物と人間が共に暮らせる国を作る魔王になったんだ。それじゃ、話を聞きに行くか」

　改めて自分の役割を確認したレグナンドが扉を開ける。

　すると、喫茶店であったはずの店内はテーブルと椅い子すすらもなくガランとしていた。

　喫茶店だった名残なごりすら消えてしまった店内で、レグナンドとファフルーが困っていると、奥おくの間まから一人のサキュバスが現れた。

「あらあらまあまあ、扉の閉店の文字が見えなかったのかしら？　おいたに来たのならお仕置きしちゃおうかしら」

　妖よう艶えんなお姉さんといった出いで立ちの女性が、甘あまったるく挑ちよう発はつ的てきな声を出す。

　思わずお仕置きしてくださいと、自ら言ってしまいそうになるような声だ。

「あんたが店長のサキュか？　あんたに話がある」

　しかし、レグナンドは至って冷静に問いを返すことが出来た。何な故ぜなら、サキュバスの催さい淫いんは魔力による一種の催さい眠みん魔法であるがため、膨ぼう大だいな魔力を秘ひめるレグナンドはその効果を防ぐことが出来るのだ。

　そのことをサキュバスはまだ気付いていないようで、目の中にハートが映る誘ゆう惑わくモードで、レグナンドの目を見つめながら甘い声を出し続ける。

「うふふ、そうよ。元店長のサキュです。指名ありがとうね。でも、ごめんね？　もうお店はやってないから帰ってくれるかしら？　じゃないとお姉さん捕まっちゃうから」

「店をやったら捕まるって、サキュバス一同で一体何をやらかしたんだ？」

「あらぁ？　変ねぇ。ドラゴン娘むすめのお嬢じようさんはともかく、人間の匂においがするお兄さんに私の催淫が効かないはずがない――って、そのお顔はもしかして魔王レグナンド様？　魔王様が何でここにいるの？」

　サキュバスがレグナンドの目から視線を外し、一度上下に顔を動かした。

　すると、催淫していた相手がレグナンドであることに気付いたらしく、目をぱちくりさせながら戸と惑まどったような表情を見せた。

　そんなサキュの反応に、レグナンドは肩かたをすくめる。

「ゴーレムから店が潰されたって聞いてな。困っていると思って様子を見に来たんだよ」

「あらぁ、嬉しいわぁ。魔王様ってお優やさしいんですね」

　サキュがするりとレグナンドの背後に回り込み、腕うでを搦からめながら耳元で甘い言葉を囁ささやく。

「世辞は良いから、何があったかを教えてくれ」

「いけずね。この私のテクで反応しないなんて。それとも、まだこっちは子供なのかしら？」

「魔力が欲しいなら後でくれてやるから、今は早く何があったかを話せ」

「むぅー、わざと当ててもいるのにこの無反応っぷり。サキュバスとしての自信が消えちゃいそうねぇ。まぁ、一言で言えば、サキュバスである私達が女の戦いに負けたのよ」

「女の戦い？」

　サキュがレグナンドの肩に顎あごを置きながら、物もの憂うげな表情で語った。

　だが、レグナンドはその言葉の意味が分からず、さらに疑問を投げかける。

「そもそもゴレムスからお前達が女性と争ったと聞いた時から不思議に思っていた。サキュバスであるお前達は男の精力を吸うんだろう？　それなのになぜ女の戦いになるんだ？　男との戦いになるんじゃないのか？」

「ふぅん、そこはまだまだ魔王様もお子様ね。そこのドラゴンのお姫ひめ様さまはどうかしら？」

　サキュが何故か嬉しそうに顔をあげて、今度は同じ女であるファフルーに声をかけた。

　すると、ファフルーは少し考え込む素振りを見せてからポンと手を叩く。

「ドラゴンだと卵たまごを温める巣を奪うばい合あうためにメス同士で殺やり合うことはあるよ？　ひっかいたり、噛みついたり、ブレス吐はいて焼いたりとか。女の戦いってそれのこと？」

「……ドラゴンのお姫様に聞いた私がバカだったかしら？」

「えっ!?　何で!?　大事だよ!?　卵温めるところ!?」

「そうね。あなたもお子ちゃまなのね」

「私子供じゃないよ！　卵だってちゃんと産めるし！　まだ無む精せい卵らんしか産んだことないけどさ！」

「……ごめんなさい。人間の尺度をドラゴンにあてちゃって本当にごめんなさいね？」

「何でそんなかわいそうなものを見るような目をされるのか分からないんだけど!?」

　ファフルーが頭を抱えて戸惑うと、サキュは申し訳無さそうに目を逸そらした。

　おかげで、レグナンドはサキュが何を言いたいのか分からず終じまい。

　というより、ファフルーのせいで他のことが気になって仕方無かった。

「というか、ファフルー卵産めたんだ。今度見てみたいな」

　ドラゴンの卵なのだし、食事に出てくる鶏にわとりの卵の何倍も大きいに違いない。

　さらに言えば、最強の魔物の卵なのだから、食べるだけでぐぐーんとレベルが上がってもおかしくないだろう。

「レ!?　レグっちのえっち！　お姉ちゃんの卵を見たいとかえっち！」

「自分で言い出したくせにっ!?　というか卵って見られて恥ずかしいのか!?」

　卵を産めると自分で言ったくせに、ファフルーは恥ずかしがって顔を赤くすると、股またに手を当ててうずくまってしまった。

　卵を産むことのどこに恥ずかしがる要素があるのか、レグナンドがさっぱり分からず混乱していると、サキュがため息をつきながらレグナンドから身体を離した。

「はぁー……。魔王様にさっき言った通り、私達サキュバスは人間の男から精力を吸って生きているんだけど、精力は相手を眠ねむらせて夢に落としてから吸うのよ。私達、夢む魔まっていう別名があるでしょう？　夢の中なら何でもできるの」

「ふむ？　となると、この店では男性に夢を見せていたってことか？」

「そうね。ちょっとした飲み物と軽食を食べて気持ちよくなって貰って、サキュバスの膝ひざを枕まくらに眠りに落ちて貰うわ。その夢でお客様の望む甘かん美びな夢を見せて生まれる興奮の感情を媒ばい介かいに魔力を吸い取るの。だから、精力を食べるって思われている訳ね。ちなみに、お金は軽食分だけよ。せいぜい数百ルーン程度かな？　人間のお店より良心的だわ。怖こわい黒服さんもいないわよ？」

「それだと余計に閉店させられる理由が分からない。話を聞く限り、男にしか影えい響きようがなさそうだが、それでなぜ女の戦いになるんだ？」

「お店にやってくる人が独身だけじゃないからよ。恋こい人びとや奥さんがいる人は浮うわ気きだのなんだのと騒さわがれて、うちのお店が夫や恋人をたぶらかしたのが悪いって訴えられた訳」

「夢の中の出来事なのに浮気なのか？」

「夢でも嫌いやなものは嫌なものみたいね。そのせいで、調停機構に営業停止と賠ばい償しよう金きんの支払いを命じられた上に、再開のための運営資金もなくなったからお店の営業が出来なくなったの。だから、今は間ま違ちがえて入ってくる男を待ち構えているのよ。巣を張る蜘蛛くもみたいにね」

　端たん的てきに言えば、サキュバスの喫茶店は女の嫉しつ妬とに負けて廃はい業ぎようになったそうだ。

　そのせいで、今サキュバスは仕事に困っていて、仕方無く人間の男を襲っているらしい。

　男の方もわざと襲われているらしいが、このことが通報されたら今度こそサキュバス達は牢ろう屋やに放ほうり込まれるだろう。

「サキュ、俺のダンジョンでダンジョンデュエルに出ないか？　もちろん、ここの従業員を全員雇う。給金はこの通りだ」

「あー、あの手紙にあった奴？　人間とダンジョンで戦うって詐欺じゃなかったのね」

「ホント誰だれだよ魔ま王おう詐さ欺ぎなんて迷めい惑わくなことしでかしたやつ!?　直接詐欺られない俺が一番被ひ害がい食くらってるんだけど!?　実は俺に対する嫌がらせが狙ねらいなんじゃないか!?」

　レグナンドが思わず地じ団だん駄だを踏みそうになりながら吼ほえる。

　犯人を見つけ出したらたっぷり罰ばつを与えてやる。そう思いながら溢あふれ出でそうな怒いかりをぐっと押おし込めた。

「ふぅ……。まぁ、良い。サキュの店のサキュバス達が参加してくれれば頭数は揃うんだ」

「あら？　誰が参加するって言ったかしら？」

「何故だ？　給金に不満でもあるのか？　それなら、もう少し努力するが」

「お金じゃないのよ。私たちサキュバスは生きていく上で人間の精力が必要なの。最近全然精力を吸えてないから、ダンジョンで働く前にお腹なかが空すいて死んじゃうの。だから、前払いで精力の方を何とかしてもらわないと参加出来ないわ」

「なるほど。なら、俺が供給出来ると思うが。半分人間だしな」

　レグナンドはそう言うと握あく手しゆを求めるように手を差し出した。ファフルーにちょくちょく吸われているおかげでかなり慣れた手つきだった。

　その手を見て、サキュが鼻で笑いながら握にぎり返してくる。

「ありがたい話だけど、いくら魔王様の魔力でも半分人間だと、私達サキュバスを満足させてくれる精力になるかしら――はにゃあんっ!?」

　サキュはレグナンドの手を握った瞬しゆん間かん、腰が抜ぬけたように床ゆかに崩れた。

　慌あわててレグナンドが支えようとすると、サキュはレグナンドの腕の中でピクピクと痙けい攣れんしだした上に、ろれつが回らなくなっている。まるで泥でい酔すいでもしたかのような反応だ。

「お、おい、サキュ大だい丈じよう夫ぶか!?」

「やっぱり魔王様には勝てなかったのぉ！　……やりましゅぅ！　サキュバスみんなで魔王様のダンジョンで働きましゅぅ！　だから出してぇっ！　もっと濃こいの私の中にいっぱい出してぇっ！」

「え、あ、うん、よろしく頼たのむ。って近い近い!?　というか店中のサキュバスが魔力に当てられて集まって来た!?」

　サキュが蕩とろけた顔でレグナンドに迫せまってきて、レグナンドが思わず身体を引いた。

　しかし、そのまま押し倒たおされた上に、店の奥から湧わくように出てきた数十匹の見目麗うるわしい夢魔たちに身体からだ中じゆうをなで回されてしまう。

　夢魔の放つ甘い桃もものような淫いん靡びな香かおりがレグナンドを包み込こみ、意識はハッキリしているのに、うっすら目の前に少女の幻まぼろしが見え始めた。

　そんなレグナンドのもとにファフルーが慌てて飛び込んでくる。

「レグっち!?　んにゃあ！　みんなレグっちから離はなれろお！　レグっちは私のなんだからー！」

「ああん、レグナンド様ぁ……もっと中に私の中にあついのほしいのぉ……」

　ファフルーがサキュバスの群れを掴つかんでは投げ、掴んでは投げ飛ばすことで、サキュバスの下した敷じきになったレグナンドが無事に解放された。

「……うむ、ファフルーよくやった」

「何か残念そうなのは何故かにゃ？　鼻の下が伸びてるような気がするにゃー……」

「そ、そんなことはないぞ!?　さて、次に取りかかるから、急ぐぞファフルー！」

　レグナンドは催淫にこそかからなかったが、初はつ恋こいの人を白昼夢で見たとは口が裂さけても言えなかった。

　たった一日しか会えなかった少女の顔をもっと眺ながめていたかったなんて、魔王として口が裂けても言えなかった。

　こうしてレグナンドはサキュバスと契けい約やくし、無事にダンジョンに参加する魔物を集めることが出来たのであった。
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　無事に魔物を集め終わったレグナンドは魔王城に戻もどり、魔王城の庭園で周りを見回しながらうろうろしていた。

「ふむ、やはりここが一番だな」

「レグっち、さっきから庭をうろうろして何してるのかにゃ？」

　レグナンドが庭の中央で立ち止まると、犬のようにレグナンドの後ろについてきたファフルーが問いかけた。

「ダンジョンを作る場所を選んでいたんだ」

「庭のど真ん中にダンジョン？　ダンジョンって洞どう窟くつとか人間が捨てた廃はい城じようを使うんじゃないの？」

　ファフルーの言う通り、魔物がダンジョンを作る場合は洞窟や廃城そして遺い跡せきなどを使うことが多かった。

　というのも、魔物は自分で建築物を作るという発想はなかった上に、洞窟や遺跡といった所には、えてして貴重な鉱石や植物があったり、人間の貴重な道具が残ったりしていたから、餌えさとなる人間が自然と寄りついたのだ。

　なので、魔物は自分で一からダンジョンをわざわざ作る必要はなく、そういった人の集まりやすい場所に住み着くだけで良かった。だから、ダンジョンという物は最初からダンジョンだったのではなく、魔物が住み着いたせいでダンジョンになった場所の方が多かったのだ。

　しかし、一つだけある例外が魔王の作るダンジョンだった。

「魔王の一族の魔力が強いのは、自分でダンジョンを作る力があるからだ。こんな感じにな」

　レグナンドはそう言うと、懐ふところから本を取り出して、魔法の詠えい唱しようを始めた。

　すると、本が輝かがやきを放ち、見る見る間に鍵かぎの形へと姿を変えていく。

　レグナンドがその鍵を掴み地面に突つき刺さすと、ガチャリと重い音を立てて鍵が開くような音がした。

「よし、これで完成」

「おぉっ!?　扉が出来てる!?」

　地面に刺した鍵が消えると、代わりに地面に扉の紋もん様ようが刻み込まれていた。

　その紋様の中央にレグナンドが手をかざすと、扉が開いて中に階段が現れた。

　そして、その階段を下りていくと、奥には仰ぎよう々ぎようしい扉が待ち構えていて、その扉を開けると中は、まるで城のロビーのようだった。

　石で作られた床と壁かべ、青白く燃える松明たいまつ。禍まが々まがしい龍を象かたどった巨きよ大だいな石像が置いてあり、窓の外に目をやれば、巨大な赤い月が夜空を赤黒く染めあげた景色が見える。

　天てん井じようは高く、巨体を誇ほこるゴーレムが悠ゆう々ゆうと立ち上がれるし、人間が馬に乗って入ってきても余よ裕ゆうがある作りとなっている。

　魔ま王おうの住む城と言えば、すぐに納なつ得とく出来るような仰々しい空間が、庭の地下にあっという間に作り上げられたのだ。

「レグっちこれどうなってんの!?」

「魔王城を一から作るのを面めん倒どうくさがったご先祖様が編み出した魔法らしい」

「私が言うのもアレだけど適当すぎないかにゃ!?」

「俺もそう思うが、先代魔王の母上からもそういう物だとしか説明されてないんだ」

　人々を恐きよう怖ふさせ、心を折るために古いにしえの魔王は自分の力を誇こ示じする必要があった。

　古の魔王が人間の心を折るためにあれこれ手段を考えた結果、人間の作る巨大な城に目を付け、人間以上に凄すごい城を作れば力を示せると考えたらしい。

　けれど、建築技術なんて全く知らなかった古の魔王は、建物を建てるための足場の組み方も知らないし、建築資材の作り方も知らなかった。

　だから、ありあまる魔力で物の形を変化させて、無む理り矢や理り建物を作ることにしたのだと伝えられている。

「身も蓋ふたもない言い方をすれば張りぼてだな。土を弄いじって形と性質を変化させたんだ。本に描かかれた城の形に作つくり替かえただけさ。ただし、ゴーレムも入れる魔物仕様だから、大きさと広さは王の住む城より一回り大きいぞ」

「張りぼてってレベルじゃないと思うんだけどにゃぁ……。だって、質感とか本物じゃん。石像とかも今すぐ動くんじゃないかってくらいリアルだし。というか外の景色はどうなってるの!?　すっごく禍々しくてテンション上がるんだけど！」

「あぁ、あれは窓に絵が描いてあるだけだ。ここは地下空間だし。外は地面だ」

「あっ、そういえば、そうだったにゃ！　ここ地下だったにゃ！」

「初めてだから出来に不安があったが、なかなか上う手まく作れたみたいだな」

　龍の娘がリアルだと言ってくれるような内装品と外の景色も作れたのだ。他の魔物はもちろん、参加してくれる冒険者も驚いてくれるだろう。

　魔王城決戦を謳うたうにふさわしいダンジョンになった。

「ところで、レグっち。ダンジョンなんだから、冒ぼう険けん者しや達たちをおびき寄せる餌として宝とかお金とか置くんだよね？」

「そうだな。武器や防具や金だけじゃなく、傷薬とかも置かないといけない」

「そんなに置くお金あるの？」

「ふっ、俺は魔王だぞ。魔王魔王詐欺があったが、俺が直接出向けば魔物達と同じように人間だって喜んでスポンサーとなり、快く金と道具を提供してくれるだろう」

「おー、さすがレグっちすごい自信にゃ。すごく禍々しくてワクワクするダンジョンが完成しそう！」

「ふはは！　任せるが良い！」

　こうして、ダンジョンも用意出来たダンジョンデュエルは順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな滑すべり出だしをしたかのように見えたのだった。

「見ていろファフルー。この俺、レグナンドこそが魔物と人の世界を統すべる魔王であると、世界中に知らしめてやる！　そして、世界で一番有名な魔王となって、この世界の王になるのだ！　フハハハハ！」

　人間にも小こ馬ば鹿かにされず、魔物からも無視されず、誰もが憧あこがれる。そんな魔王になって、今までの散々な扱あつかいから抜け出すのだ、とレグナンドは決意した。
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　そして、数週間後、レグナンドは無事にダンジョンデュエルの開かい催さいにこぎ着けていた。

　魔王城の庭には腕に覚えのある冒険者が集まり、今日いくら儲もうけられるか皮算用をしている。

　その周りには色々な屋台が列を作って並び、祭りのような雰ふん囲い気きになっていた。

「ふっ。ふはっ、フハハハ！　初回で冒険者が予定通り二十名。来場者数が一万人超こえか。悪くない悪くないぞ！」

　レグナンドは魔王城のテラスから集まった人間達を見下ろし高笑いした。

　そこへ人間側に様々な手配をしたアンジュがやってくる。

「何とか間に合いましたね。調停機構による報ほう酬しゆう金きんやダンジョン内に置く景品の最終確かく認にんも無事終わりました」

「調停機構のせいで色々面倒だな。だが、賭かけ事ごとをする分には公平であることを示さなければならないから仕方ないんだよな。苦労をかけたなアンジュ」

「いいえ。協力を申し出たのは私ですから、レグさんのお力になれて何よりです。とはいえ、さすがに国民の前で歌を歌うのは恥はずかしかったですが」

　初めてのダンジョンデュエルにも拘かかわらず、溢れかえるほどの人を集められたのは、国の姫様のライブというイベントを前座で組み込んだおかげだった。

　アンジュの歌声が素す晴ばらしいという噂うわさは様々な式典や祝い事の折りに人々に広まっており、その歌声を一声聞きたいと国民が集まってきてくれたのだ。

　そして、噂以上だったアンジュの歌声のおかげで、観客達のテンションは最高に盛り上がり、ライブのおまけ扱いされていたダンジョンデュエルの開演を今か今かと心待ちにしているようだった。

「恥ずかしがることなんてない。大いに盛り上がったし、良い歌声だった。それに、俺も好きな歌だった」

「ふふ、ありがとうございます。お世辞でも嬉しいです」

「世辞ではない。何かとても懐なつかしい気持ちになったしな。ダンジョン暮らしを卒業して、人間の国に出た時に聞いた歌を思い出した」

「ふふ、そこまで言って頂けると悪い気はしませんね」

　アンジュの顔がほんのり赤く染まり、柔やわらかい微笑ほほえみが浮かぶ。その表情の美しさに思わずレグナンドが手を伸ばすと――。

「レグっちー。魔物のみんなの準備できたにゃー。もうみんなすっごくソワソワしてるよー。ちなみにお姉ちゃんはアンジュちゃんの歌声に当てられて今すぐ歌いだしたい気分！」

　ファフルーが元気いっぱいの声でテラスにいるレグナンドとアンジュの間に割って入ってきたのだ。

　そんなファフルーの声にレグナンドは咄とつ嗟さに手を引っ込めると、咳せき払ばらいをして取り繕つくろった。
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「ファフルー報告ありがとう。なら、そろそろ開催の演出を始めるか。アンジュも準備は良いか？」

「はい。私はいつでも大丈夫です。開演の宣言が終われば、私はレグさんたち魔物側が勝利することを願うしか出来ません。レグさん、ファフルーさん、魔物の皆みな様さまにがんばってとお伝え下さい」

　レグナンドの最終確認にアンジュが頷うなずき魔物の応おう援えんを口にすると、隣となりで立っていたファフルーが不思議そうに首を傾かしげた。

「何で人間のお姫様のアンジュちゃんが魔物の応援をするの？　人間なら普通人間の応援をするんじゃにゃいの？」

「今回、ダンジョンデュエルを開催するに当たってかなり無む茶ちやをしまして。もし失敗したら全すべての責任を私がとって、人間と魔物の交流事業の大使を辞任することになるんです」

「ん？　でも、それなら、こんなにも人がいっぱい集まってる時点で大成功じゃないのかにゃ？　何も心配することなさそうだけど」

「実は景品のほとんどがレグさんの私財か私物で――」

「アンジュ、それを言うなっ!?」

　アンジュの漏もらした情報にレグナンドがストップを慌ててかけるが、時とき既すでに遅おそしであったようで、ファフルーが何かに気付いたようだった。

「そういえば、レグっち、魔王城の調度品が随ずい分ぶん減ったような気がするけど、気のせいかにゃ？」

　ギクッ!?　とレグナンドの身体が大きく震えた。

「レグっち、もしかしてダンジョンに落ちてる道具って全部自分で買ったの？」

「……スポンサーが出してくれたものだ」

「スポンサーがいたらスポンサーの名前をそこら中に出してるはずだよにゃ……？」

「普ふ段だんアホなのに、どうしてこういう時だけ鋭するどいんだ!?」

「アホって何さ!?　お姉ちゃんこれでもレグっちより人間社会は長いんだからね？　先せん輩ぱいだよ先輩！　お姉ちゃんだよ!?」

「くっ、そうだよ。全っ然スポンサー集まらなかったんだよ。ダンジョンデュエルを説明したら、そんなの誰が見るのか分からない上に、魔王が主しゆ催さいするイベントなんて怖くて金を出せないんだとさ！」

　腐くさっても魔王という肩かた書がきがあるせいで、レグナンドの期待していたように楽々とスポンサーを集めることは出来なかったのだ。

　しかも、単純に魔王だから怖がられたという訳ではなく、誰も見たことの無い得体の知れないダンジョンデュエルに金を出して元が取れるのか分からないから、と真っ当な理由だったせいで反論も出来なかった。

「だから、私財をはたいて景品を買ったんだ。ちなみにダンジョン攻こう略りやくに成功した際の三億ルーンはアンジュからの借金だ！」

　レグナンドは余裕でスポンサーを集められると言った手前、実は全然集まらなかったとは最後までファフルーに言うことが出来なかったのだった。

　腐っても魔王である以上、部下の魔物達に変なところで心配させてはいけないという矜きよう持じもあった。

　そんなレグナンドにアンジュが苦笑いする。

「本当は私のライブにスポンサーが集まっていたので、その資金を使って貰おうとしたんですけど、そのお金は私のライブ目当てに集まったお金で、ダンジョンデュエルのスポンサーじゃないから受け取れないと断られたのです。だから、代わりに借金として使って貰いました。そういう訳で魔物側が負けちゃうと、主催者のレグさんが破産して、二回目のダンジョンデュエルを開けなくなってしまうので、ダンジョンデュエル事業が失敗、廃はい止しされることになっちゃうんです」

「にゃはは！　魔王がお姫様から借金したあげく破産とか、末代まで語られる珍ちん事じ件けんになりそうだにゃ！　歴史上初の魔王になるにゃ」

　ダンジョンデュエルの裏事情を聞かされて、ファフルーはお腹を抱かかえて笑った。

「全くもうレグっちはしょうがないなぁ……そんなことならお姉ちゃんにも相談してくれればよかったのに。ドラゴン族族長の娘なんだからお金になる物いっぱい持ってるよ？　必要なら剥はがれた鱗うろことか切った爪つめとか売るしにゃ。人間が家具とか薬の材料に高値で買ってくれるにゃ」

　ファフルーが呆あきれたように笑い、レグナンドはそっぽを向いた。

「俺おれは魔王だぞ。魔物のみんなに仕事と金を手に入れる機会を作ろうっていうのに、その魔物に金を借りるなど出来る訳がないだろう」

　しかも、レグナンドはファフルーに余裕で金を集められると言った手前、あまりにも格好がつかなくて今すぐにでも自分用のダンジョンを作って引きこもりたい気分になっていた。

　けれど、そんなレグナンドに対して、アンジュとファフルーは嬉しそうに笑っている。

「ふふ、そういう真まっ直すぐなところがレグさんの格好良いところだと思いますけど」

「それもそうだね。レグっちが魔王としての誇りを守るために、このことは内ない緒しよにしてあげるにゃ」

　恐怖の代だい名めい詞しという魔王の立場はどこへやら。

　子供扱いされているようなアンジュとファフルーの言葉だったが、それがレグナンドにとっては恥ずかしくもあり、少し嬉しくもあった。

「ええい！　その話はお終いだ！　ファフルー！　ダンジョンに戻ってみんなに集まるよう指示をしろ！　アンジュ、開演の演出を始めるぞ！」

　レグナンドはそう言ってアンジュの返事を待たぬまま彼かの女じよを抱だきかかえると、テラスから魔王城の屋根に飛び上がった。

　そして、空に向けて炎ほのおの魔法を撃うちだし、花火代わりに爆ばく発はつさせると――。

「人間どもよ！　よく我わが魔王の城へと集まった！　貴様らの姫ひめはこの俺、魔王レグナンドが預かった！　取とり戻したくば、我が城へ来い！　勇気ある愚おろか者ものどもよ！」

　レグナンドが人間に宣戦布告をし、庭に作ったダンジョンの扉を開く。

　そうして出来た穴に、魔王城の屋根からレグナンドが飛び降りて消えたことで、ダンジョンデュエルの幕があけた。







第２章「超ちよう地ち下か城じよう塞さいダンジョン　魔物vs冒ぼう険けん者しや」







　ダンジョンの中に飛び降りたレグナンドはダンジョンの最さい奥おうの魔王の間にアンジュを置いて、魔物達の集まる広間へと出た。

　広間にはゴーレム、スライム、サキュバス達が集まり、全部合わせて百匹ぴきほどの魔物がいる。

　その前でレグナンドが指をぱちんと鳴らすと、ダンジョン内に女性と男性の声が鳴なり響ひびいた。

「実じつ況きよう者しやのキャスです！　ダンジョンデュエルがついに始まりました！　本日の競技内容はダンジョン攻略だそうで、小さな山を一つくり抜いたくらいはある魔王城ダンジヨンの最奥にいる魔王を倒せば、何と三億ルーンも手に入るという競技です！　ビッグ宝くじの特等並みですね。一生遊んで暮らせそうです」

　ダンジョンデュエルの様子を街に放送し、見ている人たちが楽しめるように用意した実況者のキャスの姿と解説者の姿が、幻げん影えいとして地下広間の中心に浮うかび上あがった。

「さて、実は今日のダンジョンデュエルは魔術遠隔放送で各地の水すい晶しよう板ばんや噴ふん水すいの水面に映像と音声を届けていますので、まだルールを聞いていない視し聴ちよう者しやのためにルール説明をおこないますね！　では、解説者兼けん審しん判ぱんのメントさん説明お願いします！」

「解説者兼審判のメントです。冒険者側はＢＰブレイブポイントと呼ばれるポイントがゼロになる前に、二階の奥にある魔王の間を開く鍵を見つけ、魔王の間に乗り込んで魔王を倒すと勝利になります。このＢＰは冒険者が一人倒れる毎ごとに一ポイント減少していき、60ポイントあるＢＰが０になると魔物側の勝利になります。冒険者は二十人参加していますけど、極論を言えば同じ人を六十回倒してもＯＫです。残りＢＰに皆みなさん気をつけて下さいね。なお、魔物側が勝利した場合はダンジョン踏とう破は賞金の三億ルーンを冒険者は手に入れることが出来ません。ダンジョンで拾った道具やお金が報酬になりますね」

　簡単に言えば魔王を狙う二十人の人間ＶＳ魔王を守る百体の魔物のバトルだ。

　こうしてルールを説明する二人は調停機構のメンバーで、魔王側が人間側に対してチート行こう為いをおこなっていないか確認する役割も担になっている。

　ちなみに、この幻げん視しは遠隔放映魔術という水や水晶に特定の映像と音声を送ることが出来る魔法で映し出されている。

　この魔法は誰もが使える訳ではなく、国で管理されて利用権を売り出されているものを買い取った者にしか使えない。だが、アンジュが自分の立場を懸けて申しん請せいし、放送権を無理矢理勝ち取ったおかげでダンジョンデュエルの放送に使えている。

「そう言えばさらっと冒険者が倒たおれたらと言っていましたが、怪け我がとかは大丈夫なんですか？　もしかして、死んで命を落としちゃったりなんてことは？」

「そこは大丈夫です。魔王レグナンド様によってダンジョン内に蘇そ生せいの魔術が施ほどこされており、死んでも身体が再生されて入り口に戻されるだけになっております」

「なるほど。死ぬ危険がないのに、過去の冒険者のようにダンジョンで一いつ攫かく千せん金きんに挑ちよう戦せんできるって訳ですね？」

「そういうことですね。ちなみに魔物達は逆に一度倒されるとダンジョンの外に出されて復活することは出来ません。冒険者の方が二十人と少なくても、こうした魔物と人間の戦力差を公平にするルールも備わっているので、人間側にも十分勝機はあります」

「なるほどー。つまり、どの冒険者、どの魔物が一番活かつ躍やくするかといった賭け事も公平に出来る。競馬とかと同じくらいの感覚で賭かけが出来るってことですね？」

「そういうことです」

　そして、何よりも大事なのが、こうして賭け事の正当性と公平感を演出してくれる存在だということだ。

　もし、不正を疑われるとしたら、魔物が怪あやしいと一方的に決めつけられるだろう。

　というのも、魔物側が場を用意しているので疑ぎ惑わくを持たれるのは当然であり、賭け事をする以上、主催者の目だけでなく公平な第三者の目が必要となる。

　そういう理由で、魔物と人間の仲ちゆう裁さいを執とり行おこなう調停機構の調停官達に審しん判ぱんをしてもらったおかげで、観客は安心して賭けに興じられる。

　こうして、一通り実況者と解説者によるダンジョンデュエルのルール説明が終わり、実況者によるダンジョンや各冒険者の紹しよう介かいが始まったところで、レグナンドは声をあげた。

「このダンジョンにおいて日ひ頃ごろの人間に対する配はい慮りよは必要無い！　魔物の力を人間に存分に見せつけると良い！　さぁ、持ち場につけっ！　冒険者たちのＢＰを減らした功労者には特別報ほう酬しゆうも与あたえる！」

「「「おおおおお！」」」

　レグナンドの号令に魔物が雄お叫たけびを上げて、城の広間からダンジョン内の各地へと散らばった。

　皆みんなの戦意は十分以上あり、かなり良い戦果を期待出来る出しゆつ陣じん風景だ。

　だが、その中に一匹、いや、一人の少女が不服そうに口を尖とがらせている。

「おー、みんなやる気満々だにゃー。うー！　お姉ちゃんも行きたかったー！　お姉ちゃんの出番はこの最後の広間の扉とびらの鍵を人間が見つけて、踏ふみ込んだ時だけなんでしょ？　中ボスって案外暇ひまだにゃー」

　魔王の間に続く扉を守る中ボスの役割をもらったファフルーだ。

　中ボスにされたおかげで出番が少ない上に、放送に映るのが遅いことに対して文句をたれている。

「もう入り口にお姉ちゃんを置いて、ブレスでなぎ払はらっちゃえばすぐ勝てるのににゃー」

「ダンジョンに踏み入いった瞬しゆん間かん、ドラゴン地じ獄ごくだの、コケ地獄だの、スナックリリスだのクソゲー要素は無しにしないと、賭がなりたたないからな」

「コケ地獄？　スナックリリス？　クソゲー？　何のこと？」

「とある地下ダンジョンについての資料にあったんだ。そこは魔王と破は壊かい神しんの作ったダンジョンだったんだが、ダンジョンに踏み込んだ勇者たちの残した遺ゆい言ごんが《なにこのクソゲー》だったそうだ。なにせ勇者が踏み込んだ瞬間、大量の魔物に襲おそわれて死ぬらしいからな。入って三秒で昇しよう天てんだそうだ。そんなダンジョンじゃ賭にならないだろう？」

　何でもツルハシを持った無口の恐おそろしい破壊神と、勇者に捕つかまった瞬間簀す巻まきにされてしまう魔王の凸でこ凹ぼこコンビだそうだが、そのコンビが作り出すダンジョンにあらゆる勇者が駆く逐ちくされて、世界は禍々しく染め上げられたとか。

　そうした色々な異世界の魔王についての記述が残された大魔王図書館で、レグナンドは各世界の魔王について調べて、自分のダンジョンの参考にしたのだった。

　その結果、レグナンドは冒険者たちがほどよく奥おくまで来られるようにダンジョンを設計した。だから、ファフルーは最後に置いている。

「理り屈くつは分かるけど退屈だにゃー……」

「俺のダンジョンでは、ファフルーが俺を守ってくれる一番頼たよりになる最強の魔物なんだ。我が慢まんしてくれ。待つのが退屈なら放映用のダンジョン映像でも一いつ緒しよに見よう」

「お姉ちゃんが最強？　ふふん、最強じゃあ仕方ないにゃあ。レグっちが一番頼りにしてくれているなら仕方ないにゃあ。えへへー、いいよ。レグっちと一緒にいられるし、待ってあげるー」

　ファフルーが不服そうだった態度から急に嬉うれしそうに顔をほころばせて、頬ほおをレグナンドにスリスリし始めた。

　相変わらず龍りゆうというより犬なんじゃないかと思うような動きをするファフルーに、レグナンドは呆れつつも、止めることはせずに戦せん況きようを見守ることにした。

　そうして待つことになったレグナンドがパチンと指を鳴らすと、広間にいくつもの水晶が現れ、ダンジョンの各地の映像が映し出された。

「お？　早さつ速そく、入り口で人間達と魔物がぶつかったみたいだぞ」

　ダンジョンの一階に入った瞬間、ゴーレムのゴレムスが冒険者を待ち構えていた。

　ゴレムスは昔、門番をやっていたということで、ダンジョンに入った途と端たん、人間達に手て荒あらい歓かん迎げいをおこなう役割を任せられていたのだ。

　それと、めっきり戦いの減った冒険者達が実戦の緊きん張ちよう感かんと実戦感覚を取り戻すための荒あら療りよう治じをおこなう役割もある。

「さて、ゴレムスの拳こぶしで人間達も本気を出してくれれば良いけどな。一方的だと賭けにならないからな」

　そんなレグナンドの期待を背負うゴレムスがその剛ごう腕わんを振ふり回まわし、石で出来た床を軽々とめくり上げるほどの拳げん骨こつを放っていた。

「ハッハー！　見ているか息むす子こよ！　これが父さんのパワーだぞ！」

　そんなノリノリの声をあげながら暴れ回っている。

　これには冒険者達も攻せめあぐね、遠えん距きよ離りから魔法や弓矢が放たれていた。

「ハッハー！　効かぬ効かぬ！　俺こそは魔王様に門番を命じられたストーンゴーレムのゴレムス！　俺がいる限り魔王城の中へは進ませぬわ！　この先にある数々の宝には指一本触ふれさせぬ！」

　魔法や弓矢を腕うでで弾はじき飛とばし、悪役らしい台詞せりふを口にしている姿は立派な悪の門番だった。

「ゴレムスの奴やつやるなぁ。入り口の門番役に任命したのは正解だったな。性格が随分変わっている気がするのは、ちょっと気になるが。若い時は案外やんちゃだったのか？」

「気の良いお父さんみたいな印象だったのにね。意外とストレス溜たまってたのかもにゃー。でも、入り口でこんなに一方的だと賭け事的にダメなんじゃない？　さっきレグっちが言った賭けがなりたたないクソゲー？　って感じに見えるけど、手加減するよう言わなくていいのかにゃ？　冒険者達が、入った瞬間ゴーレムとか聞いてねえぞって恨うらみ節を叫さけんでるけど」

　どちらかが一方的に勝っていたら、二回目以降で賭け事として成立しなくなる。賭けが成立するのは、どっちに賭けても勝てる見込みがあるように見える時だけだ。

　それを回かい避ひするために、いざとなれば手を抜けという命令も出来るようにしているが――。

「いや、どうやら、心配無用なようだ。あいつが動いた」

　レグナンドがそう言うと、冒険者の群衆の中から一人の少女が盾たてを構えながら飛び出したのだ。

　銀の長い髪かみ、凜りんとした瞳ひとみ、立って武器を構えているだけで教会の聖せい騎き士しと見み紛まがうような華か麗れいな見た目をしている。

「ハッハー！　活いきの良いのがいるじゃあないかっ！　盾ごとぶっ潰つぶす！」

　その少女へゴ―レムが拳を繰くり出すと、何と少女は盾を引っ込めてすぐさまサイドステップを繰り出して拳を回避、そして、ゴーレムの懐へと一歩で飛び込むと剣けんを振り抜き、まばゆい紫むらさき色いろの一いつ閃せんを放った。

「魔ま法ほう剣けん、紫し電でん一式！」

「バ、バカなっ……この俺が……一いち撃げきだと？　すみません魔王様……お宝を守れきれませんでした……ガクッ」

　バタリとゴーレムが倒れ、その巨体が光となって消えると、そこには撃げき破は報ほう酬しゆうであるお金の入った袋ふくろが現れた。

「うおおお!?　誰だあいつ！　すげえ剣けん技ぎだ！」

「いやいや、それよりもあの肝きもの据すわった突とつ撃げきだろ！　しかも、ゴーレムの動きを完全に見切ったんだぞ！」

　鮮あざやかな一撃でゴーレムを仕留めた少女に向けて、他の冒険者からも歓かん声せいが沸わいた。

　観客席の映像でも諦あきらめムードだった観客達が一いつ斉せいに立ち上がり、拳を振り上げている。

　そして、もちろん実況者も大興奮で少女の健けん闘とうをたたえていた。

　皆が一丸となって銀ぎん髪ぱつの少女の名を叫ぶ。

「きゃああ！　ウルカちゃん！　ウルカちゃんカッコイイ！　ウルカちゃんカワイイ！　よくやったわ！　そのままどんどん攻略しちゃって！」

「こらこら、実況者が身内を贔ひい屓きしないように。とはいえ、攻略の功労者は紹介しないといけませんね。今、ストーンゴーレムを切きり伏ふせた少女は調停官ウルカ。勇者の一族の血を引く者で、魔物と人間の諍いさかいを仲裁する調停官の若きエースです。ゴーレムを切り伏せた技は彼女の得意な魔法剣の一つですね。雷かみなりを剣に纏まとって超ちよう高こう速そくの剣けん戟げきと強きよう烈れつな雷らい撃げきを放つ彼女の得とく意い技わざ《紫電一式》です。状じよう況きようによってバリエーションがあるようですよ」

「かわいくて強くてもう敵無しな子です！　今日のオッズでも一番人気なんですよ！」

「だから、実況者が身内を贔屓しないように」

　解説のメントがたしなめるが、実況のキャスは尚なおも興奮している。

　その熱が観客と冒険者に伝わり、歓声はさらに大きくなっていく。

　良いぞ。ウルカがんばれ。といった声せい援えんが割れんばかりに鳴り響いているのだ。

　だが、それに反して、ファフルーの顔色が悪くなって、震ふるえだしてしまう。

「えええ!?　ウルカちゃん!?　ウルカちゃん何で!?　参加するなんて聞いてないよ!?　あの子調停官でしょ!?　中立な審判ならともかく、なんで冒険者として参加してるの!?　あの子がいたら勝負が成り立たないにゃ！」

　調停官ウルカはファフルーにとってもレグナンドにとっても古い知り合いであり、今でもたまに集まって話をする仲だ。

　そんな友人が敵として参加していることにファフルーが驚おどろいているだけではないことは、その必死さから滲にじみ出でている。

　対してレグナンドはウルカが参加することを既すでに知っていたので、慌あわてふためくファフルーを見てドッキリが成功したと笑っていた。

「ふはは。審判だけじゃなくて、冒険者としても不正がないかどうか確かめるために参加させられたんだとさ。確かにあいつがいたら多少のチート行為は力技で粉ふん砕さいしてくるだろうな。というか、ウルカ自身がチートみたいなもんだし」

「ちょ、ちょっと待って。あの子の力ってチートっていうか、時代を間ま違ちがえてなかったら多分今いま頃ごろ英えい雄ゆうになってるほどの才能と力があるよ!?　そんじょそこらの魔物なんて剣じゃなくて素す手でのワンパンで倒れるよ!?　あの子人間っていうかワンパンゴリラだよ!?」

「そうだな。俺とファフルーがあいつの小さい時の修しゆ業ぎようも見てやったし、歴代の勇者よりはるかに強いんじゃないか？　魔王と龍りゆう王おうの娘むすめに育てられた勇者なんて、そうそういないだろ」

　ウルカは小さい頃から、無数の爆発が起こり、地形が変わる大戦争のようにも見える魔王レグナンドと龍王の娘ファフルーのじゃれ合いに、真っ正面から参加していた正しよう真しん正しよう銘めいの人間だ。

　ファフルーの言う通り、平和な時代ではなく、戦乱の時代に生まれていたら、英雄どころか世界を統一するくらいの偉い業ぎようをやり遂とげる力を持っている。

　レグナンドが一緒に遊ぶと面おも白しろいから、という理由でそれほどの力をさらに磨みがいてしまった結果――最強の勇者が生まれた。

「あの子に勝てる魔物なんてこのダンジョンにいないよ!?　ダンジョンに置いてある景品根こそぎ持ってかれちゃうよ!?」

「くくっ、くはっ、あははは。そうだな。でも、あいつの手の内は既に知り尽つくしているからな。たっぷり踊おどってもらって、視聴者にサービスしてもらうさ。俺の私財を持って行ったっておつりが返ってくるくらいのサービスをな」

　ゴーレムの門番はあくまでレグナンドの用意した序じよ盤ばんの演出に過ぎない。

　ウルカという新たな英雄を誕生させ、観客と参加している冒険者を一気に盛り上げ、これなら勝てると勢いづかせるためのものだ。

　それと、ゴレムスが倒たおれる間ま際ぎわに残した言葉が冒険者達の探たん索さく心しんに火をつけたのだろう。

　おかげで戦意があがった冒険者達は早さつ速そく奥おくの方へと進み、各おの々おのお宝を探して動き始めた。

　隠かくし部屋がないか、隠し宝箱がないか、隅すみから隅まで探すように。

「あー！　これじゃあ、レグっちのお宝が持って行かれちゃう！」

「まぁ、いくつかは仕方無いだろうな」

　しかし、レグナンドは笑いを噛かみ殺ころしながら冒険者達の動きを眺ながめていた。

　何せ、ここから先は魔物達が趣しゆ向こうを凝こらして用意した数々の罠わなが待っているのだ。

「って、あれ？　何で男性用装備のお宝はあっちって壁にわざわざ書いているの？」

　壁や床ゆかには血のような赤い文字で宝の中身を教える一文が書かれていた。

　しかも、ご丁てい寧ねいに宝のある部屋の方向まで書いてある始末だ。

「お、目ざとい冒険者が見つけたか」

「罠だよね？」

「もちろん。サキュバス達が待ち構えているさ」

　矢印の先では、レグナンドがサキュバス達と話し合い生み出したサキュバスの特とく殊しゆな罠が冒険者を待っている。もちろん、冒険者はそのことを知らず、宝箱へ吸い寄せられるように移動していた。

「お、初のお宝ゲットのシーンが撮とりたいのか、ちょうど放送されている場面がそのサキュバスルームだ」

　そんなちょっと特殊な罠がはってある部屋に、宝に目が眩くらんだ若い男性冒険者が足を踏み入れる。武器は弓と片手剣で、皮の胸当てをマントの下に着込んでいる軽装の男だ。

　そんな彼かれの見た目は剣けん士しというよりかは盗とう賊ぞくのようだった。

「お宝はこの部屋だよな？　お、宝箱みーっけ！　強い武器かな？　それとも頑がん丈じような鎧よろいか？　いや、金でも良いな。何が出るかなーごまだれー」

　冒険者がるんるん気分で宝箱を開けると、そこにあったのは――。

「なんだこれ？　白い布？　ハンカチか？　いや、これは――パ、パ、パンティーだと!?　しかも、なんてこったい!?　生温かい！」

　宝箱の中に入っていた女性の下着を、冒険者が握にぎり締しめ、高らかに掲かかげる。

「これは女性用の装備では!?　いや、しかし、これは男性用装備と書かれた箱から出てきたはず。となると、ふっ、なるほど。そういうことか魔王よ。とんでもない罠だよこれは。あやうくこの天才冒険者ヤスダ様が騙だまされるところだった。だが、俺の眼めは誤ご魔ま化かせなかったようだな」

　冒険者が何かに気付き、フッと鼻で笑いながら肩かたをすくめる。

　まるで全てを見通して犯人を言い当てる前の探たん偵ていのような表情で、ヤスダと名乗る男は髪の毛けをかきあげて振り向むいた。

　しかも、その視線は遠視しているレグナンドの目とバッチリ合っている上に、指まで指されている。

「レグっち、もしかしてこの人に、罠が完全にばれたんじゃ!?」

「まさか隠れているサキュバスどころか、盗ぬすみ見みしている俺にも気付いたのか!?　なんて逸いつ材ざいが埋うもれていたんだ!?」

　恐ろしいまでに勘かんが冴さえた冒険者にレグナンドが息を呑のむと、冒険者は謎なぞ解ときの答えを言ってみせた。

「これは下着ではない。帽ぼう子しなんだ！　つまり被かぶる装備だということだ！　パンツァアアアフォオオオオ！」

　ヤスダが奇き声せいをあげ、パンツを仮面のように頭に被り、握り拳を掲げた。

「お宝ゲットだぜ！」

「紛まぎらわしいわ!?　パンツは被り物じゃねえよ!?　っていうか、めっちゃ喜んでるんだけど!?　間違い無なく今の放送を見ている人からヤスダさんじゃなくて、クズダさんってあだ名つけられてるぞ!?」

　ヤスダ改めクズダさんがパンツを被り、レグナンドにもサキュバスにも全く気がついていないようにスキップしながら部屋中を回っている。

「ええい、こんなの見てられるかっ！　サキュバスよ、潜せん伏ぷくはばれてないからやってしまえ！」

　レグナンドが戸と惑まどっていたサキュバス達に魔ま法ほうで声を届けると、隠れていたサキュバスも我に返ったのか慌てて姿を現した。

「お兄ちゃん、私のパンツ返して？」

　翼つばさを隠したサキュバスの少女が股また下したまで見えるほど短いスカートを押おさえて、もじもじしながらパンツを被った変態を見つめている。

「そうか。これはお嬢じようさんのおパンティーなのかい？」

　冒険者ヤスダは何な故ぜか妙みように良い声で言って被っていたパンツを脱ぬぐと、サキュバスの少女の前に騎士のように跪ひざまずき、とても爽さわやかな笑え顔がおで問い返した。

「う、うん、お股がスースーして困ってるの」

「うんうん、それは大変だ。そんな短いスカートだし、おパンティーをはかないと風邪かぜひいちゃうね」

「うん、だから、返して？」

　サキュバスが手を差し出すと、冒険者ヤスダは優やさしく微笑み――手に持ったパンツを広げた。

「パンツァァァフォオオオ！　絶対に返さないもんねえええええ！　返して欲ほしければ、このまま俺を太ももに挟はさんで無む理り矢や理り穿はくんだなぁ！　ちょうど穿はきやすいよう君の腰こしのあたりに俺の顔が来てるだろおお!?」

　パンツを被り直した上に変態発言をぶっ放し続ける。

「パンツだ。俺がパンツだ！」

「「変態だあああ!?」」

　変態の逸材にレグナンドとファフルーだけでなく実況席も叫んだ。

　もちろん観客席のお客も放送を見ているお客も、人間、魔ま物もの関係無く叫んでいる。

　この時が、この国で初めて人間と魔物の心が一つになった瞬間だ、と後の歴史家は語る。

「ふふっ、なかなかの変態さんね。お兄ちゃん、結構好みかも」

　しかし、レグナンドたちの反応とは裏腹に、サキュバスはそれでスイッチが入ったらしく、完全に吸精モードに入ったのか、目にハートの模様が浮かび上がっている。

「「「好みなの!?　趣しゆ味み悪っ!?」」」

　サキュバスの性せい癖へきは分からないと言わんばかりに、レグナンドとファフルー、そして、なんと実況者と解説者の声がまたもや重なった。

　だが、サキュバスの目に浮かぶハートの模様は人間にとって冗じよう談だんでは済まない効果がある。

　見るだけで淫いん乱らんな気持ちになってしまう催淫効果があることから淫いん紋もんと呼ばれおり、目を合わせると、強制的に夢を見せられ身体からだ中じゆうの力が奪うばわれてしまう恐ろしい魔法なのだ。

「ほら、みんな出ておいで。おいしい精力よ」

　サキュバスの一声で、隠れていた他のサキュバスも姿を現して、淫紋の浮かぶ目で冒険者ヤスダを見つめる。

　一体のサキュバスですら抗あらがうのは困難なのに、複数のサキュバスから淫紋を向けられれば、レグナンドのようによほど強力な魔力を持つ者か、ある特殊な性質の男しか防ぐことは出来ない。

「解説のメントさん、クズダさんが動かなくなっていますが、これは一体何が起こっているのでしょうか？」

「一応訂てい正せいしますが、ヤスダさんです。どれだけクズに見えても名前はヤスダさんです。どうやらサキュバスの特殊能力である催淫に完全にかかったようですね。こうなると思考力が奪われ、身体から全ての魔力を抜ぬかれて動けなくなります。それとサキュバスの個体によっては体液に毒を持つことがあり、粘ねん膜まく接せつ触しよくによって猛もう毒どくを移されることが――」

「ね、粘膜接触とかメント先輩のえっち！」

「ええっ!?　真ま面じ目めに解説しているだけなんですけど!?　口づけされるだけで毒になるから気をつけなければなりませんって言おうとしていただけなんですがっ!?　というか、キャスさん今は職場じゃなく実況者なのだから先輩は止めなさい」

　実況者と解説者の二人が慌てている間に、サキュバス達によって精力を完全に吸われたヤスダは力無くその場に仰あお向むけに倒れてしまった。

　そのヤスダを最初に誘ゆう惑わくしたサキュバスが馬乗りになり、ヤスダの首に手がかかる。

「美お味いしかったわ。私のパンツをあげるからまたお兄ちゃんを食べさせてね？」

「フッ……、冒険者をなめるなよ？　二度と同じミスはしない」

　首に手をかけられてもヤスダの瞳には力強さを感じさせる光が灯ともっている。

　次こそリベンジして立場を逆転させてやると言わんばかりの眼光だ。

「今度こそ君に俺を穿いて貰もらうぜ……！」

「うふふ、ホント変態さんね」

　サキュバスはぺろりと唇くちびるをなめると、ぐっと親指を立てるヤスダの首を絞しめて骨を折った。

　そうして、完全に脱だつ力りよくしきったヤスダの身体は光になって弾はじけて消えると、後には何も残らなかった。どうやら無事に死体の転移が済んだようだ。

　このように戦せん闘とう力りよくのないサキュバスでも、力を失った人間を腕の力で殺すことは出来る。

　そんな事実を突つきつけ、人が一人死んでしまった衝しよう撃げき的てきなシーンではあったが、これはあくまで競技。

　実況と解説の二人がそこをちゃんとフォローしてくれた。

「おっと、ここで初めての脱だつ落らく者しやですね。これで60あったＢＰが59に減りました。そして、今クズダさんの復活を確かく認にんしました。またダンジョンの入り口に押おし戻もどされて、一から探索のようです。ところでメントさん、死んでも復活できるなら、死ぬのもあんまり怖こわくないですね」

「そうですね。ですが、入り口に戻されてしまうことで、他の冒険者に先を越こされる可能性があがり、景品となる宝を手に入れられる機会が減るので、なるべく死なない方が良いでしょう」

「なるほど。死ねば死ぬほど、取り分が少なくなる可能性があるってことですね」

　ダンジョンデュエルの死は軽い。死んでも金は全部落とすどころか半分になりもしないし、集めた道具や装備が全部無くなったりもしない。

　蘇生させるために死体の回収隊を組まなくてもいいし、死体が壁かべにも埋まらない。

　ただ単に入り口に戻されるだけである。

　そういう訳で、冒ぼう険けん者しやは一度倒れれば復活出来ない魔物に比べて、かなり気楽に失敗出来る。そうして、失敗出来るからこそ、冒険者は臆おくせず前に進み続けて、ダンジョンデュエルを盛り上げてくれるのだ。

　そんなレグナンドの目もく論ろ見み通り、ヤスダは死んだというのに全く堪こたえていなかった。

「よーっし。待ってろよかわいいサキュバスちゃん。お兄ちゃんが他のパンツも集めに行っちゃうぞー☆」

　それどころか、ノリノリでパンツを被ったまま再出撃していたのだ。

　これが気楽に挑いどめる冒険者の長所なのだが――。

「ねえ、レグっち……あいつだけ蘇生しない方が世の中のためになる気がするんだけど」

「……残念ながら全員蘇生するって言っちゃったから例外は認められないんだ。あの逸材を生き残らせてはいけないというのは同意するがな……」

　そんないきなりげんなりするような相手が罠部屋サキュバスルームの初はつ披ひ露ろうだったが、その後、各地のサキュバスルームや通路で単独行動していた男性冒険者をサキュバス達たちが引っかけて、うろついているゴーレムに叩たたき潰して貰ったり、喉のどを絞めて窒ちつ息そく死しさせたりと、冒険者達を倒していった。

「おっと！　またしても冒険者が倒れたー！　これで十人目の戦せん闘とう不能になります！　果たしてこのまま魔ま王おうレグナンドの罠に翻ほん弄ろうされ続けて終わってしまうのかあ!?」

　そうして、10ポイント近く冒険者のＢＰを減らすと、冒険者達に変化が現れた。

「いえ、冒険者達も対応を学んだようですよ。魔王軍の数が九十九から八十に減っています。ゴーレムが五体、サキュバスが十五体倒されています。これでサキュバスは残り半分ですね。サキュバスを倒しきったら、この試合ひっくり返されますよ」

　解説者の言う通り、魔物の残り数が減り始めたのだ。

「ん？　あれ!?　レグっち大変だよ！　ウルカちゃんが女冒険者をまとめて、サキュバスルームに踏み込んでサキュバスを襲ってるよ。サキュバスを守ろうとするゴーレム達も男の冒険者に足止めされてるし、どうするの？」

「まぁ、サキュバスじゃ女は催淫出来ないからな。そう対策するのが当然だ。ほぉほぉ、二つのチームを作って、挟み込むことでサキュバス達の逃にげ道みちを塞ふさいでるのか。さすがウルカだ。やるじゃないか」

　サキュバスが勇者ウルカ率いる女性パーティに追いかけられ、段々と数を減らしていっている。そんなサキュバスを助けようとゴーレム達が動くが、その行く手を男性冒険者に邪じや魔まされて、押さえられてしまっていた。

　しかも、大おお振ぶりの拳で地面を砕くだくようなゴーレムに対して、冒険者は全く怯ひるまず接近戦を仕し掛かけてくるのだ。

　どうやら、一度死んだことで死んでも怖くないことを覚えた冒険者達が勇ゆう敢かんに魔物へ立ち向かうようになったらしい。

　このままではサキュバスが全ぜん滅めつするのは時間の問題だろう。

　もし、サキュバスが全滅でもしたら、勇者ウルカはターゲットをゴーレムに変えてきて、ダンジョン中の魔物が狩かり尽くされる。

　そうなったら何回も蘇よみがえる冒険者相手に、レグナンドが倒されるなんてことも起きるかもしれない。

「って、何のんきに解説してるの!?　サキュバスがみんな逃げ回ってるよ。倒されちゃったら復活しないし、このままじゃ全滅しちゃうよ」

「ふふ、これで良いのさ。ウルカが女冒険者をまとめて、サキュバスを追いかけ回してくれる時を待っていたんだよ」

「え？　どういうこと？」

「サキュバスはやられながらも一つの部屋に向かって逃げているんだ」

　レグナンドがとある部屋の映る水晶を自分達の前に動かすと、そこにはとある魔物が今か今かと出番を待って、天てん井じようの隠しスペースに潜ひそんでいた。

「え？　ここは……スライムが集まっている天井の隠しスペース？　あ、この子はスライムのスラリンちゃん？　って、あっ！　スライムといえば!?」

「くくっ、ウルカのやつ、知らず知らずのうちに誘さそい込まれてるな」

「うわー、レグっち、超ちよう悪わるい顔してる。さすが魔王。ウルカちゃんかわいそうにゃー」

「そういうファフルーもすげえ悪い顔してるぜ？　さすが邪じや龍りゆうだ」

「うふふ、だって、ウルカちゃんどこまで成長したか気になってたし。楽しみだにゃあ」

　何をするかに気付いた二人はニタニタと悪い笑えみを見せ合い、さながら妹に悪戯いたずらやドッキリでも仕掛けているような感覚でウルカの後を遠視で追いかけることにした。
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　勇者ウルカは四人の女冒険者を先導しながらダンジョンを走っていた。

　面子メンツは騎士、魔法使い、弓使い、僧そう侶りよとかなりバランスの良いパーティを編制している。

　前衛をウルカと騎士が担当し、他の三人が後方から支し援えんする作戦だろう。

　そんなウルカがサキュバスを追おい詰つめ、とある部屋に踏み込むところだった。

「扉を開けて突とつ入にゆうするからついてきて」

　ウルカが扉を開けて踏み込むと、サキュバスが壁かべ際ぎわに身体を押しつけてプルプルと震えている。

　しかし、ウルカは確実にサキュバスを仕留めようと仲間に指示を出して追い詰めようとしていた。

「みんな逃げ道を塞いで！」

「あぁん、もうちょっと男おとこ漁あさりしたかったのにぃ……。やっぱり女の敵は女ねぇ」

「私が来たからには好き勝手させない」

「もう、頑がん固こそうな娘ね。せっかく綺き麗れいな顔してるのに、しかめ面つらの仮面つけて、心に壁作ってたんじゃ男にもてないわよ？　そんなんじゃ彼かれ氏しもいないでしょ？」

「う、うるさい！　彼氏はいないんじゃなくて作らないだけよ！」

「あらあら、ふふふ。その物言いだと好きな人にずっと片思いで告白してないだけでなくて？」

「なっ!?　このっ！　言わせておけば！」

　サキュバスの挑ちよう発はつに乗り、ウルカが剣を構えて飛びかかろうとした瞬間だった――。

　何かスイッチのようなものを踏むと、天井からガチャッと何かが開く音がした。

「「きゃあああ!?」」

　そして、入り口を塞いでいた少女達の悲鳴が部屋にこだましたのだ。

「しまっ――!?」

　ウルカがミスに気付いて振り向いたときにはもう遅おそかった。

　少女達の身体は青い透とう明めいのスライムに呑のみ込まれ、その肢し体たいを弄もてあそぶかのように服と鎧の隙すき間まへとスライムの粘ねん液えきが入り込んでいく。隙間へと入り込んだ粘液は服へとしみこみ、肌はだを犯おかそうと彼かの女じよたちの身体へ広がって行く。

　典型的な落ち物系の罠だ。それに全く気付かなかったとウルカは舌打ちをする。

「魔法で吹ふき飛ばすわ。ちょっと痛いけどみんな我慢してね。青せい雷らいよ奔はし――きゃっ!?」

「ふふっ、つーかまーえたー！」

　仲間を助けようとウルカが周りを見えていなかった一いつ瞬しゆんの隙すきをつかれ、ウルカの頭上からスライムが落ちてきたのだ。

　スイッチを踏むと天井から物が落ちてくる古典的なトラップだ。その落ちてくる物をスライムにしているあたり、レグナンドの考えることは嫌いやらしい。

「スライムの粘液トラップだ！　何と嫌らしくて、イヤらしい罠でしょうか！」

　ひんやりとしたネバネバの液体がウルカの着る鎧の隙間から服にしみこみ、液状化したスライムが撫なでるように肌の上を這はっていく。

　身体が溶とかされる。そうウルカの脳が危険を察知し、咄とつ嗟さに味方へ放とうとしていた雷らい撃げきを自分に放つ。

「ふぎゃっ!?」

　バチィッ！　という電撃の音でスライムが悲鳴をあげ、ウルカの鎧と服と一緒にスライムが弾け飛ぶ。

　そのせいで、ウルカの装備はスライムの粘液でボロボロに溶かされた下着だけになってしまった。

　とはいえ、まだ戦える。早く仲間を助けなくてはとウルカが戦意をあげると――。

「きゃああああああ！　ウルカちゃんの下着姿あああああああ！　メント先せん輩ぱい！　これって録画出来ますか!?　最高画質で録画してください！　観賞用、保存用、布教用で三つです！」

「落ち着いてくださいキャス！　取り乱しすぎですよ!?　というか布教用って何ですか!?　後輩のあられもない姿で何をするつもりですか!?」

「これが落ち着いていられますか!?　貴重なウルカちゃんの下着シーンですよ!?　しかも、ボロボロ下着です！　今にもポロッと落ちそうでキャス大興奮です！」

　何故かウルカは寒気を感じて身み震ぶるいをした。

「……今の悪お寒かんは一体？　ううん、今の私は調停官、どんな時でも冷静に」

　そう思って仲間を助けようと仲間に指を向けたが、既に手て遅おくれだった。

　そこにはスライムによって溶かされて、無残な姿になった仲間がいたのだから。

「な、な、なんと！　ウルカちゃんの下着姿に気を取られていたら、他の女性冒ぼう険けん者しやの服と鎧が完全に奪われてしまっていました!?　けれど、なんということでしょう！　身体にこびりついたスライムの粘ねん膜まくが上う手まい具合に光を反射して、見えそうで見えません！　カメラさんもうちょっと右です右！」

　仲間たちが素すっ裸ぱだかにされていて、大事な部分にはテカテカと光る粘液が張り付いていたのだ。

「魔王レグナンド様より情報です。えっと、ご安心下さい。スライムの粘液には反射の模様を付けているため、どの角度から見ても絶対に大事なところは見えません。だそうです。後、スライムの脱だつ衣い地じ獄ごく部屋にはちゃんと服を用意してある、とのことです」

「何て余計な気き遣づかいなの！　魔王レグナンド！　あんたそれでも魔王かよ!?　いや、魔王だからこその酷い仕打ちだと言うのね！　そこは夢見させてよお！　聞こえるか魔王！　この観客席の大ブーイング！」
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　キャス先輩、今度締しめ上あげてやろうかしら。

　ウルカがそんなことを思いながら、先輩の奇き行こうにため息をつく。

　そして、どうやらこのごたごたでスライムと一緒にサキュバスにも逃げられてしまったらしい。

　完全にレグナンドの罠にはめられてしまったようだ。

「酷い目にあったけど、みんな怪け我がもなくて良かったわ。次は奇き襲しゆうにも注意して仕留めましょう。この部屋の宝箱に服があるらしいから、それに着き替がえてまた魔物を追いかけましょう」

　仲間の命が無事であっただけ良しとしようと、ウルカが気を入れ替えて仲間を励はげまそうと、宝箱に向かって歩きだしたその時だった。

　ウルカの胸むな元もとと腰から布きれがはらりと落ちた。

「キャスさん落ち着いて――って、ちょっと待って下さい。たった今魔王レグナンド様より追加の情報が入ってきました。何々？　なお、スライムをわざわざ弾き飛ばしたウルカは下着が崩くずれた瞬間、スライムの粘液によるカバーがなくて素っ裸になるから気をつけろよ。と」

「ありがとうございます魔王様！　このキャス、一生ついていきます！　お聞き下さい！　観客席も大盛り上がりですよ魔王様！　さすが魔王様です！　分かってるぅ！」

「キャスもヤスダさんに負けない、クズ扱あつかいされかねない問題発言しますね!?　実じつ況きよう者しやクズと言われても知りませんよ!?　というか、観客の皆みなさんを巻き込まないで!?」

　最悪のタイミングでの追加情報に、ウルカは咄嗟に胸元を隠してしゃがみ込んだ。

「や……やられたあっ!?」

　ウルカには分かっていた。これがたまたまではなく、レグナンドが狙ねらってやったことだということぐらい。

　幼い頃から戦争みたいなじゃれ合いに何度も巻き込まれたことを楽しいな、とあの魔王と龍の娘は笑い飛ばしたのだから、きっと今も腹を抱かかえて笑っているだろう。

「レグウウウウ！　ファフルウウウウ！　絶対に許さないからああああ！」

　泣なき叫ぶ乙おと女めの裸はだか姿すがたはこうして全国に放送されてしまうことになったのだった。
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　ウルカが全ぜん裸らになってうずくまった映像が流れた瞬しゆん間かん、レグナンドとファフルーは手を高々と掲げてハイタッチを交かわした。

「「いえい！」」

　ドッキリが成功したみたいに二人は喜び合い、心底楽しそうに笑う。

「くふふ、ウルカのやつ、力はなまってないけど、実戦勘かんはやっぱなまってるな。こんな初歩的な罠に引っかかるなんて」

「にゃはは。いやー、アレはレグっちのやり方がすごいよ。サキュバスを追いかけさせるところからスライムの落下罠まで全部計算してやったんでしょ？　あんな風に誘い込まれたらサキュバス以外のことは忘れちゃうって」

「フッ、罠もダンジョンの華はなだからな。ちゃんと使うための作戦は立てるさ」

「さすがレグっち。魔王をやっているだけあるにゃ」

　冒険者にとってはたまったものではないが、罠に引っかかってどう突とつ破ぱするのかも見物となる。

「それにしても、ウルカちゃんは元気そうで良かったにゃ。あの子は格好付けてリーダーやっているより、ああやって元気良く叫んでるのが日常だったし。クールぶってるなんて似合わないにゃ」

「だな。調停官になって随ずい分ぶん元気がなくなったと思ったけど、元気そうで良かった」

　ウルカが調停官になってから、レグナンドは彼女と会う機会がかなり減ってしまった上に、魔法と剣をぶつけ合うじゃれ合いをしてくれなくなった。

　例えば、レグナンドが力ちから試だめしに誘うとか、そんな子供じみたことをする歳としじゃないとか、仕事の関係上私生活で力は使っちゃいけないとか、言われて断られ続けたのだ。

　そして、今回ダンジョンデュエルに参加したウルカも、レグナンドの知らない妙に大人ぶって口数の少ないウルカだった。

　そんなウルカがこの悪戯いたずらじみた罠によって、ようやくレグナンドの知っているよく叫ぶウルカになったのだ。

「ウルカの奴、根っこは変わってなくて良かった」

　ちょっとおちょくっただけで、大人ぶろうとしている仮面が剥はがれたことに、レグナンドは嬉うれしそうにうんうんと頷うなずいた。

「逆にすっごい変わったことと言えば、脱いだら分かる隠れ美び乳にゆうだってところだにゃ。うんうん、立派に成長したよ。まっ、私には負けるけどにゃ」

「いやいや、なにげにあいつの魅み力りよくは胸だけじゃなく、尻しりから太ももにかけての曲線美だと思うぞ」

　あれやこれやと本人がいないところでレグナンドとファフルーが好き勝手ウルカについて語る。

　なにやら許さないとウルカが叫さけんでいるが、レグナンドは許されようとは微み塵じんも思っていなかった。

　だって、これからもっとおちょくって怒おこらせてしまうつもりなのだから。

「ちょっ!?　何よこれええええ!?　レグ!?　あんた何考えてるのよ!?　この競技が終わったらセクハラでとっ捕つかまえるわよ!?」

「お、ウルカが宝箱を開けたぞ」

　ウルカは宝箱を開けた瞬間、先ほど裸にされた時と同じくらい大きな声で叫んでいた。

　何な故ぜならレグナンドが入れたのは普ふ通つうの鎧や服ではない。

　その装備を手に取った途と端たん、観客席から男性客の割れんばかりの歓声があがるくらいの衝しよう撃げきが走ったのだから。

「危険な水着って何よ!?　こんなの裸と変わらないじゃない!?　危ないってそういうこと!?　布面積的な意味でってこと!?」

　布面積の少ない青い水着ビキニだった。しかも、ご丁寧に箱の中には危険な水着と書かれたカードが入っている。

　胸を隠すトップのコイン並の小さな布は首から紐ひもを引っかけるだけで留とめられており、腰も足の付け根が見えるほどの小さい布が細い紐でしか留められていない。

　激しく動けばすぐにぽろりと零こぼれてしまいそうな作りをしている。

　そんな水着の造形に文句を叫びながらも着るウルカ達たちを見て、レグナンドは実況席に手紙鳥を飛ばした。

「おおぅ、これはなかなかえっちい水着、眼福ありがたや眼福ありがたや　！　って、おや？　ここで魔王レグナンド様より追加情報が入りました。なになに？　危険な水着には水だけでなく魔法を弾く加工が施ほどこされている上に、魔法による透明な盾たてが身体の表面に張られるので、鉄の鎧よりもよっぽど防ぼう御ぎよ力りよくがあるとのこと！　なお、上に何か着ると魔ま法ほう防ぼう御ぎよの効果はなくなるそうです。あ、メントさん、材料はこちらとのことですよ？」

「どれどれ、って、この材料の雨あま露つゆの糸って、最高級の魔法耐たい性せいを誇ほこる天の衣ころもの材料と全く同じですよ!?　こんな貴重な素材を何で水着に使ってるんですか魔王様!?」

　実況者と解説者が驚いて慌てふためくが、レグナンドはそれ以上情報を送らなかった。

　二人の言う通り、レグナンドは最高級の素材を無む駄だ遣づかいした。

　けれど、それぐらいやらないと危険な水着の意味が無くなる。

　とはいえ、この真意に気付く者はほとんどおらず、ファフルーも困ったようにレグナンドを見つめていた。

「ねぇ、レグっち、何であんな良い糸で水着を作ったの？」

「これはサキュとスラリンの入いれ知ぢ恵えだが、男は女の水着が好きなんだよ」

「んにゃ？　まぁ、うん、それは何となく分かるけど、それとこれに何の関係があるのさ？」

「これがもし普通の水着なら、他の装備を見つけた途端にすぐ着替えてしまうだろう？　でも、この水着が他の装備より優ゆう秀しゆうだったら、着替える必要はなくなる」

「あぁっ!?　ずっと水着のままで戦わせるためにわざわざ特注したの!?」

「そういうこと。言っただろう？　ウルカにはサービスしてもらうってさ。観客の男も盛り上がっているし、ウルカの女性ファンも大盛り上がりだ。あいつ人気者だからな」

「にゃはは！　さすがレグっち。抜かりはないのにゃ。魔王やってるだけあるにゃー」

　もちろん、ただ単に視し聴ちよう者しや向けにサービスをしていた訳ではない。

　スライム達が女冒険者の衣服を取り込むことがそもそも大事であって、水着はあくまでおまけなのだ。

　そして、その本当の狙いが決まったのか会場映像から盛り上がるお客の声が聞こえる。

　クズダ後ろ！　後ろー！　とか、そこに行っちゃダメだあああ！　という声が。

「って、あれ!?　ＢＰがまたすごい勢いで減ってる!?　もう半分の30ポイントじゃん!?　レグっち何かした？　男性冒険者十人が全滅したよ？」

「あぁ、これは俺おれの入れ知恵だな。さっき、女冒険者の衣服を取り込んだスライムは冒険者にトドメを刺ささずに逃げただろ？　あいつらの変身能力って、人の着た服を取り込むと、服まで化けられるんだよ。その力で女冒険者に化けて、男冒険者にサキュバスは倒したと嘘うそをついて、サキュバスのいる部屋に連れて行ったり、手足を搦からめて動けなくしてゴーレムのアシストをしたりしているんだ」

　戦闘力が単独ではほぼ皆かい無むのスライムだが、他の魔物のアシストをすることは出来る。しかも、そのアシストが恐るべき効果を生み出すのだ。

　ただ弱いからといって使わないのではなく、使い道を作り出すのが魔王のお仕事なのだ。

　なにせ、レグナンドは魔王として魔物それぞれに相応ふさわしい仕事を探し回っていた。おかげで、魔物にどんな仕事を割わり振ふれば良いのか感覚的に分かっていたのも今回の成功を支えている。

「はにゃー、レグっちすごいねぇ。一つの罠でどれだけ効果出してるのさ。一石二鳥ってレベルじゃないにゃ」

「けど、ちょっとやりすぎたかな？　これだとウルカが他の冒険者を助ける前にＢＰが０になりそうだな。そうなる前に俺たちを狙いに来るにしても、ここの広間の扉とびらを開ける鍵かぎが必要だし、探しているうちに終わるかもしれないな。ウルカならもうちょっとやってくれると思ったけど、ちょっと一方的すぎだな。俺が演出で冒険者の前に出て行き、最後のチャンスでも与あたえるべきか？」

「レエエエェェェェェグウウゥゥゥゥ！」

「おいおい、ファフルー。怖い声を出すなよ？　どうやってこれから接戦感を出すか考えるんだから」

「え？　私別に何も言ってないにゃ？」

　獣けものでも龍りゆうでもない、それより恐おそろしい何者かのうなり声がレグナンドの名を呼んだはずだった。

「ファフルウウウゥゥウゥゥ！」

　今度はファフルーを呼ぶ声がした途端、ゴーンという重い鐘かねのような音とともに広間の扉が弾はじけ飛とび、レグナンドとファフルーの目の前にひしゃげた鋼はがねの扉が転がった。

「……ふふ、二人とも捜さがしたわよ？　ここにいたんだぁ！　遅おくれてごめんね。待ったぁ？」

　ビキニを着たウルカが全身から青い稲いな妻ずまをバチバチと放ちながら広間に踏ふみ込んでくる。

　ウルカの顔は笑っているが、こめかみがピクピクと痙けい攣れんし、頬ほおが引きつっている。

　そんな怒ど気きを剥むき出だしにするウルカに対し、レグナンドは両手を広げて高笑いしだした。

「ははっ、くふふ！　ふははは！　良く来た勇者よ！　と言いたいところだけど、ここの扉の鍵って手に入れてないよな？　どうやって開けたんだ？」

「鍵をかけ忘れたんじゃないの？　足で扉を蹴けっ飛ばしたら開いたわよ？」

「鍵開け（物理）！　そういうのもあるのか。ふはは、うん、やっぱウルカは面おも白しろいな！」

　せっかく用意したギミックが台無しになったけれど、このウルカの登場の仕方は大いに観客に受けたらしく、実況者がその盛り上がり具合を口にしていた。

　ピンチに陥おちいっていた冒険者側がまさかの蹴り一発で魔王を追い詰めるなんて、誰だれも思いもしなかったであろう。

　だからこそ、観客席からは行け！　決めろ！　頑がん張ばれ！　と今まで以上に大きな声せい援えんが飛び始めた。ウルカに賭かけた者は勇者の名を叫び、レグナンドに賭けた者は魔王の名を叫ぶ。

　ギミックを用意したレグナンドにとっては反則みたいな逆転劇だけど、これはダンジョンデュエルという賭け事ごと、盛り上がれば良かろうなのだァァッ！　とレグナンドのテンションも上々だった。

「その武勇に褒ほう美びを与えてやろう。我わが最強の龍ファフルーと戦う名めい誉よを与える！」

「待ってました！　さぁ、お姉ちゃんと戦おうウルカちゃん！」

　レグナンドがそう宣言すると、ファフルーの身体が黒い霧きりに包まれて、次し第だいに龍の形へと広がり始めた。

　漆しつ黒こくの鱗うろこに覆おおわれた皮ひ膚ふ、人間の持つどんな大たい剣けんよりも分厚く大きく鋭するどい爪つめ、巨きよ木ぼくのように太く長い尻しつ尾ぽと船の帆ほのように大きな四枚の黒こく翼よく、そして、見上げるほどの巨大な体たい躯く。

　人間の姿からでは想像もつかない邪じや悪あくな龍がそこに現れた。

　そして、レグナンドは魔王らしく戦いを手下に任せ、魔王の間で龍と戦う勇者を見守ることにした。
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　邪龍となったファフルーは鼻息をふんふん鳴らしながら、準備運動でもしているかのように手足と尻尾をユラユラと動かしていた。

「ふふ、広間のことを考えるとこのくらいのサイズが良いかにゃ？　せっかくだし、長く楽しみたいけど、楽しくなったら力の手加減できなくなりそうだしにゃあ。あっという間に終わっちゃうかもにゃ」

「ファフルー、私は最初から手加減しないよ。今すっごい怒ってるからね！　一瞬で終わらせてレグをぶん殴なぐりに行くんだから！」

　ウルカが雄お叫たけびをあげると同時に跳ちよう躍やくし、剣の一いつ閃せんを放ってきた。

　それをファフルーの爪が迎むかえ撃うつ。

　ガキィンと金属同士がぶつかるような音がして、青い火花が飛び散った。

「わおっ、ちょっと見ない内に随分強くなったね！　おっぱいも大きくなった！　その水着すっごく似合ってるにゃ。ウルカちゃんには青がよく似合うにゃ！」

「あぁっ！　もうっ！　ファフルーまでセクハラ!?　絶対に許さないからっ！」

　一いち撃げき目は速度も威い力りよくも全くの互ご角かく。

　しかし、二度目の攻こう撃げきはウルカの方が早かった。

「でええい！」

　ウルカが何と剣で切り付けるのではなく、盾でファフルーを殴ってきたのだ。

「ふわっ!?　そっち――ふにゃあっ!?」

　その衝撃はすさまじく、たまらずファフルーが声をあげて驚おどろくぐらいであり、人間の三倍ほどはあろう龍の身体が壁にめり込む勢いで吹き飛ばされた。

「貰った！」

　そこへすかさずウルカが飛び込み剣を振り下おろしてくる。

　そして、すぐさまドゴォッという鈍にぶい音がした。

　勝負あり。ウルカの圧あつ倒とう的てきな勝利だ。

　――と誰もが思っていた。

　だが、ウルカの刃ははファフルーに届くことはなく、むしろウルカが放たれた矢のような勢いで反対側の壁へと吹き飛ばされていた。

　先ほどの鈍い音はウルカが吹っ飛ばされた音だったのだ。

「っ!?　くぅっ!?」

「私ってば龍りゆうの次期族長の龍王候補だよ？　そんな簡単に倒たおせるお姉ちゃんじゃないにゃ」

　一体何が起きたのか。その一瞬の攻こう防ぼうに実況者も解説者も言葉を失っていた。

　というのも、実際に起きた出来事が一瞬すぎて、プロの二人も追いつけないほどだったのだ。

　ウルカが剣を振り下ろす瞬間、ファフルーが壁にめり込んでいた尻尾を振るって、壁をめくり、そのままムチのようにウルカをはたき飛ばしたのだ。

　両者の力は全くの互角だ。

「なーんて、格好付けてみたけど盾で殴られた時に腕うでが折られたし。油断したのはお姉ちゃんの方だったかにゃ？　いやはや、一本取られたというか、一本持っていかれたにゃ」

「油断している癖くせに、防ぼう御ぎよした左腕を持っていかれるこっちの身にもなって欲ほしいんだけど。ホント、昔からファフルーと言い、レグと言い、一いつ般ぱん人じんが相手をすると大変よね」

「ウルカちゃんが一般人とか冗談でしょ。龍の手を殴っただけで腕をへし折るんだよ？　ウルカちゃんは最強種族側こっちの住人だよ。それに、それぐらいの傷ならウルカちゃんも魔ま法ほうで治せるでしょ？　お姉ちゃんと同じようにさ」

「治せるけどファフルーと一いつ緒しよにしないでよ。癒いやしの雫しずくよ。傷を治せ」

　壁にめり込んでいたファフルーとウルカは身体を壁から引っ張り出すと、すぐさま傷を治して何事もなかったかのように戦闘態勢に戻った。

　爪と盾、剣と尻尾が何度もぶつかり合い、激しい攻防が繰くり広ひろげられている。

「解説のメントさん、ウルカ選手がドラゴンと互角以上に近接戦闘をしていますが、あの力は一体なんなのでしょう？」

「ウルカ選手の身体にまとった雷かみなりがありますよね。あれは雷らい閃せん陣じんという雷神の力を憑ひよう依いさせる魔法で、肉体の瞬しゆん発ぱつ力りよくを引き上げる上級強化魔法です。彼女が本気で攻撃する時や避さける時、飛び込む時に一瞬大きく雷が放たれるのが特とく徴ちようですね」

　派手な光と音のおかげでフェイントは全く効かないが、フェイントをする必要もないくらい鋭く重い一撃で相手を倒してしまう。そんな攻こう撃げき的てきな補助がウルカにかかっているおかげで、ウルカはファフルーと互角に戦えていた。

「にゃはは。うんうん、殴り合あいじゃ埒らちが明かないだろうし、お姉ちゃんもドラゴンとして遠えん慮りよ無くいこうかにゃ！」

　ファフルーはそう言うと尻尾でウルカを弾き飛ばし、両手を大きく左右に広げて息を吸い込んだ。

　この予備動作に反射的に反応したのか、ウルカはすぐさま横に飛ぶ。

「この動き、アレが来るっ！」

「うにゃあ！」

　ファフルーが気の抜ぬける咆ほう哮こうを発すると、まばゆい光の熱線が地面を走り、遅れて大だい爆ばく発はつが起きた。

　ドラゴンを魔ま物もの最強たらしめる熱のブレスを放ったのだ。

「何という熱量でしょうか！　ファフルーさんが吐はき出した熱線で急激に熱せられた床ゆかや壁が気化して爆発しました！　まともに当たれば消し炭すら残らないでしょう！　かすっただけでもかすったことに気付かず、身体を持って行かれるレベルのブレスです！　これが次期龍王の力ということでしょうか！」

　解説者のメントもその威力を見て驚いたのか、実況者に解説を振られる前に何が起きたのかを説明していた。

　そんな必殺のブレスに当たらないよう、ウルカはさらにスピードをあげてファフルーを攪かく乱らんしてくる。

「相変わらずふざけた威力してるわね!?　ただでさえ水着なんだから、当たったら真っ黒に日焼けしちゃうじゃない！」

「にゃはは。こんがり焼けた姿も健康的でかわいいと思うよ。褐かつ色しよく娘むすめ好きなレグっちもきっとかわいいって言ってくれるって。あ、もし避けずに当たってくれるなら、火加減を手加減してほどよく肌を焼いてあげるよ？」

「べ、別にレグのためにかわいくなる必要なんてないでしょっ!?　で、でも、避け遅れてかすっちゃうことはあるかもしれないよね!?」

　ウルカは否定しているはずなのに何な故ぜか動きが遅くなっていた。

　それを見て、ファフルーがニヤリと口元を歪ゆがめて、ブレスを吐き出そうとすると――。

「いやいや、死んじゃうから!?　ウルカちゃん死んじゃうからね!?　日焼けどころか消し炭だからね!?」

　実況者キャスのツッコミにより、ウルカがハッと目を見開き、慌あわててその場で跳躍したのだ。

「ハッ!?　危あやうく騙だまされるところだったよ。何て嫌らしい嘘をつくの」

「ちぇー。さすがウルカちゃん。付き合いが長いだけあって簡単には騙せないにゃー」

　ウルカは騙される訳がないとでも言いたげに、鼻を短く鳴らすと――。

「レグが褐色娘好きなら、真っ先にファフルーが褐かつ色しよくの肌はだになってるでしょ？　でもなってないならレグが褐色娘好きは嘘だ！」

「にゃははっ！　大正解！」

「ウルカちゃんそっちなの!?　だまし討うちの方じゃなくて!?」

　ウルカとファフルーのやりとりに実況者キャスのツッコミが刺さる。

　だが、こうしてこの二人がじゃれている間にもダンジョンデュエルは進んでいた。

「って、ウルカちゃんやばいって！　ＢＰが残り１ポイントまで減ってるよ！　他の冒険者はウルカちゃんに賭けて、みんな入り口で固まって待機してるわ！」

「だから、実況者は個人に肩かた入いれしないように……。と言ってもムダのようですね。キャス実況者の言う通り、冒険者側はこれで後がなくなりました。ダンジョン内の魔物は後二十匹ぴきまで減らせましたが、冒険者と魔物の数は互角。守りに徹てつしても危ないかもしれません」

　冒険者達と魔物の戦いの決着が目の前に迫せまっていたのだ。

　冒険者側は生き残っていても全冒険者が共有しているＢＰが０になったら敗北が決まる。

　ＢＰが０になると、心が折れそうだ、どころではなく、心が折れて動けなくなるという設定なのだ。

「ありゃりゃ、これじゃあ、レグっちの出番無しで終わりそうだねぇ」

「っ!?　そうだった！　レグを一発ぶん殴らないと気が済まないんだった！」

「そんな素す敵てきな水着をプレゼントしてくれたのに怒おこりにいくの？　喜んでも良いと思うけどにゃー。レグっちが着てくれって言ったらお姉ちゃんは迷いなく着るけどにゃ」

「真っ当に渡わたしてくれてたら着たわよ!?　わざわざスライムに脱ぬがされる必要ないからね!?」

「あ、そこはまんざらでもないのにゃ？　ウルカちゃんもやっぱりレグのこと――」

「え？　あ、あああ!?　今のは忘れて！　というか忘れさせてやるっ！　その先は言わせるもんかあああ！」

　ウルカは真っ赤な顔で剣を逆手に握にぎると、手を後ろに回す。

　すると、天井を向いた切っ先に青い稲妻がバチバチと音を立てながら現れた。

　その輝かがやきは剣を完全に覆い尽つくし、稲妻を剣の形に押おしとどめたような姿へと変へん貌ぼうする。

「紫し電でん！」

　ウルカが技わざの名を叫びながら剣を振るう。

　すると、剣に撃ち出されるように雷の刃が放たれた。

「んにゃあっ！」

　そこへファフルーがブレスをぶつけて相そう殺さいした――その時だった。

「――二式」

　雷の刃に追いついたウルカが返す刀でもう一度振ふり抜き、Ｘ型の雷の刃が生まれた。

「ふにゃっ!?　二撃目の雷の刃!?　避けられない!?」

　そうして威力を上げた雷の刃がファフルーのブレスを切きり裂さき、そのままファフルーの身体を切り抜き、その巨きよ体たいがどさりと音を立てて倒れた。

「ありゃりゃ……お姉ちゃんの負けか……身体が動かないにゃ……」

「ふぅ、勝てた。これで後はレグだけ！」

　ウルカはそう言うとファフルーに見向きもせず、レグナンドの入った扉に向けて駆かけ出す。

　その後ろ姿を見てファフルーは嬉しそうに口元を歪めた。

「にゃふふ、お姉ちゃんは十分楽しんだし、十分盛り上げといたよ。残り１ポイントで魔ま王おう戦せんとかお姉ちゃんも最高の演出家でしょ？　後は任せたよレグっち」

　ダンジョンデュエルの最後を締しめくくる戦いを生で見ることが出来ないのを、ファフルーは心残りだと思いつつ満足そうに目を閉じた。
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　レグナンドのいる部屋に青い灯ひのついた燭しよく台だいが列となって並び、不気味な光で部屋を照らしている。

　そんな部屋の扉がギリギリと音を立てて開き、勇者が最終決戦の場へと足を踏み入れた。

　それを魔王であるレグナンドが禍まが々まがしい椅い子すに座すわりながら讃たたえる。

「良くぞファフルーを倒して我がもとに来たな勇者ウルカ」

「レエエエエエグ！」

「もし、俺の仲間になれば世界の半分をお前に――おいぃ!?　俺の登場シーンが台無しじゃねぇか!?　台詞せりふの途と中ちゆうで襲おそいかかるとか、お前それでも勇者の末まつ裔えいか!?」

　むしろ台詞スキップは勇者の特権だと言わんばかりに、ウルカは部屋に踏み入ったと同時に跳躍、魔王の椅子に座っていたレグナンドに剣で襲いかかった。

　そのせいでレグナンドは用意していた台詞を言い切る前に剣を抜き、ウルカの雷を帯びた剣を受け止めるハメになる。

「うるっさい！　そもそも水着の勇者に踏み込まれた時点で台無しよ！　どんだけ緊きん張ちよう感かんの無い魔王決戦よ!?　青い海と眩まぶしい空に白いビーチなら良いけど、薄うす暗ぐらくて青白い陰いん湿しつな部屋で水着って浮うきすぎでしょ!?」

　ウルカの言う通り、いくら高性能な防具だとはいえ彼女が着ているのは水着なのだ。

　見た目だけで言えば夏色バカンス気分なのである。

　とても魔王と戦いを始める衣装ではない。イベント戦での衣装は考える必要があるとレグナンドもハッとさせられるほどだった。

「久しぶりに会えたんだから、もっと真っ当な形でちゃんとレグに会いたかったのに！　何でこんな際きわどい水着なのよ!?　レグのバカーッ！」

「さすが勇者の血を引くウルカだ。言いたいことも言えない世の中で、魔王相手にもガンガンツッコミを入れてくる。これが勇者の力か！」

「勇者をツッコミ芸人か何かと勘かん違ちがいしないでくれるかな!?」

「ふむ。となると、ライバルである魔王の俺はボケ担当になるのか？　いや、それはありえんな。やはり、魔王がツッコミで、勇者がボケ担当だ！」

「今のってツッコミ待ちよね!?　なら全力でツッコミくれてやるわ！」

　レグナンドの挑ちよう発はつにのったウルカが剣を逆手に握り、後ろに構える。

「おっと、ウルカ選手がいきなり勝負を仕し掛かけて来ましたね。この独特の構えを取ったということはさっきの技わざが出ますよ。瞬まばたきしたら見み逃のがします！」

　先ほどファフルーを仕留めたウルカの必殺技の紫電二式だ。その技で決まってしまうのかと観客席も応援を忘れて息を呑のんだ。

「紫電二式！」

　二重の雷の刃による必殺の一撃。

　しかも、一発目の雷の刃が強い光を放っているおかげで良い目くらましにもなる。

　真正面から対たい峙じしていると、技の出方、速度、見た目の三つで、二撃目の回かい避ひが非常に困難な技だ。

　なにせ、技を見た瞬間にレグナンドが避けるのを諦あきらめるほどなのだから。

「なるほど。速い。これは避けられそうにないな。――ならば！」

「なっ、何と魔王レグナンド！　ウルカちゃんの必殺技に自ら突っ込みました！」

　避けられないのならばと、レグナンドが剣を抜き自分から雷の刃の中へと切り込んだ。

　その瞬間、稲妻が四方八方に爆発するよう四散し、ピチュンピチュンと千の鳥が一いつ斉せいに鳴き出したかのようなけたたましい音が鳴なり響ひびく。

「これは決まったか！　ウルカちゃんの必殺、紫電二式が魔王レグナンドを捉とらえた！」

　直ちよく撃げき。雷が四散したのはウルカの剣がレグナンドを仕留めた証あかしだと誰もが思った。

　しかし、レグナンドは全くの無傷で、軽々とウルカの剣を止めていた。

「いや！　なんと無傷です！　魔王レグナンドは健在ぃぃ！」

　実況者が驚きの声をあげ、解説者も解説を忘れるほど驚いている。

　観客席も魔王の力に驚き、どよめきの声で溢あふれていた。

　それもそのはずだ。何故ならウルカの必殺技は最強の種族ドラゴンを一撃で倒せる技なのだから、魔王に使えば手傷の一つくらいは負わせられると信じ込んでいただろう。

　だが、そうはならなかった。

　レグナンドは剣を振り抜いてウルカを弾き飛ばすと、嬉しそうに頬を緩ゆるませた。

「紫電二式まで使えるようになったんだな。ちょっと前まで紫電一式までしか使えなかったから、ファフルーが油断したのも仕方無いな。極きわめれば活殺自在、見切りを許さぬ勇者の絶技、魔ま法ほう剣けん《紫電式》とは良く言ったもんだ」

「……レグに教えて貰もらった技は、やっぱレグには通じないか」

　ウルカの必殺技《紫電》は元を辿たどれば、ファフルー以外にじゃれつく相手が欲しいと思っていたレグナンドがウルカに教えた技だった。

　雷の刃を素す早ばやい斬ざん撃げきとともに浴びせる速さ重視の紫電一式、雷の刃を飛ばして追撃することで威力を高める二式、どちらもレグナンドがウルカに教え、その先の技も知っている。

　だからこそ、レグナンドはウルカの必殺技に弱点があることを知っていたし、完かん璧ぺきに見切ることが出来た。

　紫電二式は追撃によって威力を向上させる。

　逆に言えば、追撃される前に攻撃を受けてしまえば威力は落ちるのだ。

「ま、ウルカには演出上頑張って貰わないといけないし、新しい紫電を教えてやるよ」

「ちょ、ちょっと待って!?　レグがそう言う時って大たい概がいろくなことにならなかったような!?」

「紫電――」

　レグナンドの剣に雷が集まり、バリバリと青白い火花を散らし始める。

　そして、横よこ薙なぎに一いつ閃せん剣けんを振り抜いた。

「――三式」

「きゃあっ!?」

　ウルカの悲鳴がした時にはレグナンドは床の上にはいなかった。

　一いつ瞬しゆんにして上空に跳躍し、雷を帯びた剣を地面にいるウルカに向けて投げつけたのだ。

　雷を帯びた剣は本物の稲妻のような速度でレグナンドの手から射出され、床に突つき刺さって雷の大爆発を起こしていた。

「メント先せん輩ぱい、一体何が起きたんでしょうか!?　魔王レグナンド様が消えたと思ったら、ウルカちゃんが雷球に呑まれました！」

「一撃目の雷の刃はフェイントです。その刃にウルカ選手が気を取られている瞬間に、魔王レグナンド様が上空へ飛び上がり、死角から本命となる雷の魔法を帯びた剣を超ちよう高こう速そくで投げつけて、爆発させたのです。速さの一式、威力の二式、範はん囲いの三式といったところでしょうか」

　解説者のメントが言う通り、原理は非常に簡単な技だ。

　だが、正面から対峙していたウルカからすれば、突とつ如じよレグナンドの姿が消えたと思ったら、雷に打たれたような感覚だろう。上空にジャンプして姿をくらませていることを知らなければ対処できない、超高速の初見殺し技にして、広範囲の爆発で確実に敵へ攻撃を命中させる技が紫電三式である。

「この初見殺し技を咄とつ嗟さに盾で防ぐあたり、人間にしとくのが惜おしい戦せん闘とうセンスだな」

　雷球が霧む散さんすると、その中から盾を構えて肩かたで息をするウルカが現れた。

　さすがに無傷とはいかなかったようで、身体の所々に黒いススを被かぶっている。

　だが、逆に言えばレグナンドの攻撃を受けて、たったそれだけで済んでいるのは奇き跡せきと言っても良い。もしも魔法防ぼう御ぎよ力りよくの高い素材で出来た装備をしていなければ、跡あと形かたもなく消し炭になっていただろう。

「盾で防いだだけだったら今いま頃ごろ倒たおれて動けないわ。このふざけた水着のせいで命拾いしたって思うと何かとっても複雑な気分よ……」

「おー、さすが雨露の糸製だな。俺の攻撃にも耐たえてくれたか。人間の仕立て屋も良い仕事してくれる」

　足あし下もとをふらつかせながらも、ウルカは気き丈じように振る舞まい剣と盾を構え直した。

　そのガッツに応こたえてレグナンドも飛ばした剣を手元に呼び寄せ、構えを取る。

「悔くやしいけどやっぱりレグは私より強い。でも、今ので掴つかめた。これでレグを一発くらいはぶん殴れる！　私に水着を着させて見世物にしたことを反省すると良いわ！　紫電――」

　ウルカがまたもや雷の刃を生みだし、レグナンドに向けて発射する。

　だが、レグナンドも技を見せた手前、その一撃目がフェイントだと知っている。

　もしも、ここで素す直なおに紫電三式を放ったのなら、ウルカに失望を覚えるだろう。

「二式――」

　そんなレグナンドの気持ちが通じたのか、ウルカはレグナンドの裏をかいて正面から突っ込んできた。

　その攻撃をレグナンドが先ほどと同じく剣で弾き飛ばそうとすると、ガキィンと剣と何か重い物がぶつかった音がした。

「改！」

「剣じゃなく盾を使った紫電二式か！」

　ウルカはＸ型となった雷の刃を伴ともないレグナンドに迫ると、剣ではなく盾を振り抜いたのだ。

　雷の魔法を帯びた盾はレグナンドの刃を押し止とどめ、右手の剣に自由を与える。

　その剣にウルカが拳こぶしごと雷を帯びさせると――。

「紫電一式！」

　不意打ち気味に雷を帯びた最速の剣をレグナンドに向けて振り下ろした。

「おおっ!?」

　ウルカの追撃にレグナンドは驚いて声をあげ、身をよじって一閃を回避する。

　けれどレグナンドが驚いたのは、ウルカがさらにその次の追撃を用意していたことに気付いたからだった。

「そう。そうやってフェイントを織り交ぜて使うんだ」

「食くらえ！　紫電三式！」

　なんと、ウルカが空振った剣をそのまま地面に突き刺し、雷の大爆発を起こす紫電三式を放ったのだ。レグナンドが先ほど教えた通りに。

「けど、悪いな。見切ってるぞ。三式の弱点は爆発で威力が分散するから防げるところだ」

　紫電三式の爆発を読んだレグナンドが魔法の盾を作りながらバックステップをした――その瞬しゆん間かんだった。

「レグゥゥゥゥ！　捕まえたあああああ！」

　ウルカが剣を手から離はなし、レグナンドを追うように雷の爆発の中を跳躍。そして、雷を纏まとう拳をレグナンド目がけて放っていた。

「いくらレグでも足が地面に着いてなかったら躱かわせないでしょ！」

「覚え立ての紫電三式すら捨て石にして、教えてない新技をぶつけに来た!?」

　ウルカは唯ゆい一いつ魔王のもとに辿り着つき、最強のドラゴンを切り伏ふせ、魔王に必殺技を破られるも魔王の技を盗ぬすみ自分の力とした上で、新たな技を編み出した。

　教わったばかりの技ですら捨て石にした末に放ったウルカの一撃を見て、実じつ況きよう者しやと解説者も含ふくめた全すべての観客が立ち上がりウルカの名を叫び、その応援に押されるかのようにウルカが新たな必殺技の名を叫ぶ。

「食らえレグ！　紫し電でん零ぜろ式しき！」

　紫電零式、雷を帯びた拳を叩たたき込み、相手の体内から雷を爆発させる紫電の派生技だ。

　レグナンドがまだ一度も教えたことのない技で、ウルカがもっと強くなった時に伝授しようと用意していた技だった。

「教えてもいないのに完璧じゃないか！　なら俺も遠慮なく見せてやろう。紫電零式！」

　咄嗟にレグナンドも全く同じ雷の拳を繰り出す。

　二人の拳が交差し、ズゴンと腹の奥おく底そこに響くような雷らい鳴めいが轟とどろくと、まばゆい白い光が二人を中心に放たれた。

「ク、クロスカウンターです！　魔ま王おうレグナンドがウルカちゃんに対してクロスカウンターで紫電零式を放ちました!?　決着はどっち!?　どっちに勝利の女め神がみが微笑ほほえむのかあ!?」

　実況者キャスの言う通り、レグナンドの腕とウルカの腕が交差するように交わり、互たがいの腹を捉えている。

　残りＢＰは１ポイントで、ウルカが先に倒れれば復活出来ずに魔王軍の勝利。

　レグナンドが先に倒れれば、魔王撃げき破はにより冒ぼう険けん者しや側の勝利となる。

　つまり、勝敗の決着は、どちらが先に倒れるかにゆだねられたのだ。

「やはりお前は強いなウルカ。ファフルーにも負けない重い拳だったぞ」
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　先に膝ひざを折ったのはレグナンドだった。

　観客席から歓かん声せいと悲鳴が鳴り響く。ダンジョンデュエルはウルカの勝ちだと誰かが叫さけび、レグナンドに賭けていた者が冒険者券を宙に放ほうり投なげた。

「だから……私は普ふ通つうの人間だって言ってるでしょ……あんた達と一緒にしないでよ……」

　けれど、勝ったと思われたウルカは困ったように笑いながらそう言うと、前のめりに倒れてレグナンドの胸に頭を押し当あてた。

「全く……付き合うこっちの身にもなってよね……命がいくつあっても足りないわ」

　そして、そう言い残すと、ウルカの身体は光の粒つぶになってふわっと宙に舞って消える。

「た、たった今、ウルカ選手が倒れたことでＢＰが０になりました！　何という劇的な幕切れ！　今回のダンジョンデュエルの勝者は魔王軍でした！」

「最後はすごい決着の付け方でしたね。こんなことを言ってはいけないのでしょうが、もしもまだＢＰが残っていて、ウルカ選手が仲間とともに魔王に再さい挑ちよう戦せん出来たら、結果は違ちがっていたかもしれません。良い勝負でした。参加者の皆みなさんこの歓声が聞こえますか？　おつかれさまでした！」

「って、良い話風に終わらせていますけど、メント先輩。この場合、賭け金きんはどうなるんですか!?」

「魔王軍の勝利でも払はらい戻もどしはありますよ。投票した冒険者がＭＶＰに輝けば、倍率にあわせて払い戻しされます。本日のＭＶＰはウルカ選手ですね。払い戻しは二・五倍です。会場にいる方は券販はん売ばい所しよで、本放送を見て調停機構支部から券を買った人は調停機構支部から払い戻しを受けて下さい」

　解説者がそう試合の結果をまとめると、観客の沸わき立たつ声が実況と解説越ごしにレグナンドの耳にも届いた。

　その喜びの声が聞こえた瞬間、レグナンドはダンジョンデュエルが大成功で終わったことに確信を持てて、身体を床に投げ出した。

「レグさん、怪け我がは大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「ん？　アンジュか。俺の、いや、俺たちの目もく論ろ見み通り、ダンジョンデュエルはうまくいったみたいだ」

「そんなことより、最後にウルカさんに殴られたのは大丈夫なんですか!?　怪我は!?」

「ん、あぁ、よし、水すい晶しようは放送を止めているか。ここだけの話、最後のは演出。さすがにほとんどダメージ無しだったら、次回以降冒険者側が勝てる気しなくなるだろう？　そうなったら賭けにならないからな。もしも、あの時こうしていたら勝てたかもしれない。そう思わせるくらいがちょうど良いのさ」

「あはは……。あなたという人は……魔王に相応しい悪役っぷりですよ。なんて悪い人なんでしょう」

「まあ、ウルカの奴やつが零ぜろ式しきを自力で閃ひらめいたのは本気で驚いたけどな。あの拳は避けることが出来なかったから、つい本気になってしまった。ホント、人間とは思えないほどの戦闘センスがあるやつだ。下手したら剣より素す手での方が強いんじゃないか」

　演出として新しい技を真ま似ねさせ、盛り上げるところまではレグナンドの想定内だった。

　けれど、ウルカがそれ以上の成長を見せてくれたのは想定外で、最後はちょっと本気を出してしまうほどだった。

　しかも、アンジュの手前何もないように振ふる舞っているが、実はレグナンドもなかなか良いダメージを受けている。

　そのおかげで演技臭くささが無くなり、会場は大いに盛り上がった。

「ウルカのやつも後でたっぷり褒ほめておこう。思わず本気を出したせいで俺おれも楽しかったし、良い最後になった。観客も大盛り上がりだ」

「ふふ、そうですね。私も後でお礼を伝えましょう。さぁ、レグさん最後に開演式の挨あい拶さつがあります。行きましょう」

　アンジュがそう言って伸のばした手をレグナンドが取り立ち上がり、ダンジョンから地上に戻る。

　すると、ダンジョンデュエルに参加した魔物一同と冒険者一同、そして観客が一斉に拍はく手しゆで二人を出で迎むかえた。

　その拍手にレグナンドは拳をあげて応える。

「これにて第一回ダンジョンデュエルを開演する！　次回開かい催さいを楽しみに待つと良い！」

　レグナンドの閉演宣言により、こうして最初のダンジョンデュエルは大成功に終わった。







間章「冒険者も魔物も、お姫ひめ様さまも」







　日が暮れて月が顔を出した頃ころ、魔王城の庭園では篝かがり火びがたかれている中、レグナンドはダンジョンデュエルで儲もうけた金を使って参加した魔物と人間にご馳ち走そうを振る舞う宴うたげを開いていた。

　肉や魚といった人間の食べ物だけでなく、レンガや白くべたつく何かといった魔物の食べ物も置いてある。

　そんな料理を前にして、ゴーレムとスライムが各おの々おの料理について語り合っていた。

「こ、これはトライクロス地方の赤あか粘ねん土どを使って焼き上げたマッサカレンガ!?　最高級のレンガじゃないか!?　赤い身に白いサシが入って何と美しい……。腕の良い職人が焼いたレンガに違いないっ！」

「ゴーレムってレンガ食べるの？　硬かたくない？　私の身体じゃ溶とかせそうにないよ」

「こ、このレンガの価値が分からないのかライム!?　バリッとした歯ごたえ、口の中に広がる芳ほう醇じゆんな大地の香かおり！　そして、赤身と白身の味が舌の上で奏かなでるハーモニー。最高級のレンガだぞ!?　レグナンド様がこのレンガを用意してくれたことに涙なみだが出そうなほど感動したというのに！」

「はぇー。食べられないけど、すごい高級品だっていうのは伝わったわ」

「というか、俺にとっては君がさっきからなめている白くべたつく何かが不思議で仕方無いんだけど」

　すると、今度はゴーレムがスライムの手にあるグラスを指さしながら、顔をしかめた。

「ゴレムスさんこれが分からないの!?　うっそでしょ!?　魔ま樹じゆ脂やにだよ!?　しかもロマナコーティ産の千年物なんだよ!?」

「いやいや、正直最初見た時はナメクジの排はい泄せつ物ぶつか何かかと思ったぞ」

「違うよ!?　魔樹脂は樹きが貯ため込んだ魔力が脂あぶらと混ざって出来たものよ。樹じゆ齢れいが高くて貯め込む魔力が増えるほど美お味いしくてね。ロマナコーティ地方は魔力をよく含んだ土地で良い樹が育つの。そこの千年物なんて普通手に入らないんだから！　レグナンド様ってば本当にすごいわ」

「ほぉ、なるほど。俺の食っているトライクロス産のマッサカレンガみたいな高級品ということか。さすが魔王様。ところで、味はどんななんだ？」

「ロマナコーティの魔樹脂を味だけで語ったら罰ばちがあたるわ。まずは香りを楽しむの」

　スライムのライムはそう言うと、グラスを回すように傾かたむけてゆっくり深呼吸をするかのように香りを嗅かいだ。

「湿しめった土、乾かわいた樹の皮、青々としたコケ、そして埃ほこりっぽいキノコの香りがするね。あぁ、この樹が生えている場所の情景が目に浮かぶようだわ」

「お、おう……何か日ひ陰かげっぽい所にでも生えていたのかな……」

「そして、味の方だけど。んっ、あぁっ、素す晴ばらしいわ。青々しさが取れた柔やわらかな葉と渋しぶみの抜けた樹の芯しんの味が交ざり合って、まるで磨みがかれた丸い宝石を思わせるわ」

「君はその何というか……かなり詩人なんだな」

「ありがとう。あなたも舐なめてみる？」

「……遠慮しておくよ。ゴーレムである俺の舌には合いそうにない味だ。ジメジメしたところで仕事していた時に足元に生えてきたキノコを思い出した……。洗い落とすのが大変だったんだ。何度もしつこく生えてくるし……」

「あなたの身体キノコ生えるのね!?　そっちの方が驚きよ。でも、まぁ、やっぱり同じ魔物といっても食べ物の好みは別なのねー。レグナンド様がちゃんと魔物にあわせて食事を用意してくれて感謝ね」

　ゴレムスの辞退にライムは少し残念そうに呟つぶやいた。

　だが、二人ともすぐに胸を張り、明るい顔を取とり戻して――。

「まっ！　俺のレンガの方が美う味まいな！」

「ふっ、私の魔樹脂の方が美味しいけどね！」

「「むむっ!?」」

　自分の食っている物の方が美味い。そう言いたげな視線を両者がぶつけて火花を散らしていると、そんな二人の間に新たな挑ちよう戦せん者しやが割って入った。

「近くで聞いていたが、魔物ってのはそんなものを食べるんだな。どうだい？　人間の食い物には興味ないか？　きっと人間の食べ物が一番美味いぞ」

　魔物と戦っていた人間の冒険者だ。

　その手には串くしに刺ささった肉が握られていて、自信満々な顔つきをしている。

　どうやら、自分の手にしている物が一番美味いと信じて疑っていないようだ。

「ヒーチ地方の地じ鶏どりだ。王家に昔から献けん上じようされている由ゆい緒しよある鶏肉で――」

「「あ、獣けもの臭くさいのとか血の臭におい駄だ目めなんで」」

「散々人をぶん殴なぐって血だらけにしてるくせに!?　意外な好すき嫌きらいだなおい！　だが、敢あえてうんちくを語らせてくれ！　この地鶏って俺の田舎いなかの名物なんだよ！　なんなら、ヒーチ地方のレンガと魔樹脂の話もするから！」

「「よし、聞こうじゃないか！」」

　そして、いつの間にか三人は意気投合して、酒と食事を片手にあれやこれやと語り合い始めた。

　人間と魔物が互いのことを知って、互いを認める。

　そんな楽しい宴の様子をレグナンドはとある人物を捜さがしながら眺ながめていた。

「アンジュの奴どこ行った？」

　魔物と人間が互いに楽しく生きていく世界を作りたいと言っていたアンジュがこの光景を見ていないのは何だかとってももったいない、とレグナンドは感じたのだ。

　ちなみに、ファフルーはウルカを拉致して、テーブルの上に乗って歌を歌うという暴挙に出ているので、近づいたらろくな目に遭あわないだろう。

「私たちの歌を聴きけぇっ！　次はアンジュちゃんの代わりに私たちがライブするんだからね！」

「何で私まで巻き込まれてるの!?　って、酒臭っ!?　ファフルー酔よっ払ぱらってるでしょ!?　昔から酒さけ癖ぐせ悪いんだからいい加減自覚して自重してよ!?」

「酔ってにゃーい！　良いから私たちの歌を聴けぇっ！　というかウルカちゃんも歌えーっ！　踊おどれーっ！　脱げーっ！」

「ちょっ!?　なに人の服に手をつっこんでんの!?　ファフルーやめっ、歌う、歌うからああ！　あひゃんっ!?」

　本当にろくな目にあっていないウルカを遠巻きに見て、レグナンドは自分の判断が正しかったと頷うなずく。

　レグナンドが無情にもウルカをファフルーへの生いけ贄にえに捧ささげて、辺りを改めて見み渡わたすと魔王城の一室に明かりがついていることに気がついた。

　どうやら誰だれかがいるらしい。

　レグナンドはもしやと思い、明かりのついている部屋に向かうと――。

「アンジュいるのか？」

「あ、レグさん。お疲つかれ様さまです。みんな楽しそうに盛り上がっていますね。みんなの声がここまで聞こえますよ」

　レグナンドが扉とびらを開けると予想通り、宴から姿を消したアンジュがいた。

　彼かの女じよが宴を抜け出だして何をしていたかと言うと、紙の束を机に積み上げながら何かを書いていた。

　どうやら書類仕事をしているらしい。

「何を書いているんだ？　恐おそろしい量の紙束が積み上がっているが……」

「今日の収支計算と兄や大臣達たちに提出する業務報告、それとスポンサーになってくれた方々への謝辞と報告と次のスポンサーの依い頼らいに必要な書類をまとめているんですよ。ちょうど今まとめ終わったので、早さつ速そく城に戻って提出しようと思っていたところです」

「仕事熱心なのは良いことだとは思うが、根を詰つめすぎるのはどうなんだ？　俺なんて書類仕事などしていると数時間で頭がクラクラするぞ。公的文書という魔ま法ほうの呪じゆ文もんよりも覚えにくく、使いにくいものをよくぞここまで扱あつかえるな……」

「ふふ、人間を軽く圧あつ倒とうする魔王ともあろう御お方かたが、人間の作り出した公的文書に苦戦というのも愉ゆ快かいな話ですね」

　くすくすとアンジュが年相応の少女らしい顔を見せて笑う。

　その無む垢くな微笑みにレグナンドですら毒気を抜ぬかれてしまった。

「全くだ。山積みの書類の方が伝説の聖せい剣けんやウルカの剣技よりよっぽど骨身にこたえるな。書類が片付いた後は、死毒の蛇へびバジリスクの毒を食らった以上の頭痛がして、メデューサに足あし腰こしを石にでも変えられたかのように身体が重くなるもんだ」

　レグナンドが肩をすくめて冗じよう談だんで返すと、アンジュはまぁっ、と声をあげて驚おどろいた表情を見せる。

「では、私がダンジョンデュエルに参加した時には、武器にレグさんの承しよう認にんが必要な書類をたっぷり持ち込みましょうか。しかも、締め切り間近で。こほんっ、追おい詰めましたよ魔王、全ての書類に承認の判子を押すまで今日は逃にがしません！　締め切りを一秒過ぎる度に損失が加速度的に増加していきますから覚かく悟ごしてください！」

「なっ、なんて恐ろしい武器だっ!?　そんな武器を持ち込まれたら、さすがの俺でも苦しみでのたうち回るな！」

「ふふっ、あはは」

「くくっ、フハハ」

　アンジュが書類の束を脇わきに抱かかえて、剣けんを引ひき抜くかのように紙を一枚取り出すと、レグナンドが大げさに驚いた振りをして怖こわがる素そ振ぶりを見せる。

　そんな芝しば居いがかった動きがおかしくて、アンジュとレグナンドは互いに噴ふき出して笑い出した。

　ダンジョンデュエルの成功は、こんな馬ば鹿かげたことで大笑い出来るほど浮かれさせたのだ。

「今日は大成功で本当に良かったです。一千万ルーンもお金が集まったので、レグさんの私財も取り返せそうですし、労ねぎらいの宴も皆で楽しんでいるようです。レグさんが奮発したかいがありましたね」

「労いという意味ではアンジュにも楽しんで欲ほしいところなのだがな。裏方の仕事はほぼアンジュ一人に任せていたから」

「ふふっ、裏方の私にもしっかり気を配るなんてさすが魔王様ですね。でも、そういう意味なら裏方の仕事はまだ終わっていないので、今はまだそんなに気を遣つかわないで下さい。気が抜けてミスしたら困りますから」

「ふむ、そこまで言うなら口は出さないが……」

「はい、ありがとうございます。それでは城に戻りますね」

　アンジュがぺこりとお辞じ儀ぎをして部屋を出ようとする。

　けれど、その時レグナンドは何な故ぜか妙みような違い和わ感かんに襲われた。

　そもそも、アンジュが一人になりたがったり、周りにいる者を遠ざけたりしようとするなんて珍めずらしい。いや、そもそも一人なのがおかしいのだ。

「アンジュ、お前の護衛はどうした？　部屋の表にも宴の場にもいなかった。いや、よく思い出してみれば、魔王城に来たときも馬車に送られて来ただけで、護衛も使用人もついていなかった」

「ちょっと今日は私用があったみたいです」

　そう言ってアンジュは普ふ段だん通り微笑んだ。嘘うそはついていませんよ、と言わんばかりに。

　けれど、アンジュは一国の皇女、使用人がいなくて普段通りというのがそもそもおかしいのだ。

「私用があったのなら別の人間をつけるはずだ。アンジュは仮にも一国の皇女様なんだからな。一体何を隠かくしている？　話してくれれば力になる」

「ふふ、日ひ頃ごろから人と魔ま物ものを多く見ているレグさんに嘘はつけないですね。実は今回の放送をおこなうためにちょっと無む茶ちやをして、お父様とシリウス兄様と喧けん嘩かとなりまして。それで罰として使用人達に暇ひまを出されてしまいました。そんなに魔物と仲良くしたいのなら一人でやれ、と。あってないような王位継けい承しよう権けんも剥はく奪だつされかけましたしね」

「なるほど。それでやけに仕事熱心になっていた訳か。良いだろう。城までは俺が送る」

「え？　でも、レグさんは宴の主役ですし、魔王城を離れる訳にはいかないでしょう？」

「みんなバカ騒さわぎしているし気付かないさ。それに一国の皇女を護衛もつけずに帰したとあっては魔王の面子メンツが丸つぶれだ。それに魔王直々に送ったとなれば、お父上と兄上にも良いメッセージになるだろ。お前たちの思うようにはならないぞ、ってな」

「まぁっ、さすがは魔王様、戦いだけじゃなくて脅おどしも得意みたいですね。ふふっ、ならせっかくですし、御お言こと葉ばに甘あまえてしまいますね」

「任せておけ。書類も俺が持とう。中身さえ見なければ平気だからな」

「ありがとうございます。よろしくお願いしますねレグさん」

「それじゃあ、皆にはばれないように屋根伝いに行くぞ。しっかり掴まっていろ」

　レグナンドはそう言うと、アンジュをお姫様抱っこして、窓から外へと飛び出した。

　樹の天てつ辺ぺんから城じよう壁へきへ、城壁から市街の屋根へ。

　レグナンドは月に照らされた屋根の上を次々に飛び移りながら、アンジュの住まう城へと向かう。

　雲一つ無い満天の星と街の灯あかりで、日が暮れているのに景色はキラキラと輝かがやいていた。

「うわぁっ、普段は城の窓からしか見たことないので、夜風がこんなに気持ち良くて、夜の街がこんなにハッキリ見えるなんて初めて知りました」

「だろう？　俺もこの景色が好きで、夜の散歩をする時は屋根の上を飛んでるよ。けど、繁はん華か街がいも今夜はいつも以上に盛り上がっているな。どうやらダンジョンデュエルで一ひと儲もうけした連中が楽しくやっているらしい」

「ふふ、市民の皆さんも楽しんでくれたようで何よりです。良かったですね。ダンジョンデュエルが成功して」

　ちょうど繁華街に差さし掛かかると、色々なお店から漂ただよう食事の匂においが屋根の上にまで伝わってきた。

　その匂いに釣つられてレグナンドとアンジュが下を見ると、人々が店の外に設けられた席に座すわって酒や肉を飲み食いしているところだった。

　気ままに歌を歌い、友人と楽しそうに何かを語り合って笑い出す。そんなありふれた日常の光景だ。

「あんなに美味そうに飲み食いしているのを見ると、ちょっと寄ってみたくなるな」

「ふふ、確かに美味しそうな匂いがしますけど、お仕事がありますから――」

　ぐぅー。

　アンジュが何かを言いかけたところで彼女のお腹なかから間ま抜ぬけな音がした。

　その音を聞いたレグナンドは跳ちよう躍やくをやめて屋根の上に立つと、後ろを振り返かえる。

「ふむ、やはり寄るか」

「だ、ダメですよ!?　お、お腹は確かにすいていますが、皇女だとばれたら大変なことになりますから」

「なら、これで問題無いはずだ」

　レグナンドはそう言うと、自分が着ていたマントを脱ぬぎ、短い魔法の呪文を唱えた。

　すると、マントの形がくしゃくしゃになり、赤いフードに変化した。

　そして、そのフードをアンジュに被かぶせると――。

「認にん識しき阻そ害がいの魔法もかけてある。これで他の人間にはおぼろげにしかアンジュの顔は見えなくなった。他に何か問題はあるか？　あるなら何とかするぞ」

「えっと、その、レグさんは意外と強ごう引いんなんですね」

　被せられた赤いフードに負けないほどアンジュの顔が赤くなり、視線を左右にせわしなく動かしていた。

「顔が赤いが風邪かぜか？　なら、栄養のある物を食べなくてはならないのだろう？　人間の医術書にそう書いてあったぞ」

「か、風邪ではありませんが、そうですね。ではその買い食いというものをしてみたいです。夜空を散歩しながら食べられる物ってありますか？」

「任せると良い。それじゃあ、一度降りるぞアンジュ」

「はい」

　こうしてレグナンドはアンジュを連れて繁華街に飛び降り、肉と野菜を巻いた薄うす焼やきパンを手に入れた。

　そして、また屋根に飛び移ると二人きりで空中散歩をしながら、ダンジョンデュエルの成功を祝したのだった。







第３章「アイドルモンスター　ダンジョンガールズ　ファイヤーボンバーステージ」







　最初のダンジョンデュエル開催から二月が過ぎた。

　一週間に一度、国民が休みを迎むかえる日に開催されたダンジョンデュエルはこの日、九回目を迎えることになっていた。

　しかし、ダンジョンのボス名に魔ま王おうであるレグナンドの名はなかった。

「よし、これで鍛冶かじギルドのスポンサーを取り付けたな。これで武器と防具のダンジョンへの供給が安定する。最近の儲けと合わせれば、ダンジョンに置く武器防具も鉄からミスリル製にバージョンアップ出来るな。んで、アンジュ、次はどこだ？」

「次の予定は、大規模貯水池を作る工事組合とゴーレム族の雇こ用ようについての打ち合わせです。それが終わったらお昼休きゆう憩けいです」

　街の中をアンジュと一いつ緒しよにあちこち回り、スポンサーとなってくれる組合との交こう渉しようや、ダンジョンデュエルに参加する魔物の面接、魔物の力を使いたい組合との雇用関係の打ち合わせといった対外活動に精を出していたのだ。

「最初に比べて忙いそがしくなったな。だが、俺が魔王であることを皆が認めだした証しよう拠こか」

「そうですね。レグさんが人にも魔物にも頼たよりにされて、私も嬉うれしいです。レグさんと一緒なら、人と魔物が一緒に楽しく暮らせる国がすぐ出来そうな気になってしまいますよ」

　ダンジョンデュエルの注目度は放送を重ねる度たびに上がり、スポンサーの相談案件は最初の苦戦が嘘のように増え、招集をかけても一匹ぴきも集まらなかった魔物が今では自分からレグナンドに参加の意思を伝えている。

　そして、街の中に大きな変化が起きた。レグナンドの狙ねらい通り、魔物の力を理解した上で雇用を申し出た人間が現れたのだ。

　いくらダンジョンデュエルで魔物に職が出来たと言っても、週に一度では収入が足りないのだ。

　なので、魔物が長期的で安定した仕事を手に入れたことで、魔物の生活水準は大分よくなった。それに加えて、人間が魔物の持つ力を上手に使う仕事を与あたえてくれているおかげで、以前のような魔物からのトラブル相談の数は大分減った。

　こうして物事が上う手まくかみ合って回り始め、人間と魔物の友好関係も前より進んだように肌はだで感じられる街の風景ができ始めていたのだ。

　全てレグナンドの期待通りに、いや時には期待を超こえて。

「あっれ!?　やっほー魔王様。今日はダンジョンデュエルじゃないの？」

「ん？　サキュバスのサキュじゃないか。フハハ、その白衣良く似合っているな」

　たまたま通りに買い出しに出ていたであろう白衣を着たサキュバスが空からふわっと舞い降おりてきたのだ。

　もちろん白衣は彼かの女じよ達たちが本来持っていた服ではない。

　胸の部分がハート形に開いていたり、スカートがかなり短くて際きわどい改造が施ほどこされていたりしているが、それが彼女達の仕事先で支給された制服なのだ。

「いやー、まさかサキュバスのあたし達が看護師に向いているなんて思ってもみなかったよ。死にたがっている人に良い夢を見せて生きる気力を湧わかせたり、病気とか怪我の痛さや苦しさで眠ねむれない人を眠らせてあげたりすることが仕事になるなんてねー。まぁ、ちょっと下半身が元気になる患かん者じやさんも多いけど、それも美味しく頂いてるわ」

「それは良かった。ダンジョンデュエルの後、観客席から医者がやってきた時は何事かと思ったが、まさかその場でスカウトだったとはな」

「ねー、でも、おかげでお仕事は楽しいわよ。貰もらったお給金でスキンケア用品もたっぷり手に入ったし。肌の張りが良くなってるでしょー。ほらほら触さわってよー」

「楽しんでいるようで何よりだ。またダンジョンデュエルに参加したい時はいつでも参加してくれ」

「はーい。他のサキュバスと交代交代で参加するからあたしは来週参加するね。記念すべき十回目だし、最近ご無ぶ沙さ汰たなレグナンド様も出るでしょ？」

「あぁ、そのつもりだ」

「ふふっ、楽しみにしているわね。それじゃあ、私は仕事があるからまったねー」

　サキュバスのサキュはそう言うと、蝙蝠こうもりの羽を広げて空を飛んで行く。

　その様子を道行く男達が下からスカートの中を覗のぞこうと必死に上を向いて、口々に見えただの、あぁっ、もう少し上だのと、変な声を上げている。

「うまくやっているようだな。街の男達に大人気じゃないか」

「あはは……。でも、サキュバスを看護師に雇やといたいとお医者さんから言われた時は本当にビックリしましたね。あの催さい眠みんは医い療りよう現場の役に立つって。病院近くにアパートを借りあげてサキュバス用の寮りようまで用意してくれましたし」

「あぁ。だが、話を聞いたら意外とはまり役だったな。力は使い方次し第だいとは良く言ったものだ」

　こんな形で、魔物が本来しないだろうと考えられていたはずの仕事に、魔物が活かつ躍やくし始めていたのだ。

　ちなみにスライム族は何とその変身能力を活いかしてスタイリストや衣装モデルとして活躍しているらしい。スラリンたちも下水道暮らしから職場近くの地下室暮らしに移ったとか。日当たりが良いところも紹しよう介かいされたそうだが、スライムはジメジメしたところが好きらしい。

　最近は各々が買った服でファンションショーを定期的に開いているとか。

　そして、ダンジョンデュエルで最も活躍しているファフルーはというと、食べる肉と酒が豪ごう華かになっていて、食事の度にはしゃいでいる。

「ファフルーのやつはまるで毎日が宴のような食事をしているよ。食費が十倍になったからな。おかげで舌がかなり肥えてきたらしい」

　そんな魔物たちの新しい生活を見て、レグナンドは改めて前を向いて歩き出す。

「次はゴーレム達が笑って過ごせるところを見られると良いな。あいつらもかなり良いレンガを食えるようになったらしいけど、普通の仕事も出来れば高級レンガも食えるようになるだろう。そして、その次は声をかけても参加してくれなかった魔物たちだ。ところで人間の方はどうなんだ？　生活に何か変化はあったか？」

「冒険者さんは生活が楽になったとか、男女問わず人気者になったと好評を頂いていますよ。職人さんの方も新しい武器とか防具の作りがいが出来たと喜んでいます。みんなレグさんに感謝してますよ」

「よし、この調子でもっと俺たちの名前を広めるぞ。世界中に魔王の名を広めるんだ」

「はい」





＊






　工事の監かん督とくとの打ち合わせも終わり、レグナンドとアンジュは少し遅おそめの昼食をとることにした。

　老ろう夫ふう婦ふが経営する小さなパン屋に入り、トーストしたパンに肉と野菜を詰めて紙にくるんで貰う。

　その包みを両手で抱えながら、二人はパン屋の中に置いてある椅い子すに座った。

　昼時を過ぎているせいかお客はレグナンドとアンジュ以外は見当たらず、老夫婦も二人のことを気に留とめずにお茶を飲んで談だん笑しようしていた。

　それを失礼だと感じることは無く、魔王と皇女だというのに全く気にされない空気が二人にとってはありがたくて、レグナンドとアンジュはこの店を毎日のように利用していた。

「今日の仕事はこれで終わりだから、ここで昼飯を食べたら城に戻ってダンジョンデュエルでも観戦するか」

「そう言えば、今日もファフルーさんが魔王役でしたっけ？」

「うむ。マンネリ化しないためにも、そろそろファフルー以外に魔王役を頼たのみたいところだがな。適任がなかなかいなくて困っているところだ」

　ファフルーがボスキャラを演じるのは初めてではない。

　実は三回目以降のダンジョンデュエルで魔王役を担当しだして、最近はボスキャラが板に付き始めている。

　しかも、今まで五回中二回ウルカに討とう伐ばつされているので、ほどよくダンジョンデュエルは冒険者側でも勝利出来ると印象づけることに成功していた。

　おかげでダンジョンデュエルは満員御おん礼れい、参加冒険者数は上限の四十名に達し、魔物側も二百体に増え、観客も毎回三万人ほど集まる一大イベントになっている。

　もちろん、ファフルーが魔王役の時は踏とう破は報ほう酬しゆうを安めに設定してあるため、ファフルーが負けてもダンジョンデュエルの経営事情は悪化しないように計算もされている。

　だが、実際にファフルーが負けたことで、ドラゴンキラー誕生を祝してスポンサーが冒険者につき、さらにダンジョンデュエルにも広告を出してくれることで収支的にはプラスになった。

　つまり、勝っても負けても金になるショービジネスとして軌き道どうに乗ったのだ。

　おかげで、毎週一回ダンジョンデュエルを開く度たびに数千万ルーンの売り上げを出していくため、レグナンドたちの懐ふところ事情は大分改善された。

　おかげで余よ裕ゆうが出来たレグナンドはファフルーの活躍を労って、彼女の給金を上げようとしたところ、お金より美味しい物が欲しいと言われ、彼女が食べたがっていた最高級の肉と酒を探し回ったこともあった。

　そんな感じで、レグナンドが外との交渉を担当している間、ファフルーがボスを演じることでダンジョンデュエルはうまく回っていた。

「一度の興行で売り上げが五千万ルーンまで来たんだ。そろそろ一億ルーンを狙う新しい企き画かくを考えないとな」

　そんな話をしながら二人が食事を始めると、聞き覚えのある声がした。

「あ、レグいたっ！　って、アンジュ皇女もお変わりなく」

　今やダンジョンデュエルの一番人気の選手になったウルカだ。

　レグナンドを追い詰め、ファフルーを倒たおすことが出来るほどの力、仲間を的確に指示して導く指揮能力、そしてその凜りんとしたルックスであっという間にファンクラブが出来るほどの人気者になっていた。

「ウルカ？　何でここに？」

「ちょっとお礼を言いたくてファフルーから行き先を聞いたの」

「昼食の場所まではファフルーに伝えていなかったと思うが……」

「魔王城に帰ってくるとここのパン屋の匂いを漂わせてるから、昼ひる頃ごろならこのパン屋さんじゃないかって言われたけど？」

「あいつは犬か!?　ニャーニャーじゃなくてワンワン言った方が良いんじゃないか？　って、ま、まぁ、それは良い。ウルカにお礼を言われるようなことをした覚えはないのだが……」

　龍りゆうという種族は鼻も良いと聞いたことはなかったが、どうやらファフルーは特別鼻も良いらしい。

　そんな初めて知ったファフルーの特技に驚きを隠せないまま、レグナンドはウルカに怪け訝げんそうな顔を向ける。

　というのも、レグナンドはウルカをダンジョンデュエルにおいて散々色々な罠わなでおちょくったのだ。怒おこられはしても感謝されるようなことは一つもしていない。

　だが、それでもウルカが感謝したいというのなら、彼女にとって何か特別なことがあったのだろう。きっと恥はずかしい気持ちを変えるような何かが。

「ウルカ、お前、罠にかかりすぎて特殊性癖ドＭに目覚めたのか？　それで俺に感謝したいということだな？　良いだろう。次はもっと恥ずかしい罠を――」

「んな訳ないでしょ!?　罠はこりごりよ！　毎回際どい格好させられて恥ずかしいんだからね!?」

「え、なら、何故感謝されるんだ？　散々罠にかけた訳だし、怒おこりに来る方が自然だろう？」

「罠であれ、戦いであれ、ダンジョンデュエル内のことはダンジョンデュエルで決着つけるわよ。確かにおちょくられて腹は立つけど、そんなことで直接文句なんて言いに来ないわ」

「なるほど。正々堂々が好きなウルカらしい答えだ。では、これからも恥ずかしくも愉快な罠を用意し、全力で迎え撃うってやろう」

「おかしいわね……段々感謝する気が薄うすれてきたのだけれど……。まぁ、良いわ。おかげで気が楽になったのは確かだし」

　レグナンドが要点を理解していないことに対して、ウルカは長いため息を吐ついて気を取り直してから本題に入った。

「ダンジョンデュエルが始まって街の治安は良くなったわ。調停官による仲ちゆう裁さいはかなり数が減ったし、人間にも魔物にも余裕が生まれているのか、争いが起きても大した騒ぎにならない程度で済んでいる。おかげで迷いが吹ふっ切きれたの。それで、ありがとうって言いに来たって訳」

「思った以上に真ま面じ目めな話で驚いた……。調停官になってから俺おれたちを避さけていたようだし、ダンジョンデュエルに最初参加した時も殻からにこもっていた感じだったが、それと関係があるのか？」

「そうだね。調停官になって人間と魔物が仲良く暮らせるように頑がん張ばろうと思ったけど、しょうもないトラブルがとんでもない大事になるし、お互たがいに相手が悪いってののしるし、強引に仲裁しても、すぐに次のトラブルが起こって、何も私は解決してないって思い知らされた」

　ウルカはそう言うと、困ったように小さくため息をついた。

「そんな時に、色々なトラブルを裏で操あやつっていたバエルっていう魔族の子を捕つかまえるって任務があってね。そのバエルに言われたんだ。魔物を導く者として、力を使いたい魔物の不満を解消して何が悪い？　力を使って暴れるとスッキリするぞ。それが悪いというのは人間の基準で考えすぎではないか？　ってさ」

　調停官にとって、いや、ウルカにとってバエルの主張は己おのれの信条と真っ向からぶつかるものだったらしい。

　調停官は人間と魔物の間に調和をもたらす仕事であり、どちらにも公平に接しないといけない。人間と魔物が相あい容いれないと思ったら、続けることの出来ない仕事なのだから。

「私はその言葉をすぐに否定出来なかった。魔物の力は人間より強くて特とく殊しゆで、少し間ま違ちがえると大事故に繋つながることを私は何度も見て来た。でも、それが悪いと言ってしまうのは確かに人間の基準なの。おかげで、本当に人間と魔物がともに暮らせるのか分からなくなっていたし……自分がやっていることが正しいのか分からなくなって迷ってさ……」

「ふむ、俺は魔王として、ウルカは調停官として、それぞれ立場は違ちがうが、お互いに魔物と人間がともに暮らせるよう頑張ろうと言ったはずだ。何な故ぜ俺を頼らなかった？」

　ウルカの言い分はレグナンドも納なつ得とく出来た。

　レグナンド自身も魔物の引き起こす人間とのトラブルに頭を悩なやませていたからだ。

　けれど、どれだけ魔物と人がトラブルを起こそうが、レグナンドはウルカとはちゃんと個人として友人関係でいるつもりだった。

　それなのに全く以もつて頼りにされていなかったと思わされると、少し心の奥おくが痛んだ気がしたのだ。

「血筋的に俺は魔王でウルカは勇者だが、俺はウルカと対等な友人関係でいると思っていた。もし、ウルカに頼られたら出来る限りのことはしたぞ？」

「それは……分かってるんだけどさ……。私だってレグのこと……友達というか……友達以上というか恋こい人びと……恋人じゃなくて!?　お兄ちゃんみたいに思ってるけどさ」

「なら何故だ？」

　レグナンドの問いに、ウルカは段々とバツの悪そうな表情になり、しどろもどろになってしまう。

　そして、何度かチラチラとレグナンドの顔色をうかがうと、意を決したように口をあけた。

「だって、レグとファフルーといるといっつも力ちから試だめしになったよね。私たち、めっちゃ争ってたよね？　めっちゃ楽しそうに殴り合ってたよね？　力を全力でぶつけ合っていたのが楽しい日常だったでしょ？　バエルの言った通りというか、スッキリなんて通とおり越して、私はそれを楽しいと思っていたから……」

　レグナンドとファフルーはダンジョンデュエルをする前から、ウルカとじゃれ合いという名の力試しをしていた。そのじゃれあいの中で三人は平地を丘おかに、山を谷に変えてしまうくらいの爆ばく発はつを起こしたこともあった。

　けれど、そうやって全力を出せたことが、レグナンドもとても楽しかった。その楽しさをダンジョンデュエルで再現しようとしたくらいだ。

「そんなレグとの楽しい思い出のせいで言い返せなかったなんて、レグに言えなかったんだもん……。新しい魔法とか技を教えて貰うの楽しかったし……」

「ふぅ、昔から頭が固かたいというか、下手に真面目に考えすぎだ。この俺がそんなつまらん言葉で心折れるものか」

「あいたっ」

　レグナンドが呆あきれたようにため息をつき、ウルカの額にデコピンを食くらわせた。

「だが、そうして気き遣づかいをしてくれたことは感謝しよう。ありがとうウルカ。ウルカのそういう人間らしい心遣いは好きだ」

　続けて、レグナンドは額に手を当てているウルカの頭に手を乗せながら感謝を口にした。

「んで、今は無事に吹っ切れたんだな？」

「うん……。ダンジョンデュエルで魔物と戦って、彼かれらの力を知った。それで、サキュバスやスライムみたいに力を役立てようと一いつ生しよう懸けん命めい働いているって分かったし、今ならバエルに力の使い方は一つじゃないって言い返せるよ。それに恨うらみの残る争いは嫌いだけど、力を競きそい合う関係は好きだから、無理して力を抑おさえる必要もないって分かったし。レグのダンジョンデュエルのおかげだよ」

　ウルカは大人しくレグナンドに撫なでられたまま、幾いく分ぶんか落ち着いた声こわ音ねで気持ちを口にした。

　そんなウルカを見て、レグナンドは満足そうに頷く。

「まぁ、お前の力は上級魔物の族長級だしな。今の実力なら龍りゆう王おう級きゆうはありそうだし、力を発散させたくもなるだろう。そうだ！　今度は魔王軍の魔王役としてダンジョンデュエルに参加しないか？　お前の力量なら魔王として問題ないし、話題性もあるぞ！」

「何度も言うけど、私は人間だからね!?　何で魔物の一部族扱いしてるかな!?」

　ウルカが完全に元気を取とり戻もどし、全力でレグナンドにツッコミを入れる。

　その様子を見て、レグナンドは彼女から手を離はなして残念そうな振ふりをして肩かたをすくめた。

「まぁ、ウルカのための新しい種族名は追々考えるとして、バエルか。ふむ、一度も魔王城に相談しに来たことのない魔物だな」

「無視!?　何さらっととんでもないこと言ってるのさ!?」

「気にするな。ちゃんと格好良い種族名を考えておく。それよりバエルはどんな見た目をしているんだ？」

「気にするわよ!?　私は魔物じゃないからね！　ニ・ン・ゲ・ン！」

　全くもう、とウルカがため息を吐きながら、肩をがっくり落とす。

　そして、数秒後、気を取り直したのか頭を押さえながら身体を起こした。

「バエルの見た目だけど、ねじ曲がった角と翼つばさと細い尻しつ尾ぽが生えていたわ。後、これはまだ未確定情報だけど、レグには伝えるね。魔物と人間が倒れるまで喧嘩をする所ではバエルの姿が良く見つかるの。でも、喧嘩した当人達はぐったりしている癖くせに妙にスッキリしたって言うし、夢を見ていたみたいなことを言っているから、バエルは他者の精神を操る術すべを持っているんじゃないかって調停機構は睨にらんでる」

「ふむ。身体的特とく徴ちようと特殊能力からすると悪あく魔ま族ぞくか。俺も気にかけておこう」

　バエルが本当に数々のトラブルの黒幕ならば、魔物を統すべる魔王として指導が必要になるだろう。

「ありがとうレグ。ごめんね。忙しいのに私がミスした仕事まで手伝わせる形になっちゃって」

「頼れと言っただろう？　それにダンジョンデュエルで活躍して貰っている礼だ」

「ありがとう。って、あれ？　おっかしいな……。お礼を言いに来たのに、余計な仕事を押おしつけちゃった」

「だから、ダンジョンデュエルに参加してくれているだけで十分礼になっているぞ？」

「んー、でも、私の気が済まないっていうか。うーん、お礼、お礼。そうだ！　ねえレグ、これから遊びに行こうよ。最近忙しかったらしいし、息いき抜ぬきに付き合ってあげる。ファフルーも今日の午後はレグも予定が無いって聞いたし。というかレグと遊ぶのを我が慢まんしていたから、私がレグと遊びたいし！」

「ちょっと待て。急すぎないか!?　アンジュはともかく、俺はさっき決まった雇こ用よう契けい約やくの書類をまとめないといけないのだが……」

　ウルカが良いことを思いついたみたいに顔をパアッと輝かせて、レグナンドの手を取る。

　けれど、気がつけばレグナンドの手を握にぎるのはウルカだけではなかった。

　アンジュもまたレグナンドに手を重ねていたのだ。

「レグさんたまには息抜きも必要ですよ。最近は働はたらき詰づめでしたし、今日は午後の予定もありません。久々に休きゆう暇かを取られては？　書類は明日私も手伝いますので」

「む、そ、そうか。なら、そうするが……」

　アンジュから妙な威い圧あつ感かんを覚えるのは何故なのか？　という言葉をレグナンドはぐっと呑のみ込んだ。

　以前、城に送り届けた時、強引に食事に行った意い趣しゆ返しだろうか。

　レグナンドの脳のう裏りをそんな心当たりがよぎり、アンジュに押されるままウルカの提案を受け入れることにした。

「なぁ、ウルカ。息抜きをするのは良いが、ファフルーのダンジョンデュエルも見たいぞ」

「それじゃあ放映用の大きな泉がある中央広場に行こうよ。久しぶりに人間の師し匠しようとして息抜きを教えてあげるから」

　ウルカはそう言うとレグナンドの手を引いて歩き出した。





＊






　ウルカに連れられて、レグナンド達たちは繁華街の中心地にある中央広場にやってきていた。

　広場を囲う建物には衣服やアクセサリーを取り扱あつかうアパレルショップが入っており、広場の中にはジェラートや果物のジュースを売る屋台が並ぶ。

　中央には大きな泉が湧き出だしていて、その周りには絵え描かきや演奏家が自じ慢まんの絵や曲を披ひ露ろうしていた。

　いつ来てもちょっとしたお祭り騒ぎ。そんなキャッチコピーに相応ふさわしい広場の中で、レグナンドとアンジュはウルカに引っ張られるように色々な服屋を歩き回る。

「あ、この服もレグに似合うんじゃない？」

「わぁっ、レグさんレグさん着てみて下さいよ！　うーん、こうやって見ると、自分でも服を作って着て貰いたくなっちゃいますね」
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「ウルカ教えてくれ……。俺は後何着試着すれば良いんだ……アンジュは聞いても何も言ってくれない。教えてくれウルカ」

　もちろんウルカも教えてくれず、レグナンドは二人の着きせ替かえ人形にされていた。

　けれど、こんなやりとりにレグナンドはちょっとした懐なつかしさを覚えた。

　レグナンドは幼い頃ころ、その膨ぼう大だいな魔ま力りよくが安定するまで人里に出られずダンジョン内で過ごしていた。

　そして、力を制せい御ぎよ出来るようになった後、連れん邦ぽうの首都にやってきて人間と初めて出会った。

　当時のレグナンドにとって人間の文化や暮らしは全くの未知なものだったが、勇者の孫まご娘むすめであるウルカに人間の生活を教えて貰うことで、すぐに街に溶とけ込むことが出来たのだ。

　その時も、レグナンドはファフルーと一緒にウルカにあちこち引っ張り回され、色々な物を見せられた。

　そんな懐かしさを感じつつ、レグナンドたちは色々な店を回り続け、新しい服を買い終えた三人は泉の前で腰こし掛かけて休憩することになった。

「それにしても懐かしいな。昔はこんな風に俺がウルカに技と魔法を教え、ウルカが俺に人間の生活を教えてくれたな。今でも服の善よし悪あしはよく分からんが、お前が選んでくれた物は評判が良い」

「……おかしいわよねー。私ってばレグの人間の師匠なのに、魔物の皆みなさんに魔物扱あつかいされるのは何でだろうねー……。最近、街中を歩いていて魔物とすれ違うと、ウルカの姐あね御ご、見み廻まわりお疲つかれ様さまです！　って頭下げられるのよ？　周りの人全員どん引きよ」

　ウルカがうんざりしたような表情でため息を吐き、勇者の一族が魔王や魔物の族長みたいに見られるのは何だかなぁ、とこぼしている。

「ふむ、いっそのこと他の魔物にも人間の生活指導をおこなえばどうだ？　調停官なのだし、適任だと思うが」

「まぁっ、それは素す敵てきですね。ウルカさんにピッタリです」

「そうかな？　まぁ、レグがそう言うのなら――って、私の魔物扱いに対して何の解決にもなってない気がするのだけど？　むしろ、事態が悪化しない？」

　レグナンドの提案にアンジュが楽しそうに手を合わせて同意する。

　しかし、ウルカは不服らしい。どうやら人間という種族に誇ほこりを持っているようだ。

　ウルカの口を尖とがらせた不満そうな表情を見て、レグナンドも反省して考えを改めることにした。人間という種族の誇りを傷つけないよう言葉を選んで――。

「安心してくれウルカ。違う世界にはヤミオチという秘術があってな。どれだけ高潔な人間であっても闇やみに魅み入いられ、人間のまま魔物の仲間となることがあるんだ。だから、魔物扱いされる人間がいても変ではないぞ。自信を持って良い。大魔王図書館に所蔵されている異世界のウ＝スイ本にあった。絵による図解が多い本だから分かりやすいぞ」

「何のフォローにもなってないわよ!?　むしろ、人間としての自信を無くすわ！」

「え!?　完かん璧ぺきなフォローだっただろう!?」

「完璧な追い打ちよ！　私は普ふ通つうの人間なの！」

　レグナンドの的外れなフォローにウルカが手を大きく上下に振りながら抗こう議ぎする。

　そんな二人の様子を見ていたアンジュがクスクスと笑っていた。

「ふふっ、本当に仲がよろしいんですね。ウルカさんは小さい頃からレグさんのお知り合いなんですよね」

「これで仲がいいねぇ……？　まぁ、でも、レグとはお互い小さい頃からの付き合いだからもう慣れているけどさ」

「レグさんの小さい頃？　あれ？　レグさんって今百才ですよね？　まさかウルカさんも今百才ぐらいなんですか!?」

「あー、違う違う。私は十五才。でも、レグが今みたいに大きくなったのってここ数年だよ？　十年前のレグって人間の五才くらいの男の子と大きさ変わらなかったし。私も最初の方は同い年の男の子だって思ってたくらい。五才の時、うちにレグの先代魔王様おかあさまと大賢者おとうさまがやってきて、勇者としてレグに人間のことを教えてくれって頼まれたのが出会いだよ」

　魔物と人間が停戦条約を結んだ後、勇者一家と魔王一家は和平の象しよう徴ちようとして家ぐるみで付き合いがあったのだ。

　人と魔物が争わない模も範はんとなれるよう、小さい頃から魔王候補と勇者候補を仲良くさせようという話だ。

　そうして、新しい勇者の子孫か魔王の子孫が生まれれば、お互いの子供と出会う場を設け友好を誓ちかってきた。

　レグナンドの場合、十年前にその場が設けられ、ウルカと初めて出会った。

「ウルカは初めから俺のことを全く怖こわがっていなくてな。楽しいものは一緒に楽しませてくれて、戒いましめるところはすぐに怒ってきたな。おかげで人の暮らしにすぐ溶け込めたよ」

「あの時のレグは好こう奇き心しんが服着ているみたいに色々なことに興味持ってたよね。気付いたら高いところに登って、色々なものを眺ながめていたっけ」

　その時、ウルカはレグナンドの人間の師匠となり、そのお礼にレグナンドはウルカの戦いの師匠となったのだ。

　おかげで、魔王と勇者という血筋でも、お互いに気き兼がねなく話せる間あいだ柄がらになれている。

「そうなのですかっ!?　私も見たかったです！」

「ど、どうしたのアンジュ皇女!?　な、なんかすごい目がキラキラしてるけど!?」

「あっ!?　す、すみません。はしたない顔を見せてしまいました。いえ、その、小さい頃のレグさんは、さぞかしかわいい見た目をしていただろうなと想像してしまって……。本当にレグさんは十年前くらいまで小さかったんですか？」

　そう言うアンジュはチラチラとレグナンドの顔をのぞき見してくる。

　レグナンドにとってそのことは別段隠かくすことでもなかったので、あっさり首を縦に振った。

「魔物と人間の半魔だからな。魔力の制せい御ぎよがちゃんと出来るようになるまで成長が遅かったんだ。大きな魔力に耐たえられるよう、器うつわとなる身体をしっかり作れるように、肉体の成長を抑える魔法を父上にかけられていてな」

「そうだったんですか。今はもうその魔法は解けたってことなんですか？」

「あぁ、八十五才くらいで魔力の制御が完璧にこなせるようになったからな。それから成長を抑える魔法を解いて貰って、母上の魔王城ダンジヨンを出て人里に出て行く許可を貰ったんだ」

　そういう意味でいえば、レグナンドの人としての生はまだ十五年程度なのだ。

　そうして、それだけ人里を見れば魔王としてどうしたいか十分に分かっただろうということで、無む理り矢や理り母から魔王の座を押しつけられたのがレグナンドの半生だった。

「レグってば最初は食べ物にすら困ってたんだから。ジェラートをカップごと食べて、『なるほど。確かに口の中で溶けて美う味まいが、何な故ぜこの容器は溶けないのだ？　噛かみ千切っても味がしないし、繊せん維い質しつで不ま味ずいぞ、人間というのは妙みような組み合わせを作るのだな』って言いながらずっとカップを噛み続けていたんだよ」

「ふふ、何か想像しただけでかわいいですね」

「うん、今のレグを知ってるとすっごいかわいいって思うよ。素す直なおだし、何でも驚おどろいてくれるし、優やさしかったし。今も根は変わってないけどね」

　アンジュの感想に気を良くしたウルカは、レグナンドの小さい頃の話を次々と繰くり出していった。

　街に出て色々なところに連れて回ったことや、ガキ大将に喧けん嘩かをふっかけられて返かえり討うちにしてやったこと、そして、ウルカに剣けんと魔法を教えたことなどを話した。

「ふふ、でも、一番思い出に残ってるのは、迷子になった女の子をレグが連れてきて遊んだことかな」

「迷子の女の子ですか？」

「うん。その子、歌がすっごく上手でね。元気でやってると良いなー。レグとあのファフルーもあの子に影えい響きようされて鼻歌ブームが来たくらいだったんだから」

「あれ？　不思議ですね。私も何か似たようなことがあった気がします」

「え？　そうなの？」

「ぼんやりとですけど――」

　アンジュが何かを言いかけた瞬しゆん間かん、噴ふん水すいから水が勢いよく噴ふき出して滝たきのように水が宙から落ちる。

　その音がアンジュの言葉をかきけして、レグナンドも含ふくめて三人が一いつ斉せいに泉に目を奪うばわれた。

「全国のダンジョンデュエルファンのみなさんこんにちは。第九回目ダンジョンデュエルのお時間がやってまいりました！　今日も会場の魔ま王おう城じようは大おお賑にぎわいですね！」

「会場となる魔王城には二万人もの観客が来ていますからね。この賑やかさは冬の聖誕祭のようです」

　噴水のスクリーンにダンジョンデュエルでお馴な染じみとなった実じつ況きよう者しやのキャスと解説者のメントの姿が映り、開かい催さいを伝える声が広場内に響ひびき渡わたる。

　そして、魔王城の庭内に所ところ狭せましと並んだ屋台が映し出された。

「しまった。もうこんな時間だったか。危あやうく見み逃のがすところだったな。どこか良い席を取らないと」

　レグナンドたちは認にん識しき阻そ害がいの魔法をかけると、噴水前のベンチに並んで座すわることにした。

　実況者と解説者は試合が始まるまでの間、冒ぼう険けん者しやと魔物たちのインタビューの様子を話したり、ダンジョンの様子を話したりしながら場を繋ぐ。

　そして、その日のニュースなんかも話す。

「そういえば、メント先せん輩ぱい。調停機構の発表によると、最近、魔物と人間のトラブルが減ってきましたね。トラブル発生件数は先月の十分の一まで減ったとか」

「そうですね。特に争った記き憶おくすら無くしている忘ぼう却きやく性せいのトラブルが減りました。ダンジョンデュエルにより魔物の皆さんの力をきちんと知ることが出来たことによるおかげでしょうね」

　街はレグナンドのおかげで確実に良くなっている。

　それを聞いている街の人たちも口々にレグナンドのことを褒ほめ称たたえていた。

「レグナンドが魔王ならもっと良くなっていくだろうな」

「だな。レグナンドが魔王になってから、魔物との距きよ離りが近づいた感じするぜ」

　そのレグナンドが目の前にいることは、魔法で誰だれにも気付かれていない。

　レグナンドは感謝の言葉でも返そうかと思ったが、両りよう隣どなりにアンジュとウルカがいるのに気付いて止めた。

　けれど、顔はどうしても緩ゆるんでしまったらしい。

「良かったですねレグさん」

「フフッ、レグったら顔がにやけてるー」

「っ！　嬉うれしいのだから仕方無いだろう。それにおかげでファフルーたちも美味い飯を食えるようになったのだ。少しくらい喜んでも良いだろう」

　レグナンドはアンジュとウルカに挟はさまれて顔を隠すことが出来ず、フンと鼻を鳴らして開き直る。

　そして、その話題から逃にげるようにスクリーンに目を向けた。

「ほら、そろそろダンジョンデュエルが始まるぞ。魔物も人間も関係無い。皆の勇姿を見逃すな」

　そんなレグナンドの応おう援えんが通じたのか、冒険者は勇ゆう敢かんに魔物へ立ち向かい、魔物は持てる力を尽つくして返り討ちにしようと暴れる。

　息もつかせぬほどの攻こう防ぼうが繰り広ひろげられ、人と魔物がお互いの技を競っていた。

　いつも以上に激しく戦う両者に、観客と会場はヒートアップしていった。

　ところが、そんな盛り上がりにウルカが一人疑問を投げかけた。

「ん？　んー……？　でも、何か違い和わ感かんがあるような？　盛り上がりすぎというか、殺気が余計に交ざってない？」

「む？　……ん？　確かに言われて見れば魔物側も気合いが入りすぎているような？　――気のせいか言葉を忘れていないか？」

　ウルカの口にした違和感の正体にレグナンドも気付いた。

　今までのダンジョンデュエルなら、魔物たちは人間の言葉を話してぶつかっていたはずだ。それが今回に限っては呻うめき声ごえか咆ほう哮こうしか出していない。ゴーレムのゴレムスが毎回やっていた、冒険者に対する前口上すらないのだ。

「ゴレムスもいつもなら門番である俺を倒して越こえてゆけとか言うはずなのに、ただ吼ほえて拳こぶしを振り回まわすだけだな」

「……レグ、これやばいんじゃない？　何かよく分からないけど、良くないって気がする」

「そうだな。ウルカ、アンジュを頼む。俺は先に魔王城に戻ってダンジョンに行ってくる」

　レグナンドはウルカが頷うなずいたのを見た瞬間、地面を強く蹴けって一気に建物の屋根へと跳躍した。

　そして、そのまま魔王城に向けて屋根の上を次々に飛び移り、真まっ直すぐ最短距離を突つき進すすんでいく。

「杞き憂ゆうであってくれれば良いが……。くそ、遠えん隔かく地ちの放映だと精神系の魔法は見えないから厄やつ介かいだな」

　魔物がおかしくなった理由に心当たりがあったのだ。

　魔物の中には感情や理性をなくす魔法や能力を持つものがいる。

　サキュバスが男性の理性を壊こわしたり、性欲をかきたてる夢を見せたりするのもその一種だ。

　もし、その力が性欲ではなく、殺意や闘とう争そう本能をかきたてたりするものだとしたら――ただの原始的な殺し合い以上に酷ひどいものが見られるだろう。

　きっと倒れた相手の身体の原形が分からなくなるまで、その殺意は消えない。

　そんなものを放映出来る訳がない。

　もしそんなものが流れたら、魔物は人間から恐きよう怖ふの象徴として、また敵視されてしまうに違いないからだ。

「そんな魔物なんてスカウトしてないんだがな。どこかから紛まぎれ込んだのか？」

　何者かはまだ分からないが、その答えはダンジョンの中にある。

　レグナンドはそう結論づけると、さらに速度をあげて屋根の上を駆かけ抜ぬけた。
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　ダンジョン内は入り口のところから冒険者の怒ど声せいと魔物の咆哮がこだましていた。

　何な故ぜなら魔王役であるファフルーが巨きよ大だいな龍の姿となってダンジョンの入り口で大暴れしていたのだから。

「グルアアアア！」

　いつもの気が抜けた猫ねこの鳴き声のような物もの真ま似ねではなく、本物の龍としての咆哮がダンジョンの壁かべを揺ゆらし、吐き出された熱線が壁を溶かして爆発を生み出していた。

「くそっ!?　なんだってドラゴンが入り口に配置されてるんだよ!?　ぶっ殺してやる！」

　ダンジョンに入った瞬間殺されるという理り不ふ尽じんな作りにも拘かかわらず、冒ぼう険けん者しや達たちは死を恐おそれずにファフルーへと襲おそいかかる。

　もちろん、簡単にひねり潰つぶされ倒れるが、蘇よみがえった瞬間にまた特とつ攻こうするというループが始まっていた。

「一体これは何が起きているのでしょうか!?　魔物の皆さんも冒険者の皆さんも様子がおかしくなっています！　っていうか、メント先輩！　マジで何が起きてるの!?」

「わ、分かりません。何というか人間側も魔物側も理性が消えているというか、狂乱バーサク状態になっているように見受けられます。っと、これはファフルーさんがブレスの態勢に入りました！」

　実況も解説も用をなさない泥どろ沼ぬまの殺し合い。

　そんな凄せい惨さんなダンジョンの主ファフルーが人間を一気に焼やき払はらうために横よこ薙なぎのブレスを吐いた瞬間だった。

「ファフルー！　止やめろ！」

　レグナンドがダンジョンの天てん井じように穴を開けて、ファフルーのブレスの前に飛び降りたのだ。

「魔王レグナンド様が乱入うう！　何とあの強きよう烈れつなブレスを片手で払いのけたああああ！」

　今の状じよう況きようが異変でなければ実況者の驚きに手を振って応こたえるところだが、レグナンドにそんな余裕はなかった。

　何せ自分と最も長く接しているはずのファフルーが自分を認にん識しきしないのだから。

「グルルル……」

「ちっ、やっぱりバーサク系の精神魔法を受けているか。俺が相手だってことすら気付いてないな」

　低いうなり声をあげるファフルーにレグナンドは舌打ちをした。

　バーサクという魔法は知能ある生物の本能を弄いじる魔法で、生存本能の中に存在する攻こう撃げき性せいと殺意を引き出して脳の中をそれ一色にする魔法だ。

　そうやって暴走した者を敵グループの中に交ぜることで同どう士し討うちや大混乱をもたらす。

　この状態を治すにはいくつか方法があり、攻撃して気絶させるか、鎮ちん静せい剤ざいを使って眠ねむらせるといったような意識を断つ方法が一つ。

「鎮静剤を持ってくる暇ひまはないな。魔法も一々一人一人治すためにやっていたら時間がかかりすぎる。ならば――そこか！」

　そして、二つ目の選せん択たく肢しが術者を倒すことだ。

　レグナンドは自分にもバーサクの魔法が向けられていることに気がつくと、向けられた場所に向けて火球を飛ばした。

「くふふ、まさか魔王自らやってくるなんて、ついておるのじゃ」

「……子供？　いや――」

　レグナンドの飛ばした火球を避よけて、物もの陰かげからフードを被かぶった小こ柄がらな少女が現れる。

「悪魔――でもないな、この気配は死神の子供か。また珍めずらしい客が来たものだ」

「そう、我こそは王にして死神――って、子供じゃないのじゃ！　もう立派な死神じゃ！　失礼な奴やつじゃな！」

　少女がフードをはらっとめくると、真っ黒な髪かみの毛けの間から生えた捻ねじれ角が姿を現した。

　深しん淵えんを映すかのような濃こい紫むらさき色いろの瞳ひとみがゆらりと光る。

「我わが名はバエル。真なる魔物の王、偉い大だいなる者たちの血を引く真・魔王バエルである！」

　バエルと名乗る少女は大きく手を広げ、バアンと擬ぎ音おんがつきそうなほど胸を張って名乗りをあげた。

「真・魔王？　なんだそれは？　大人になろうと格好付ける年とし頃ごろなのは分かるが、ちょっと今の名乗りは痛いぞ。口調もそのちんちくりんな見た目には全然合わないし……」

「ちんちくりんじゃとっ!?　えぇい！　そんな哀あわれな者を見るような目で見るな!?　別に格好付けた訳ではないわ！　我は正統なる魔王の血を引き、魔物を導く者！　すなわち真の魔王！　そして、見よ！　この禍まが々まがしい魔物達の闘とう志しを！　我が目覚めさせた力のすごさを！」

　本当にこんな子供のような悪魔がファフルーたちをおかしくしたとは信じられない見た目と頭の悪そうな喋しやべり方かただ。

　しかも、正統な魔王の血が流れていると、嘘うそのような主張までしている。
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　だが、不思議なことに魔力だけはうっすらと魔王の力を感じさせるものがある。

　嘘だと言って切り捨てるには早すぎると思い、レグナンドは半信半疑で聞き返した。

「正統な魔王の血？　けど、母上からお前のことは聞かされたことがないぞ？　お前、本当に俺の親族なのか？」

「くはは！　同じ血を分けたものでありながら何も知らないのだな！　魔王が聞いて呆れるぞ？　心して聞くが良い！　我は先々代魔王の従姉妹いとこの娘むすめの孫に当たるのじゃ！」

「ほぼ他人じゃねえか!?」

　レグナンドが全力でバエルの主張を否定したが、当のバエルはというと胸を張って誇らしげにしている。

「はぁー……、まぁ、確かに魔力が強いのは魔王の血を受うけ継ついでいるからだろうが、そんなことはどうでも良かった。お前がこの惨さん状じようを生み出した元げん凶きようだと認めるかどうかだ」

「うむっ！　貴様が始めたダンジョンデュエルで貴様を倒たおし、賞金を奪い尽くすことで興行を二度と出来なくさせてやろうと思ったのじゃ。そして、代わりに我が本当の戦いの場を用意する魔王となる！　そのためにも邪じや魔ま者ものはつぶし合って貰もらう必要があったのでな」

「なんて面めん倒どうで効果的な嫌いやがらせだよ……。せっかく稼かせぎが安定しだしたってのに」

　レグナンドはバエルからいきなり罪の自供を得ると、ため息をつきながら静かに剣を引ひき抜いた。

「やれやれ、今ならまだ子供の悪戯いたずらだと許してやる。自分からこのダンジョンを出て行け。出て行かないのなら遠えん慮りよは無しだ。責任者として迷めい惑わくな客をつまみだすぞ」

「ハッ。貴様の方こそ我の力で下げ僕ぼくにしてみせよう！」

「聞く耳無しか。仕方無い。迷惑をかけるお客にはお帰り願おう」

　レグナンドの最後通つう牒ちようが無視されると、レグナンドの周りに黒い風が吹き始めた。

　魔王の力を解き放ち、溢あふれ出でる膨大な魔力が視覚化されたのだ。

「さぁ、破は壊かい衝しよう動どうの突き動うごかすまま踊おどれ。――あれ？　何故我の術が効かぬ!?」

「魔王たるもの状態異常にかかったら格好悪いだろう？　耐たい性せいぐらい鍛きたえているさ」

　もともとレグナンドの魔力は強く、無意識に漏もれ出している魔力だけでサキュバスの魅み了りようが弾はじけるほどの精神魔法に対する耐性がある。

　意識して魔力を解き放てば状態異常にかかることなど万に一つも無い。

「黒き風よ。剣に集つどえ」

　そして、身を守る力を剣に纏まとわせれば、敵を一いち撃げきで吹ふき飛とばす破壊力に変わる。

「ちょ、ちょっと待つのじゃ！　我も本当の姿に戻れば真の力を発揮し、貴様など瞬しゆん殺さつできる――」

「迷惑な客にはお帰り願おう！　吹き飛べ！　風ふう塵じん絶唱！」

「変身中に攻撃するなんて反則なのじゃ!?　なのじゃあああ!?」

　バエルが何かを言いかけていたが、レグナンドはそれを無視して剣を振り抜いた。

　すると、黒い竜たつ巻まきがバエルをあっという間に呑のみ込み天井に向けて上ると、そのまま天井に穴をあけて地上に飛び出し、空の彼方かなたまでバエルを吹き飛ばした。

　あっけなく騒さわぎの元凶を摘つまみ出したレグナンドだったが、顔はどうしても晴れなかった。

　というのも、魔物たちも人間もバーサクの魔法が解けたものの、皆一様に顔色が悪く、覇は気きが消えていたのだ。

　本来バーサクは一時的な状態異常でしかないはずなのに、精神的にかなり疲れてしまっているらしい。

　そのせいで、人間も魔物も全すべての参加者が競技を続行出来る状態ではなくなった。

「やむを得ないか」

　レグナンドはため息をつくと、放送席の実況者キャスと解説者メントにダンジョンデュエルを中止するようメッセージを送った。

「魔王レグナンド様からメッセージです。迷めい惑わく行こう為いをおこなう乱入者は排はい除じよした。だが、選手達の体調を考こう慮りよし、今回は試合を中止して再試合をおこなう。なお、今回の賭かけ金きんは全員に払い戻すとのこと。再試合の日時は追って連れん絡らくするとのことです」

「で、では、皆さん次のダンジョンデュエルをお楽しみに！」

　何とか実況者キャスと解説者メントにダンジョンデュエルを締しめさせて、レグナンドはふぅと短く息を吐ついた。

　これが先ほどまで放映されていたことで生まれる悪あく影えい響きようがどこまで広がるのか、積み上げたダンジョンデュエルの信用がどこまで崩くずれるのか、この時のレグナンドには知る由もなかった。







第４章「それはきっといつか想おもい出でになる歌」







　レグナンドは収支報告書を放ほうり投なげて大きなため息をついた。

「はああああああ……。魔王城に観戦しに来た客が二万人から千人に激減！　賭け金が五千万ルーンから、たった三十万ルーン！　この減り方は再試合のせいってだけじゃないよな」

　再試合で熱が冷めただけなら、ここまで賭け金と集客数は下がらない。

　それに魔物の私生活にだって問題は出ないはずだ。けれど、実際は問題が生じていた。

「……ゴーレムの雇用契約は破は棄きされなかったものの施せ工こうは延期。看護師になったサキュバス達も首にはなってないが、自宅待機を命じられているか。厄介なことになった」

　他にもスライムがその変身能力を活いかして、スタイリストや美容室のヘアデザイナーとして髪かみ型がたと見た目を変える仕事をしていたのだが、そちらも職場に出てくるなと言われているらしい。

　それもこれも全てバエルがダンジョンデュエルに潜もぐり込んだ時から始まっている。

　どうやら、バエルが人間も魔物も同時に凶きよう暴ぼう化かさせたせいで、魔物が危ない存在だと街の人たちが不安を抱いだいてしまったかららしい。

　レグナンドが理解ある雇こ用よう主ぬしに直接話を聞きに行くと、魔物たちには働き続けて欲ほしいとは言ってくれるが、世間の目があるから、ほとぼりが冷めるまで待ってくれと頭を下げられた。

「とはいえ、遅おそかれ早かれ、一度こうなることは予想していたからな。早めに解決出来ると前向きに考えるべきか」

　ダンジョンデュエルで魔物の力が知しれ渡れば、いつか魔物の力を必要以上に恐れる人間や、力を誇こ示じする魔物が出てもおかしくない。

　今回はたまたまバエルの登場が切きっ掛かけとなって大きな騒ぎになっているだけだ。バエルがいなくても、いつか別の形で同じことは起きただろう。

「ファフルー、街の様子はどうだった？」

「レグっちがバエルを瞬殺したおかげで、人間達が怯おびえている感じはそんなにないかな？　バエルがまた暴れても魔王様が何とかしてくれるだろうって噂うわさしてたくらい。レグっちの人望もすごいことになったね。まさに人も魔物も統べる魔王様って感じ」

　ファフルーの報告でレグナンドは胸をなで下ろした。

　レグナンドがいれば魔物が暴れても大だい丈じよう夫ぶだ。そう街の皆が思っているのなら、レグナンドが堂々としている限り、余計な不安は与あたえなくて済むからだ。

　けれど、その割にはファフルーにいつもの元気がない。

「思ったより街の状況は良さそうだが、いつものファフルーらしくないな？　いつもならにゃははと楽しそうに笑っていそうだが？」

「にゃはは……、ばれちゃったか。実はお姉ちゃんは人から避さけられ気味だったんだよねー……。お店で知らない店員さんに声をかけたらワンテンポ反応が遅おくれる感じ？　あ、ちっちゃい子とか友達は元気に挨あい拶さつしてくれるよ？　ただ、連れて歩いてるお母さんに隠されるんだよねぇ……」

「……まぁ、ファフルーが一番派手に人を焼き払っていたからな。ファフルーの性格を知らない人に怖がられるのも無理はない」

「うー……その時の記憶が全くないのににゃー……。確かに妙にスッキリ出来る夢を見ていた気がするんだけどにゃー……」

　ダンジョンデュエルで暴走した記憶を失ったのはファフルーだけではない。ゴーレムたちや人間の冒険者でさえも皆一様に妙にスッキリする夢を見ていたと口を揃そろえたのだ。

　襲いかかってくる敵を一方的に無む双そうするような、そんな夢らしい。

「せっかく人に怖がられないためにかわいい猫の真ま似ねしていたのににゃー。せっかく築き上げたお姉ちゃんのイメージがた落ちだよ。マジで凹へこむにゃー」

「そんな理由だったの!?」

　前々から何故こんなにも気の抜けた声でファフルーはブレスを吐くのか分からなかったが、怖いと思われないようにだったなんて、レグナンドは言われるまでついぞ気がつかなかった。

　そして、逆に猫の真似をしながら岩をも溶かして蒸発させるブレスを吐く方が怖いのではないか？　という言葉をぐっと呑のみ込む。

　ファフルーが人間に避けられていることで、どうやら本気で落ち込んでいるように見えたからだ。

「にゃはは、最初はそうだったけど、今は癖くせになって抜けないだけだよ」

「そ、そうだったか……ずっと妙な癖だとは思っていたが、そんな理由だったんだな」

「うん、レグっちが人間社会に溶け込む前に、私も溶け込まないとって思って先にこの街に来たんだ。でも、ドラゴンだってことでやっぱ最初は怖がられてさー」

「意外だ。ファフルーならその親しみやすさですんなり溶け込んだと思っていた」

「にゃはは。そんな中、人間の子供がかわいいって言っていた猫の真似したらすごく受けてね。それで初めて人間の友達が出来たんだ。その時からお姉ちゃんは猫の真似を始めたのにゃ」

「そうか。それで、その人間は今の状況をどう見ているんだ？」

「どうかなぁ。天界に引きこもってる神連中に聞けば転生先が分かるかもだけど、転生していたら私のことは覚えてないだろうから、どうなんだろうね？」

「そうか……。今のことは忘れてくれ」

　人と魔物の寿じゆ命みようは全く違ちがう。長く生きれば生きるほど、死に別れる人間は多くなるのだ。レグナンドはそんなデリケートな話を気軽に聞くべきではなかったと頭を下げた。

　けれど、ファフルーは別段落ち込んでいる様子はなかった。

「にゃはは、気を遣つかわなくても大丈夫。ドラゴンと人間の寿命が違うのは当然だからさ。それに、その人の娘もお孫さんもひ孫さんも元気だから寂さびしくないし。レグも会ったことあるでしょう？　今でもたまにお茶したり、遊んだり、歌を歌ったりしてるよ」

「え？　心当たりが全くないのだが……」

「レグっちがアンジュとよく寄ってたパン屋さんの奥おくさん。ファフルー姉さんは悪いドラゴンじゃないって分かってるから頑がん張ばってね、ってパンを貰っちゃった。後、娘さんのリリちゃんとは一いつ緒しよにおままごとしてきたにゃ。私が子供役で」

「ファフルーが子供役は似合わないような。いや、逆に似合っているか？　って、そんなことより、あのパン屋、ファフルーの知り合いだったのか!?」

「うん、だから、レグっちの身体についた匂においで、そこにいるってウルカちゃんに教えられた訳だし。美お味いしいよねあそこのパン。ちゃんと味をずっと引き継いで守ってるし、美味しくなっていっているし。魔物でも気にしないでくれるし。おかげで初めての友達のこと今でも思い出せるよ」

「やけに肝きもが据すわっているし、俺おれたちの立場を考えてくれる夫ふう婦ふだとは思っていたが、ファフルーの知り合いなら納なつ得とくだ」

「ふふん、レグっちがダンジョンにいたころから、ちょくちょく人間の街に遊びに出ていたからね。人脈は結構あるのにゃ。さすがお姉ちゃんでしょ？」

「自分で言うな自分で」

　ふふんと鼻を鳴らすファフルーにレグナンドは苦笑いする。

　ちなみにそのパン屋にレグナンドが行った時も、嫌な顔一つせずパンを売ってくれただけでなく、頑張ってねと応援してくれた。

　憐あわれみでも同情でもなく、友人の肩かたをポンと軽く叩たたくような親しみのこもった応援だった。

「分かってくれている人間もいるんだよな。パン屋の夫婦もだが、アンジュもウルカも頑張ってくれている」

　魔物が凶暴化したのはバエルに操あやつられてしまっただけで、普通の魔物は敵意を人間に持っていないことを証明する。

　アンジュはそう言うと、歌を魔物に教えて、魔物と一緒に歌うチャリティーコンサートを教会で開いていた。

　王族の兄きよう妹だいや両親がアンジュの行動にかなり反対したらしいが、アンジュが言うには頑張って説得しきったらしい。また相当無理をしてくれたんだろう。

　そんなアンジュの活かつ躍やくのおかげで、見知らぬ魔物に対していきなり敵意や悪意を向ける人はほとんどいなかった。

　とはいえ、街の空気は変わりやすい。

　放っておくだけでは良い方か悪い方かどちらに転ぶかも分からないのだ。

「それでさレグっち、私たちはまだ動かないの？」

「あぁ、せっかくアンジュのおかげで魔物が街から追い出されずに済んでいるんだ。今下手に動いて街の住民を刺し激げきする訳にはいかない。今は冷静になって情報を集めるのが先だ。まだバエルがどこにいて何を企たくらんでいるのかも分からないしな」

「そっかー。じれったいなー。って、そうだ。情報情報！　私も魔物のみんなから情報を集めたんだよ。そしたらすっごいことが分かったの。超ちよう有ゆう力りよく情報！」

「ふむ。何だ？」

「魔王詐さ欺ぎが最近また流行はやりだしたんだって！」

「有力情報というから何かと思えば、魔王詐欺かよ。俺の認にん知ち度どが上がった今は、放っておいても大した影響は無いだろう。放っておけ」

「でもでも、私の巣にも来てたんだよ。後、ゴレムスの家にも。ほらこれ」

　ファフルーはそう言って紙を広げると、そこには魔王を騙かたり、力を持つと自覚している魔物は集まれという内容が書いてあった。

「真なる魔王のもとに集い、魔物の本能を解き放て、だって。こんな不安定なタイミングで戦いを煽あおる魔王詐欺とか勘かん弁べんしてほしいよね。って、あっ！　そっか！　こんなんがばらまかれているから、みんなレグっちの招集を最初受けなかったんだねー」

　確かにこんなうさんくさい紙に釣つられて行く魔物はほとんどいないだろう。

　おかげで似たようなことを書いたレグナンドの招集状が疑われて、好き勝手使われたのも当然だ。

　だが、今やレグナンドの魔王としての地位は盤ばん石じやくであり、こんな紙切れに騙だまされる者は一人としていない。

　捨て置いても構わない情報のはずだった。

「ん？　何だこの最後のサイン？　って、これバエルの出した勧かん誘ゆう書しよじゃねぇか!?　バエルの署名が最後に入ってるぞ!?　字がめっちゃ下手だから分かりにくいけど！」

「あ、ホントだ。よく見るとバエルって書いてある。レグっちよく読めたね」

「俺の招集が上う手まくいかなかったのはあのちんちくりんのせいかああああああ！」

「レ、レグっち？」

「よーっし、魔王直じき々じきにバエルをぶっ飛ばしに出しゆつ陣じんするか！　根城も跡あと形かたもなく吹っ飛ばしてやる！」

「冷静になって情報を集めるんじゃなかったの!?」

「ハッ、しまった。ついあの時の屈くつ辱じよくを思い出して頭に血が上った。今のは見なかったことにしてくれ」

「にゃはは……ダンジョンデュエルを潰されたことより、魔王詐欺のせいで信しん頼らいがボロボロだったことの方がダメージ大きかったんだ」

「ダンジョンデュエルはいくらでも立て直せるが、魔王の信頼を取とり戻もどすのには苦労したからな……」

　思わず椅い子すから立ち上がったレグナンドがファフルーのツッコミで冷静さを取り戻し、何事もなかったかのように椅子に座る。

　その様子にファフルーですら苦笑いしていた。

「だが、そうなると、魔ま物ものを従えていると言った言葉も嘘ではなかったということか。真・魔王と名乗っていたバエルが率いる魔物の集団、さしずめ真・魔王軍といったところか」

　レグナンドは少し考え込むと、真・魔王軍には意外と魔物が集まっているような気がした。

　というのも、魔王詐欺の影響で魔物が集まらなかったと思っていたが、実は既すでに一部の魔物たちがバエルに関わっていたという心当たりがあったのだ。

　何度かダンジョンデュエルに誘さそっても首を縦に振ふらない魔物が何なん匹びきかいて、そういう奴に限って人間とは距離をとりたがり、人間に肩かた入いれしているレグナンドにも壁を作っていた。

　ダンジョンデュエルの誘いを断られた時はただ単に人間と関わり合いたくないだけか、とレグナンドも気にせず流していたが、バエルの存在が裏にあったとしたら断る理由は全く別のものになる。

「魔物を従えていると言ったのは、バエルの戯ざれ言ごとだと思ったのだがな。嫌な予感が当たりそうで嫌になる」

　その戯れ言が本当の場合もあるかもしれない。

　そんな万が一に備えていたのが正解だったようだ。

「レグ、バエルの関わったトラブルの事じ件けん簿ぼ全すべて集めたわよ。事件の内容は禁止されている私し闘とうばかり。しかも、記憶が曖あい昧まいでみんな夢を見たって言っている。それにレグの言う通り、ダンジョンデュエルの勧誘を断った魔物は必ず事件に関わっている」

　調停官のウルカが勢いよく扉とびらを開けて、大量の紙束を持ってきた。

　その紙束を受け取りレグナンドが各事件の項こう目もくに目を通す。

「ふむ。俺の誘いを断った魔物は確か」

「百体はいるわね。しかも、強い力を持つ種族ばかり。はい、こっちがリスト」

「本当だ。見覚えのある名前がかなりの数、事件記録に出てくるな……」

　思った以上に数がいて、レグナンドは腕うでを組んで面めん倒どう臭くさそうにため息を吐く。

　魔物が百匹ぴきも集まれば、簡単に大だい惨さん事じを引き起こすことが出来る。

　既にバエルの真・魔王軍は放っておくことも、早めに芽を摘つむことも出来ないほど大きくなっていた。

　もし、バエルを捕つかまえるために手を出せば、真・魔王軍の抵てい抗こうによって街と人々に被ひ害がいが出てしまう規模なのだ。うかつに手を出したら今度こそ魔物の信頼は失しつ墜ついする。

「それとバエルと真・魔王軍の幹部が集まる場所も特定出来たわ」

「ほぉ、調停機構もやるじゃないか。俺も手下に探さぐらせているがまだ見つからなくてな。一体どうやって特定したんだ？」

「頑張ったのよ」

　何な故ぜかウルカはそう言って目を逸そらした。

「いや、だからその頑張った内容が知りたいのだが……」

「……ものっすっごい頑張ったの。もちろん、手て荒あらなことはしてないわ」

　ウルカの力強い言葉とは裏腹に、何故か目だけでなく、顔まで反らす彼かの女じよにレグナンドは嫌な予感がしはじめた。

　まさかこの敏びん感かんな時期に魔物と人間の間を取り持つ調停機構の人間が騒ぎを起こす訳がない。

　そうレグナンドは自分に言い聞かせて――ウルカを信用してみた。

「なぁ、ウルカ。紫し電でんをぶっ放した時に服でも焦こがしたか？　焦げ臭くさいぞ」

「え、んな訳ないじゃない。汚よごれたから着き替がえたし」

「……やっぱり紫電をぶっ放したんだな」

「え？　あっ……」

　ウルカがしまったといった様子で口を押さえた。

　レグナンドのかけたカマにあっさりかかったことに気がついたらしい。

　すると、開き直ったように腕を組んでぷいっと口を尖とがらせた。

「しょ、しょうがないでしょ!?　声かけた瞬しゆん間かんに逃げられたんだから！」

「なるほど。それで力ちから尽ずくで捕まえたと？」

「……威い嚇かくで攻撃はしちゃったし。軽けい率そつだったと思ってる」

「なるほど。それで、捕まえた後はとにかく拷ごう問もんにかけたと」

「そうよ。――って、拷問になんてかけてないわよ!?　普ふ通つうに自首させて自供させたの！　レグってば私を何だと思っているのよ!?」

　慌あわてた様子で声を荒あららげるウルカに、レグナンドはさすがに冗じよう談だんにしても言いすぎたと反省した。

　よく考えてみれば、ウルカは勇者の血を引く少女であり、人間と魔物の仲を取り持つ調停官なのだ。

　そんな調停官が拷問のように相手を痛めつけて情報を引き出す訳がない。それも一撃で絶命しかねない超ちよう強きよう力りよくな魔ま法ほう剣けんを使う訳がない。

「すまん。さすがのウルカでもそんなことしないよな。言いすぎたよ。捕まえる時に威嚇で魔ま法ほうを撃うつ振りをしたくらいだよな？」

「その通りよ。私はただ、逃げる幹部を追いかけながら、紫電とか風塵絶唱とか炎えん獄ごく斬ざんを使っただけよ」

　ウルカが使った技は雷かみなり、風、炎、各属性の最強魔法剣だ。

「拷問より酷いじゃねぇか!?　ウルカの上級魔法剣なんて食くらったら、高位の魔物でも下手したら死ぬわ！　ゴレムスを一刀で真っ二つにしたの覚えてるか!?　ファフルーでもまともに食らえば致ち命めい傷しようなんだぞ!?　それを蘇そ生せい魔法のかかっていない市街地でぶっ放しただと!?」

「直ちよく撃げきはさせてないわよ。わざとかすらせてジワジワ体力を削けずっただけ。安心して。どれも致ち命めい傷しようじゃないから。ちょっと手足と翼つばさが曲がらない方に曲がっただけだから」

「心に致命傷与あたえてるからな!?　その顔で攻撃しながら追いかけて来るとかトラウマもんだぞ!?」

　ウルカは平へい淡たんな口調で淡々と語っているが、瞳どう孔こうが開いていた。怖こわい。とても怖い表情をしている。虚うつろな瞳なのに、背筋が冷たくなりそうな覚かく悟ごが感じられる。

　さすがのレグナンドもその表情に驚おどろいて若じやつ干かん引き、ファフルーは飛び上がってレグナンドの後ろに隠かくれてプルプル震ふるえ出した。最強のドラゴンが怯えた子犬のようだ。

　そんな顔のウルカに追いかけまわされ、直撃すれば即そく死ししかねない魔法剣をバカスカ撃たれた魔物に、レグナンドも同情を禁じ得なかった。

　多分その魔物がウルカとまた出会ったら、出で会あい頭がしらに失禁くらいするだろう。

「おかげで、最後は相手から他の調停官にジャンピング土下座して、後こう悔かいの涙なみだを流しながら罪を告白していたわ。最後には私の真しん剣けんな気持ちが伝わったのよ」

「伝わったのは殺意だと思うぞ。そいつの心が死んで、助けを求めただけなんじゃないかそれ……。死ぬより怖かったんだな」

　魔物よりよっぽど調停官ウルカの方が怖いんじゃないかとレグナンドは嘆たん息そくした。

　そして、ウルカを魔王役に置くのは当分止めておいた方が良いかもしれないとも思った。

　もし、ウルカが魔王役をやって今の目になったら、魔物だけじゃなく、人間にも消えないトラウマを植え付けて、次回以降の興行が開かい催さい中止になりそうだ。

「ったく、相変わらずくそ真ま面じ目めというか、一つのことに集中すると周りが見えなくなる癖があるというか。……あぁ、そういえばダンジョンデュエルをやり始めるちょっと前から、調停官として周りも自分も見失っていたが、まさかこんな見失い方するとはな……。ウルカは極きよく端たんだなぁ」

「わ、私だって騒ぎにしたくなかったよ。でも、街中の空気を早く変えたかったんだもん……。レグたちが悪い訳じゃないのに、悪者扱あつかいされてるのが嫌なんだもん」

　ウルカはしゅんとして、申し訳無さそうに上目遣いでレグナンドを見つめる。まるで怒おこられている子犬のような表情だ。

「だって、レグは正しいことしてるのに……」

「俺が情報集めを頼たのんだ訳だし、そう言われたら、やってしまったものは仕方無いとしか言えないじゃないか。全く、仕方あるまい。この件が終わったら、俺がちゃんとその魔物のメンタルケアをしておこう」

　もし、その魔物にバエルより早く手を差し出すことが出来れば、ウルカにトラウマを植え付けられることもなかっただろう。そう考えると、レグナンドも少し負い目を感じてしまったのだった。

　だが、ウルカの持ってきた情報は喉のどから手が出るほど欲しいものだったのは間ま違ちがい無ない。

　危あやうく大惨事になりかけたがそれはそれ、これはこれ。ということでレグナンドはウルカの頭の横に手をあて、軽く撫なでた。

「ウルカ、情報をありがとう。おかげで次の行動に移れる。よくやってくれたな」

「あっ……。えへへ。レグの役に立てたなら良かったよ」

　落ち込んでいたウルカが一転、尻しつ尾ぽでも振る子犬のようにパアッと顔を明るくさせる。

　すると、もう一匹の犬っぽいファフルーがレグナンドの背中から顔を出し、自分も褒ほめて欲しいと言わんばかりに頭をレグナンドの肩にこすりつけてきた。

「んでんで、レグっち。この後はバエルがどこにいるかも分かった訳だし、殴なぐり込んで殲せん滅めつだね！　分かるとも！」

「落ち着けファフルー。この前は良いように操られて悔くやしいのは分かるが、ウルカみたいに短たん絡らく的てきに動いたらダメだ」

「むぅ、そっかー。それはヤバイね。自重するよ」

　ファフルーがウルカ並みの短絡さだと言われて、本気で反省しているような表情となる。

　その表情を見てレグナンドはうんうんと頷うなずいた。もちろん、自分が魔王詐欺をやられて切れたことは棚たなに上げている。

「ちょっ!?　私は二人の中でどれだけ短気なのよ!?　よっぽどあんた達二人の方が血の気多いからね!?」

　すかさずウルカが噛かみつくが、レグナンドとファフルーはそれ見たことかと言わんばかりに短くため息を吐いて、首を横に振る。

「ほら、こうやってすぐ切れながらツッコミを入れるからな。切れるナイフどころか切れる聖せい剣けんみたいな奴だ」

「ねー、大したことじゃないのにすぐぷんすか怒るし。ドラゴンのお姉ちゃんよりよっぽど怖いにゃ」

「二人がおかしなことばっかり言うからでしょうがっ!?　私の方が二人より常識人だよ!?」

　ウルカが、人間なのに角でも生えているかのような必死の気き迫はくで叫さけぶ。

　それでも、レグナンドとファフルーは首を傾かしげて、何を言っているんだこいつは？　という目を向けた。

「……私の評価って一体」

　その視線に耐たえきれなかったのか、ウルカが落ち込んだ表情でしゃがみ込んでしまう。

　本気で落ち込んだウルカの様子に、さすがのレグナンドもからかいすぎたと反省し、フォローを入れないといけないと思ってしまうくらいだった。

　レグナンドは椅子から立ち上がると、ウルカの傍かたわらで膝ひざをつき、彼女の頭にそっと手を置いた。

「すまないウルカ。お前がそんなにも落ち込むとは思わなかった。言いすぎだったな」

「レグ……。ううん、私も怒りっぽいのは本当だし……。もっと丁てい寧ねいに指し摘てきすべきだったね」

「いや、今まで通りでいい。ちょっと怖すぎるというのが難点だが、一周回って怖すぎるくらいが魔王役の魔物としてちょうど良いかもしれない」

「だから私は人間だああ！」

　ウルカは叫びながら拳こぶしに雷を握にぎりしめると、ジャンプしながらレグナンドに向かってアッパーを放った。

　咄とつ嗟さにレグナンドも腕でガードするが、身体が軽く浮うくほどの衝しよう撃げきに襲おそわれる。

「ふはは！　ただのツッコミでこの威い力りよくなのに俺たちよりも常識人とか片腹痛い！　いい加減俺たちと同じ側だと認めろよ」

「だぁぁ！　この一撃を簡単に防ぐレグに人外扱いされたくないって！　っていうか、もうそれは良いから!?　バエルの居場所も分かったし、これからどうすんのよレグ!?」

「あぁ、そのことについてだが、書簡を送ろうと思っているぞ」

「へ？　手紙を送るの？　今後について話し合いをして平和的に解決しましょうとか？」

「果たし状だけど？　俺と勝負をしないかってな」

「それファフルーの言った、殲滅しに行くのとあんまり変わらないような気がするんだけど……。ねぇ、もしかして、まだ私をからかってる？」

　魔王が果たし状を送りつけるということは、お前を殺すと言っているのとほぼ同義だ。

　いくら平和な世の中になって、魔王の地位が落ちたと言っても戦せん闘とう力りよくは落ちていない。魔物の中で最も強い力を持つ魔王と決闘して勝てる魔物などいないのだから。

「果たし状だけで殲滅しに行く扱いとか……やはりウルカの方が血の気が多いじゃないか」

「え？　今ので私がおかしいの!?」

「それで果たし状の中身だが、何も一対一で殺し合おう、と誘う訳ではない。ダンジョンデュエルで決着をつけようという提案だ」

「無視!?　って、え？　ダンジョンデュエルで決着？」

「うむ。ダンジョンデュエルで平和的に楽しくだ」

「バエルってダンジョンデュエルが気にくわなくて潰つぶそうとしてきたんでしょう？　そんな奴が素す直なおにダンジョンデュエルに参加するのかな？」

　ウルカの疑問は当然レグナンドも考えていた。

　そんな奴がレグナンドの用意した舞ぶ台たいに理由もなく上がることは無いだろう。

「普通なら罠わなを警けい戒かいして参加しないだろうな。だから餌えさをまく。バエルが勝てばダンジョンデュエルを廃はい止しし、魔王の座もバエルに引き継がせるとな。あいつは魔王の座を狙ねらっていたみたいだし、食いつくだろう」

「そこまで言えば確かに来るかもしれないけど、どうしてダンジョンデュエルで決着をつけるの？　レグの力があればこの前みたいにバエルなんて簡単に返かえり討うちに出来るし、ファフルーと私だっているよ？　三人で奇き襲しゆうをかければ街への被害は最小限に抑えられるはずだけど」

「まぁ、その通りなんだが、俺がダンジョンデュエルを立ち上げた理由は、魔物と人間が共に仲良く楽しく生活出来るようにするためだったんだ。でも、バエルの乱入があったせいで残念ながらそれどころじゃなくなっただろう？」

「だったらバエルを呼んでダンジョンデュエルをしたら余計印象が悪くなるんじゃ……」

「だからこそだ。最悪の悪評を生み出したバエルがいても、楽しいダンジョンデュエルになれば今の空気は変えられる。結局のところ、今回の敵はバエルじゃない。魔物が怖いっていう空気なのさ」

　その空気を一いつ掃そうするためには、原因となったダンジョンデュエルの印象をガラッと変えるしかないのだ。

　魔物の力は怖いものじゃなくて楽しく使える。そう思わせる必要がある。

　だからこそ、レグナンドは強きよう硬こう手段に打って出ることをせず、ファフルーとウルカに騒ぎを起こさせないために自重するよう求めてきた。

「だから、俺のやるべきことはバエルを倒たおすだけではなく、国民に魔物とダンジョンデュエルで遊ぶのは楽しいって思わせることなんだ」

「……なるほど。ちゃんと考えてるんだ。でも、そんな簡単にうまくいくかな？」

「もちろん、街の空気を変えるための手はいくつも用意してあるからな。その一つがアンジュのチャリティーゲリラライブだ。あいつがそのライブで魔物と人間を仲良く魅了してくれるおかげで、人間の魔物に対する不安の声と、魔物の人間に対する不満の声が抑えられている。あの歌が無かったらもっとギスギスしてたさ」

「人にも魔物にもアンジュ姫ひめの歌声は愛されてるもんね。そんなアンジュが魔物と人を引き連れてチャリティーライブをやって一緒に盛り上がれば、怖い思いも忘れるってことかな？　ライブ帰りの人と魔物は楽しそうに感想言い合ってたし、そういうこと？」

「そういうことだ。空気は確かに重いが、変えられない訳じゃない。アンジュがそれを証明してくれた。だから、確信を持って言える。ダンジョンデュエルでこの空気は変えられるとな」

　今やアンジュは立派な人気歌姫だ。何ど処こかで歌うと情報が広まればあっという間に人だかりが出来るくらいになり、人間と魔物がともに彼女の歌の虜とりことなってしまう。

　もちろん、魔物姫といったような蔑さげすむ声もあるが、それに負けずに頑張っている姿もまた魔物と人間両方のファンを生んでいたようだ。

　おかげで人間も魔物もアンジュの声を聞いて、ぶつかることはなかった。

「むぅっ、確かにアンジュちゃんの歌は良いよ!?　でも、お姉ちゃんだってライブしたいにゃっ！　アンジュちゃんばっかりずるいー！　お姉ちゃんも歌いたいー！」

　そんな歌姫アンジュに、同じく歌を歌うのが好きなファフルーが対たい抗こう心しんをメラメラ燃やしている。

　よっぽど歌いたいのか、レグナンドの袖そでをぐいぐいと引っ張ってだだっ子のようだ。

「分かった分かった。今までで一番派手な会場を用意してやるから、そこで存分に歌え。ちょうどファフルーにも魔物代表として、アンジュの横に並んでもらおうと思っていた」

「約束だからね！　その時は私がセンターだからね!?　絶対だよ!?　約束破ったら会場を尻尾でなぎ払はらって整地して勝手にライブ会場作るからね！」

「一体何がお前をそんなに駆かり立たてるのかはわからんが……分かった。絶対会場を用意するし、ファフルーをセンターに置いてやるから落ち着け」

「にゃー！　これで落ちたお姉ちゃんの人気を取り戻せるにゃー！」

「そこまで必死だったのか……。何かその……悪かったな」

　レグナンドの約束にファフルーがフンフンと鼻を鳴らして興奮している。どうやら喜んでくれているようだ。

　よっぽど街の人に避けられたことが堪こたえたらしい。

　きっとアンジュの真似をして歌を歌って人気者になれば、また人が寄ってくると思っているのだろう。

「まぁ、会場の準備は俺が進めておく。ウルカ、ファフルー、お前達には別の仕事がある」

　レグナンドがその場を仕切り直すと、二人にダンジョンデュエルの新種目と書かれた紙を渡わたした。

「新種目に参加する冒ぼう険けん者しやと魔物を集めたい。ウルカは冒険者を集め、ファフルーは魔物を集めてくれ」

　新しい種目の名前はダンジョン・ラン。

　ダンジョンをレース形式で駆け抜ぬける新しい対戦方式で、レグナンドとバエルが一いつ騎き打うちをおこなうと紙に書いてある。

　そして、他のメンバーはレース中に相手を邪じや魔まするサポートが出来る。また、コース上には様々なダンジョンの罠やギミックがあって、そういった障害をいかにクリアしていくかも見所にすると書いてあった。

「あれ？　ちょっと待ってレグ。魔王勇者連合ＶＳ真・魔王軍って書いてあるけど、今度のダンジョンデュエルは人間と魔物が一つのチームになるってこと？」

「そうだ。戦うチームが毎回魔物ＶＳ人間だと飽あきるだろ？　それに新しい種目がないとマンネリ化もする。けれど、新種目を定番化させたいなら初回にインパクトも必要だ。なら、お披ひ露ろ目めのタイミングとしては皆みんなの注目が集まるこのタイミングがベストなのさ」

「やった！　堂々とレグと同じチームになれる――べ、別に嬉うれしくなんてないからね！」

　魔物と人間の関係が難しい時期だからこそ、大衆はその二種族が手を取り合ったらどうなるのか見たくなる。

　それに、真・魔王と魔王、どちらがより強いのか知りたくなるのも人情というものだろう。

　レグナンドはバエルが魔物と人間の関係をかきみだしたのを利用して、そういった心理をついた新種目のプロデュースをおこなう準備を進めていたのだ。

「ちなみにアンジュのチャリティーライブで既に宣伝を始めている」

「さすがレグってば手が早い。って、あれ？　でも、そもそもバエルがこれに参加しなかったらどうするの？」

「フッ、その時は、バエルは一度痛い目を見たら二度と立ち向かってこない臆おく病びような魔物でしかない。俺の目がある限り、バエルは他の魔物を操ることは出来ないから、魔物が理性を失って暴れることはない。魔物と一緒にいても安全だと宣言するだけさ」

　もちろん、バエルが来なかった時はアンジュたち調停官とともにバエルを捕まえる算段だ。

　誘いに乗れば正々堂々と勝利すれば良し、誘いに乗らなければ謀ぼう略りやくによって捕まえれば良し。どちらにせよ、バエルはレグナンドのダンジョンデュエルの宣伝として扱われることとなる。

「ちょっとバエルがかわいそうになる話ね……。完全にレグの掌てのひらの上で転がされたあげく、どっちに転んでも宣伝扱いされるとか」

「にゃははー、レグっちにかかればどんなピンチも演出扱いにゃ。物語に出てくる主人公みたいな魔王だにゃあ」

「フッ、そういうことだ。バエルと街の空気の対応は俺に任せておけば良い。だから、ウルカとファフルーは協力者集めに力を貸してくれ」

　レグナンドが自信満々にそう告げる。まるで、もう既にダンジョンデュエルが終わった後のことも分かっているかのように。

「俺たちが全力で楽しく遊ぶことで、この空気を変えるぞ。そして、知らしめてやるぞ。魔物も人も魔王である俺がいれば楽しく過ごせるとな」

　そんなレグナンドの態度と言葉にウルカとファフルーは随ずい分ぶん明るい表情になった。

「うん、人間側は任せておいて」

「あぁ、頼んだぞウルカ」

　ウルカは任せてと言わんばかりに右手を掲かかげて部屋を後にする。

　そして、それに続いてファフルーも窓からベランダに出て行く。

「それじゃあ、お姉ちゃんもリストにあった子達に声をかけてくるにゃ」

「あぁ。くれぐれも頼んだぞファフルー」

「そんな心配そうな顔しないで良いよ。今度はみんな一発でＯＫ出すだろうから」

「ファフルー……そうだな。他の皆は快く協力してくれるだろうな」

「うん！　私はついでにライブの練習もしてくるね！」

「おいっ!?　ちゃんと仕事しろよ!?　俺が心配してるのは、ファフルーがライブの練習だけしかしてないって落ちだからな!?」

　ライブの練習もしてくると言った瞬間にファフルーが龍りゆうの姿になって空に飛び上がり、鼻歌交じりで飛んで行ったのを見て、レグナンドは大おお慌あわてでその背中に向かって声を張り上げた。

「……行っちまった。本当に大だい丈じよう夫ぶかな？　……まぁ、大丈夫か」

　案外ファフルーがフライングして愉ゆ快かいにライブしていた方が街の空気もマシになるかもしれない。レグナンドはそう自分に言い聞かせた。

「あいつらの手前、あぁは言ったが。弱音を吐はけないというのは大変だな」

　そして、やれやれと頭をかいて、自分の仕事にとりかかるのであった。
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　ウルカとファフルーが仲間集めに出て行った後、レグナンドの執しつ務む室しつの扉にノックがされた。

　その音に入れとレグナンドは答えると、アンジュが失礼致いたしますと言ってから入室する。

「ファフルーさんが龍の姿になって飛んでいるのを見ましたけど、始めるのですね？」

「あぁ、バエルの居場所を突つき止とめたからな。ダンジョンデュエルの用意を進めるために魔物を集めに出て貰もらった」

「私にも何か出来ることはありますか？」

「いや、既に十分役に立っている。アンジュのおかげでこっちが楽して動けているからな」

「いえ、人間と魔物が共に暮らしていける連れん邦ぽうを守るためなら、これぐらいして当然です」

　アンジュはそう言うとレグナンドの机に積まれていた書類に視線を落とし、レグナンドの近くに寄ってくる。

　その書類には、商人、職人、農家の人間宛あてに、レグナンドが責任を持つから魔物との取引を拒きよ絶ぜつしないよう頼む依い頼らい文ぶんと、流通を止めて欲ほしくない物リストが書かれ、魔物宛てに人間との関係はレグナンドに任せて、いつも通り暮らせという内容がしたためられていた。

「あの……レグさん、また無理していませんか？」

「無理？　何のことだ？」

「初めてのダンジョンデュエルの時、レグさんはスポンサーを集められませんでしたが、他の魔物達のことを思い、ご自身の財力で何とかされました。今回もまた全部背負い込んで動いているのでは？　と心配になりまして」

「……そんなことはないさ」

　レグナンドは口では否定したものの、内心驚いていた。

　レグナンドは今回かなり自分の大事な物を懸けている。

　魔王という立場、ダンジョンデュエルを運営する権利と金、そして人と魔物からの信用と信頼。自分の持っている物を全すべて懸けて、バエルを誘い出だそうとしているのだ。

　アンジュの言う通り、一人で全ての責任が取れるよう無理をしている。

「魔王たるもの堂々として、自分を信じてついてくれば大丈夫だって信じさせるのがレグさんですよね。大事なものを懸けても全く動じない姿を見れば、レグさんが勝って正しさを示してくれるって思っちゃいますから。これなら不安を抱いだく魔物も人間の皆さんも安心出来ます。こんな状じよう況きようなのにみんなに信じて貰えるなんて、レグさんは凄すごいですね」

「……それ、他の奴やつの前では絶対言うなよ？　俺がただ見み栄え張ってるだけってことが知られたら、みんなが不安になる」

「レグさんのそういう堂々としているところ、私も見習いたいってずっと思っていましたから。絶対に言いません。私とレグさんだけの秘密にします」

「……助かる。にしても、よく分かったな？　ウルカとファフルーは書類を見ても首を捻ひねるだけだったぞ？」

「私、会計と書類仕事は得意ですから。どういう意図があるかは大体分かります」

　アンジュの柔やわらかな笑え顔がおを見て、レグナンドは短く息を吐いて頭をポリポリとかいた。

　あっさりと書類から何をしているか全てばれたことが恥はずかしい訳じゃない。純じゆん粋すいな尊敬と好意、そして、どこか不思議な懐なつかしさに気恥ずかしさを感じたのだ。

「それを言うなら、アンジュの方こそ無理をしていないか？　今回の件でお父上と兄上とまた喧けん嘩かしていると聞いたが」

「あはは……。お恥ずかしながらその通りです。今回も魔物に肩入れするな、とシリウス兄様たちに反対されています。でも、きっとシリウス兄様たちもいつか分かってくれるはずです。だって、魔物の皆さんだって私たちの国の国民ですから」

　アンジュは少し困ったように笑いながらそう言った。

　歌姫と持ち上げられようと彼女はまだ十数年しか生きていない人間で、皇女という地位があっても、特別な力など持ち合わせていない。

　そんな女の子が一人、街の空気に対して挑いどんでいるのだ。

　不安を感じない方がそもそもおかしいのに、親兄弟とまでぎくしゃくしている。どう考えても頑がん張ばりすぎなのだ。

　だからこそ、レグナンドはアンジュが何故そこまで頑張れるか分からなかった。

「何故アンジュはそこまで頑張れるんだ？　バエルの問題は魔物側の問題なのだから、アンジュが力を貸す必要はない案件だろう？　それこそ魔王である俺おれか、調停官の仕事だ。不安なら目を背そむけて、放っておけば良いはずだ」

「いえ、私は人間と魔物が共に暮らしていける国を目指しているのです。魔物であれ、人であれ、不満の声を受け止め、問題を解決しようと挑ちよう戦せんするのは当然の責務でしょう」
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「ふむ。質問を変えよう。アンジュ、どんな理由があって魔物と人間が共に暮らす国を作ろうとしているんだ？」

「話すほどの大した理由はないですよ。お父様やシリウス兄様たちが聞いたらきっと鼻で笑ってしまうような理由ですから」

「構わんさ。俺が聞きたいんだ。俺は人間をもっと知りたい――いや、違ちがうな。俺はアンジュのことを知りたいんだ。個人としてアンジュに興味がある」

　レグナンドの頼みにアンジュは真っ赤な顔になると、口ごもって目を逸そらした。

「レグさんってさらっと凄いことしますよね……この前のフードみたいに……」

「アンジュ？　どうかしたか？」

「い、いえ、何でもありません。私が人間と魔物が共に暮らせる国を目指す理由でしたよね。何があってそんな想おもいを抱いたのか」

　アンジュは慌てて咳せき払ばらいすると、昔を懐かしむような柔らかい笑えみを見せた。

「あれは私がまだ五才の時のことでした。あまり身体が強くない私はお城に閉じこもった生活をしていたのですが、お城の外の世界を見たくなったんです。そして、こっそりお城から抜け出して街の中に飛び出したんですよ」

「へぇ、今のアンジュからは信じられないようなお転てん婆ば振ぶりだな」

「ふふ、お父様とお兄様からは今でもお転婆扱あつかいされてますけどね。でも、当時の私は城の中しか知らなくて、あっさり迷子になってしまってすぐさま途と方ほうに暮れました。そんな時です。同い年くらいの魔族の男の子が助けてくれたんですよ」

　そして、その男の子に連れられて、魔物と人間の子供たちが集まる遊び場へと連れて行かれたとアンジュは語る。

「そこで私は初めて友達が出来て遊ぶことが出来ました。その後、私は女学院に進学するため別の街に移ったので、彼かれらと遊べたのはその日限りだったんですけどね」

「でも、今も覚えているなら良い思い出だったんだな」

「はい。それと、私の目指す国の形が決まったのはその男の子たちのおかげです。名前ももう覚えていないですが、あの子たちと再会した時にまたみんなで笑いあっていたいですから」

　そう言って微笑ほほえむアンジュはとても幸せそうに見えた。

　その表情を見るだけでとても大切な思い出だったということが伝わってくるような、そんな顔だ。

「ふふ、実は今私が歌を歌っているのもその時のおかげです」

「ふむ？」

「得意なことを見せあうっていう遊びがあって、魔物の子は火を吐いたり、氷を作ったりし、人間の子は絵を描かいていました。――そして私は歌を歌ったんです。祈いのりを捧ささげる賛美歌しか知りませんでしたけど、魔物も人もみんな素す敵てきな歌声だと褒めてくれたことは今でも忘れられません。だから、私は歌を歌うんです」

「なるほど。全く以もつて恥じることのない話だった。ありがとう話してくれて」

　レグナンドが感謝を伝えると、アンジュは顔を赤く染めて恥ずかしそうに手をもじもじさせる。

「もう、私に恥ずかしい話をさせたんですから、レグさんも話してくださいよ。どうしてレグさんはそんなに人と人の文化に興味を抱いたんですか？」

「ふむ。俺の方こそ大した話ではない。俺は魔王と人間の魔法使いのハーフでな。生まれつき膨ぼう大だいな魔力を持っていた。だが、赤あかん坊ぼうでは制せい御ぎよ出来ないせいで人里には出せなかった。そうして、八十年ちょっと母上の作った地下魔王城で魔力の制御を学びながら過ごしていたという話は覚えているか？」

　そして、なんやかんやの修しゆ業ぎようの末、レグナンドは先代魔王である母に連れられて連邦の首都にやってきた。

　そんな話を以前、ウルカを交えて一度していた。その続きにレグナンドが人間好きになった原点があった。

「地下から外に出て、初めて人間の文化というものを見た。巨きよ大だいな城じよう壁へき、広大な街並み、千せん差さ万ばん別べつの道具の数々。地下のダンジョンでは見たことの無い輝かがやかしい物ばかりだった。それに強く憧あこがれと興味を抱いたのが始まりだ」

「そうだったんですね」

「あぁ、そして、そこでウルカを始め、様々な人間に出会った。文学、絵画、舞ぶ踊よう、音楽、歌、様々な文化を生み出す人間を見て、俺は自分の中に流れる人に血に感謝した。そして、何よりも決定的だったのが、とある娘むすめの歌だった」

「歌ですか？」

「あぁ、奇くしくもアンジュの話と似ているのだがな。ウルカたちに人間の文化を教えて貰う代わりに魔物のことを教えようという約束をしていた日に、何やら周りをキョロキョロ見回す娘がいてな。俺と同じようにこの都市に来たばかりの子だと思ったのだ。ならば、土と地ち勘かんのあるウルカたちに引き合わせれば観光も楽しめるだろうと思い、その娘を遊び場に連れて行ったんだ」

「え……？」

「だが、その後、ウルカに迷子であることを指摘され、親探しに行こうという話になったが、どうにもその娘の元気がなくてな。まずは元気を出すために遊ぶことにしたんだ。今考えればなかなかおかしな発想だがな。そして、それよりもおかしかったのがウルカの絵だ。あいつの絵は今でも酷ひどいぞ。猫ねこを描けば、地じ獄ごくの番犬よりもおどろおどろしい絵ができあがる。地獄の画が伯はくの称しよう号ごうが相応ふさわしいほどの腕うで前まえだ。アンジュにも見せてやりたい」

　レグナンドが子供時代のウルカの絵に思い出し笑いをかみ殺しているが、対照的にアンジュは黙だまって真まっ直すぐレグナンドを見つめていた。

「あの、その子は歌を歌ったんですか？」

「ん、あぁ、そうだな。何ていう歌の名前かは分からんが、とても心ここ地ちの好よい歌声だった。とまぁ、俺が人間に興味を持ったのはこの街と、俺が魔王の子でも普通に接してくれるウルカ、それとあの時の迷子の娘が歌った歌のおかげだな。人間との関かかわりを持とうと思ったのは、別に自分の血や生まれに従ったり、大義があったりした訳でもないんだ」

　人間と関わり合いたいと思ったのはもっと個人的な事情だ。

「あの娘のことが忘れられなくてな。もう一度会いたいのだが、あの娘が今どこで何をやっているか全く掴つかめない。だから、魔王の評判が上がって有名になれば、あの娘の耳に俺のことが届いて、向こうから会いに来てくれるかもしれないだろ。もし、また会えたらあの時の礼をしたいんだよ。出会えて良かったと。そして、知りたいのだ。この気持ちが初はつ恋こいというものなのかと」

　レグナンドは冗談を言うように笑ったが、すぐに小首を傾げた。

　というのも、何な故ぜかアンジュが真っ赤な顔で目を瞑つぶり、胸に手を当てて深呼吸していたからだ。

「どうした？　疲つかれて熱でも出たか？　必要なら休んでいくか？　それとも回復魔法をかけるか？」

「い、いえ、ちょっと驚いたものですから」

「驚いた？」

「ちょっと待って下さいね？」

　アンジュはそう言ってもう一度深呼吸をすると、突とつ然ぜん歌い始めた。

　いつものライブで聞く美しい歌声とは違う、子供の鼻歌のような歌い方だ。

　でも、その歌声でレグナンドはポカンと口を開けて固まった。

　何な故ぜなら、その歌こそ、レグナンドの記き憶おくの中にある少女から聞いた歌そのものだったのだ。

　レグナンドが驚きながらも声を出すのを我が慢まんしていると、アンジュは目を瞑ったまま歌い続けた。

　そして、最後の詞ことばを歌い終わると、アンジュはゆっくりと閉じていたまぶたを開けた。

「あの……レグさん、私の歌、どうでしたか？」

「……もしかして、あの時の迷子ってアンジュだったのか？」

「……みたいですね」

「ハハ、ずっと捜さがしていた奴がまさかずっと側そばにいたとはな。歌い方が昔と変わっていたせいで分からなかったぞ。上う手まくなりすぎだ」

「声変わりしましたし、女学院でちゃんと発声の練習もしましたから。それにレグさんだって成長しすぎて分かりませんでしたよ」

「まぁ、魔王だからな。人間とは成長が違うのさ。耳も丸かったのが尖とがったしな。人間でいう第二次性せい徴ちようというやつだ」

　結局、二人とも全く同じ理由で頑張っていたというオチだ。

　そして、そのことに気がつかず、お互たがいの過去を晒さらしあってしまった。レグナンドに至っては、アンジュに彼かの女じよが初恋の相手だと告白までしてしまったのだ。

　おかげで懐かしさと嬉しさと、どうにもしがたい恥ずかしさがレグナンドを襲った。

「まぁ、それほど、アンジュの歌は俺にとって衝しよう撃げき的てきだったということだ」

「そ、そうですか。ありがとうございます。嬉しいです」

　レグナンドもアンジュもお互い目を合わさず、ぎこちないやりとりが続く。

　自分が何を語ってしまったか、その自覚がどんどん大きくなるせいだ。

「い、今の私のことはどう思っているのでしょう？」

「む、昔より良い歌になったと思うぞ。上手になったし、声も大人っぽくなった。それに見た目も美しくなった。それと――」

「も、もう大丈夫です。あ、ありがとうございます。レ、レグさんも格好良くなりましたよ。それにすごく頼たよりになります」

「そ、そうか。ありがとう」

　レグナンドにとって恋れん愛あいというイベントは未体験のものであり、恋こいをするという感情をこうもハッキリと認にん識しきしたことがなかった。

　いや、正確に言えばアンジュと出会った日に生まれた感情が、今ようやく動き出したとも言える。会いたいのに二度と再会出来ないだろうからと封ふうじていた想いが、ぶわっと胸の中に溢あふれ出でてくる。

　そんな中、レグナンドは先ほどのアンジュとのやりとりで、かなり大だい胆たんなことをしてしまったことに今さながら焦あせり出したのだった。

「と、とにかくだ！　あの時アンジュと会えたおかげで、俺は人と共に暮らすことが楽しいと思えるようになった。感謝する。そして、これからもよろしく頼むということだ！」

「そ、そうですね。これからも変わりなくやっていけたら幸いです。家のこととか色々ありますけど、一いつ緒しよにいられたら嬉しいです」

　レグナンドはその気恥ずかしさに耐えきれず、強ごう引いんに流れを断たち切きった。

　本当ならもっと色々と積もる話もあったのだが、何から言えば良いのか分からず、上手く言葉が出てこなかったのだ。

　初恋だったかどうかも、もう確かく認にんするまでもない。

「……まさか魔ま王おうになってこんなに慌あわてふためくことになろうとは」

　先代魔王の母が人間の父に抱いた気持ちもこのようなものだったのだろうか。

（魔王を倒す最強の魔法は恋する心だって言っていたが……確かにあなどれん）

　確かにこんな気持ちを抱いてしまえば、人間を滅ほろぼそうという気は起きない。むしろ、その手を取りたくなってしまう。

　だからこそ、その手を取れるように、やらなければならないことがある。

「と、とにかく今は出来ることをしないとな。アンジュにはダンジョンデュエルの告知をし、街の空気のために歌を歌ってもらいたい。頼たのめるか？」

「はっ、はい。がんばりますね。でも、レグさんも無理しないでくださいね。私に出来ることがあれば手伝いますから。書類仕事とか会計とか出来ますから」

　お互い真っ赤な顔で目を逸そらしながら頷くと、アンジュはそのまま逃にげるように部屋を出て行った。

　そんなアンジュの姿を見て、レグナンドは長いため息をつきながら天を仰あおぐ。

「誰だれもが認める魔王にならないとな。アンジュが俺と一緒にいても家族と喧嘩しないで済むように」

　名を広めて昔出会った女の子と会いたいという望みが叶かなった。

　言いたいことも言えた。それで満足出来た――訳がない。

　もっと一緒にいたいのだ。魔王だの王族だのというしがらみなんて気にしないで。

「不安を抱く人間も、不満を抱く魔物も、敵視してくる王族でさえも、俺がいればどんな問題があっても大丈夫だって思えるくらい有名で人気者の魔王になる」

　そうレグナンドは改めて誓ちかうのであった。







第５章「僕ぼくらは、地下でやっと自由になれる」







　果たし状に記された日がやってきた。

　レグナンドの指示で魔王城の城門は固く閉ざされ、門番として最も硬いゴーレムが巨大な斧おのを構えて立っている。

　実はウルカによる事前の調査で、バエルが率いる魔物の軍団は牛の魔人ミノタウルスや邪じや悪あくな大だい蛇じやナーガ、そして首無しの暗黒騎き士しデュラハンといった強い種族が百体も集められていたことを、レグナンドは知っていた。

　となれば、厳げん戒かい態勢で迎むかえるのが礼れい儀ぎというものだろう。とレグナンドは本来必要の無い門番を立たせた。

　だが、そんなレグナンドの演出など知らないバエルは勝かち誇ほこった高笑いを始めた。

「くはっ！　くはは。何と物々しい門番か！　魔王レグナンドはよっぽど我われが恐おそろしいと見える。それにここまでの道すがら街の者も我らを恐れて外に一歩も出ておらんかった！　我らがこの国を支配したも同然じゃな！」

　バエルがもう既すでに勝った気でいるかのような高笑いをして、率いる部下の肩かたをパシパシ叩たたきながら城門の前にやってくる。

「どけ。でかいだけのでくの坊ゴーレムよ。真・魔王バエルが引導を渡しに来たのじゃ！」

　バエルがゴーレムの間に立ち、扉とびらに向かって声を張り上げる。

　すると、扉がギリギリと音を立ててゆっくり開く。

「くはは！　我に恐れおののけ、ふ抜けた人間と魔物たちよ！　――え？　なんじゃこれ？」

「「うおおおおおお！」」

　バエルが入城した途と端たん、地面を揺ゆらすほどの大だい歓かん声せいがわき上がった。

　扉を開くとそこは完全にライブ会場だった。小山をひっくり返したような大きさの会場で、くぼんだ中心には特設ステージが置かれ、ステージを囲うように何段もの観客席が設けられている。

　一体どれだけの人間と魔物がいるのだろうか。街の中心部に住んでいる人間と魔物のほぼ全てが集まっているのではなかろうかと思うほど、多くの人が魔王城の敷しき地ち内ないにいた。

　数にしておよそ十万。それが人間と魔物に分かれることなく、交ざり合うようにして席に座すわり、輝く棒を振ふり回まわしていた。

　そして、バエルはハタと気付いた。街に人がいなかったのは全員この会場に収容されているからだと。

「な、なんじゃこれは!?　何故こんなにも人間と魔物が集まっているのじゃ!?」

　多くの人を前にしてバエルが叫さけび、何故こんなことになっているのか分からず戸と惑まどっていると、さらなる混乱の渦うずに叩き込むような声が届いた。

　魔王城の中心でマイクをかかげて高らかに叫ぶファフルーの声だ。

「いえーい！　みんな集まってくれてありがとう！　今日もイカれたメンバーを紹しよう介かいするにゃ！　彼のような天才策略家でなけりゃ、百ひやく戦せん錬れん磨まの強者どものリーダーは務まらない！　魔王レグナンド！」

「フハハ、今日の余興は俺もドラムとして参加する！　皆の者、存分に楽しむと良い！」

　ファフルーのＭＣでレグナンドがドラムを叩いて存在をアピールする。

「次は冒険者から何とあの勇者ウルカちゃんがベースで参加！　魔法剣かまして、水着から聖せい剣けんまで何でもダンジョンから集めてくるよ！」

「全く何で私がこんなこと……。うぅー、メチャクチャ恥ずかしい。って、ファフルーお尻しりを叩かないでよ!?　あぁ、もうっ、ベースのウルカよ！　いえーい！」

　ファフルーに背中を叩かれたウルカがやけくそ気味にベースでメロディを弾ひきながら叫んだ。

「そして、この人を忘れちゃいけない！　王族？　姫ひめ様さま？　だから何？　ステージに立てばみんなの歌姫、アンジュちゃん！」

「皆さん、今日は集まってくれてありがとうございます。放映で見てくれている人もありがとうございます。皆さん、今日はどうか心ゆくまで楽しんでいって下さい！」

　アンジュが真ま面じ目めにぺこぺこと頭を下げる。その表情に緊きん張ちようは見られず、むしろ楽しんでいるようにも見えた。

「んでもって最後はこの私、ギター＆ボーカルの邪じや龍りゆうファフルー！　英えい雄ゆうだって殴なぐり倒して歌を聴きかせてやるわ！　でも、龍殺しの剣だけは勘かん弁べんね！」

　ファフルーがギターをかき鳴らし、ステージの上で火が噴ふき上あがった。

「私たち冒ぼう険けん野や郎ろうＤチーム！　一緒に歌いたい時はいつでも歌ってね！」

　最後にファフルーがバンド名を叫ぶと、四人の背景でカラフルな色の炎ほのおが爆ばく発はつして、ステージをど派手に演出した。

　首都のどんなお祭りやコンサートよりも派手な演出に、さすがのバエルや真・魔王軍も呆あつ気けに取られ、立ちすくんでしまう。

　そうして、真・魔王軍が沈ちん黙もくして数秒後、バエルが思い出したかのようにハッとして吼ほえた。

「バ、バ、バカにしてんのかああああああああああ!?」

　同時に青白い炎がバエルの手から会場に向けて放ほうり込まれた。

　そして、当たれば怪け我がどころでは済まされない呪のろいの業ごう炎えんが、あろうことか一いつ般ぱんの人間が集まる観客席に落とされ、青白い炎が会場を覆おおう。

「くはは！　この我をコケにしたことを後こう悔かいすると良いのじゃ！」

　バエルの高笑いが響ひびく。

　だが、不思議なことに悲鳴は一いつ切さい無かった。

　何な故ぜなら青白い炎が魔力を失って弱まり、観客席は全くの無傷だったのだから。

「なっ!?　何が起きたのじゃ!?」

「よし、みんな客席を守るぞ！　防ぼう御ぎよ魔法のかけ直しだ！」

「「対魔法結界！」」

　何と冒険者と魔物が力を合わせて、魔法の障しよう壁へきを張っていたのだ。

　そのおかげで、バエルの炎は観客席に落ちる寸前で受け流された。

　もちろんバエルが弱い訳ではない。もし、冒険者と魔物が個々の魔力で結界を張っていたらあっけなくバエルの炎が貫かん通つうして、観客は全員焼け死んでいた。

　しかし、今回にいたっては魔物と人間が魔力を同調させ、一つの強力な結界を張ったおかげで、真・魔王を名乗るバエルに対たい抗こう出来たのだ。

「何故じゃ!?　何故魔物と人間が手を取り合える!?」

　バエルが驚おどろいているのも無理は無い。

　なにせ、魔物と人間はいがみあっていたはずで、街中の魔物と人間の関係がぎこちないものになっていたのは確かだったのだ。

　そのはずなのに、人間と魔物が手を取り合い、助け合い、ともにイベントを楽しもうとしている。それがどうしても理解出来なかったようだ。

「教えてやろう魔王バエル！　さぁ、みんな、俺おれたちが手と手を取り合い、ここに集まった理由を教えてやれ！」

　冒険者の一人が声を張り上げると、魔物と冒険者はまるで心を一つにしたように息を揃そろえて――。

「サキュバスのパンツ！」「酒場でもてる！」「金！」「レンガ！」「男の精！」「かわいい服！」

　――のためだ。と最後になってみんなの声が重なり、ばばーんという効果音でもつきそうなポーズを決めた。

「どうだ？　俺たちが集まった理由がよく分かっただろう？　俺たちの心は一つだぜ！」

「見事にバッラバラじゃからな!?　何でまとまった感みたいなの出しとるんじゃ!?」

　バエルが拳こぶしを振り上げ、先ほどよりも大きな炎を作り出す。

　だが、その炎にひるむ者は誰だれ一ひと人りいなかった。

「真・魔王だかなんだか知らねえが、ダンジョンデュエルを潰つぶさせる訳にはいかないんだよ！　みんな防ぐぞ！」

「ふん！　なるほど。理由はバラバラでもダンジョンデュエルという一点でまとまったということか。その結束力は侮あなどりがたい。じゃがな！　愚おろかな人間とそれに毒された魔物たちよ！　お主らが結束することで本命ががら空きじゃ！」

　冒険者たちが観客席を強固に守っていたおかげで、ステージの上は誰も護衛がついていない。しかも、そのステージにいるメンバーはダンジョンデュエルの中ちゆう核かくをなす面子メンツだ。

　もし、そのメンバーの一人でも負傷すれば、この催もよおしは台無しになる。

「担かつぐ御み輿こしを無くして絶望するが良いのじゃ！　ゆけぇい！　カラミティフレア！」

　あまりにも突とつ飛ぴな催しで出で端はなを挫くじかれたバエルが、その催しを潰すため、その元げん凶きようであるレグナンドに向けて青い火を全力で放つ。

「フハハ！　バカめ！　我の攻こう撃げきを止めたければそのふざけた演奏をやめて我の相手を……あるぇ？」

　全力で放ったのだがその炎は壁かべにでもぶつかったかのように途と中ちゆうで止まり、花火のように上空へと打ち上げられて、綺き麗れいに爆発した。

「な、何ぃぃぃ!?　何故じゃ!?　演奏の手は止まっておらんのに魔ま法ほう障しよう壁へきが張られておる!?」

「説明しましょう！　ここは魔王レグナンド様が作った特設会場。観客席とステージには魔法を反射する結界が元々張られているのです！　もちろん、物理攻撃にも完全対応。身体が鉄みたいに硬くなる防御魔法の結界も張られています！　いわば、レグナンド様の攻こう撃げき封ふうじのダンジョン、ライブステージ風です」

「おい！　今喋しやべっとる奴！　さっきの結束がただの茶番に成り下がったのじゃが!?　というか、茶番に乗せられた我が一番滑こつ稽けいなんじゃが!?　バカめとか言っておいて我が一番バカを見たんじゃが!?」

「ご安心くださいバエルさん！　そもそもダンジョンデュエルは初めから遊びです！　楽しんだもの勝ちですよ！」

　バエルの叫びに解説者のお兄さんが答えると、バエルは真っ赤になった顔を押さえて地面にうずくまった。

　そんなバエルの仇かたきを取ろうと真・魔王軍の魔物たちが自じ慢まんの腕わん力りよくや武器で冒ぼう険けん者しやに襲おそいかかるも、全く歯が立たなかったせいで結局ライブを最後まで傍ぼう観かんするハメになってしまったのだった。

「恥ずかしがらないで～。あなたは本当はかわいい女の子～。ちょっとまぬけな女の子～」

「うっさいのじゃっ!?　歌詞も我への嫌いやがらせじゃろうこれ!?」

　そして、ヤジという名の合いの手を入れ続けるバエルであった。





＊






　バエルを始めとする真・魔王軍の妨ぼう害がいに全く影えい響きようされることなく、レグナンドたち冒険野郎Ｄチームのライブは大いに盛り上がった。

　もちろんこれもただの遊びではない。バエルという敵が現れてもギスギスした空気にならないためにレグナンドが用意した演出だ。

　ただ、ダシにされたバエルは明らかに不ふ機き嫌げんそうで、頬ほおをぷくーっと膨らませながら頬ほお杖づえをついている。

　そんなバエルの顔を見て、レグナンドは高笑いした。

「ふはは、なかなか楽しめたようだなバエル」

「この態度を見て我も楽しんでおるように見えるか？」

「あぁ、楽しくなければ帰っても良かったしな」

「我が帰ったら不戦勝する気満々じゃろうが!?　それで我らの悪評を流して面子を潰すつもりじゃろう！」

「ふははっ。なるほど。さすがに安い挑ちよう発はつには乗らなかったか。不戦勝で終わればどれだけ楽だったか」

　ダンジョンデュエルが始まる前から既にレグナンドの仕込みは始まっていて、ライブも仕込みの一つだった。それを見み抜ぬかれてしまったが、レグナンドは全く困っている様子は見せなかった。

「まぁ、代わりに随分と可愛かわいらしい姿を見せて貰えたから、お釣つりが来るほど楽しめたさ。明日の新聞の見出しは真・魔王バエル、実はかなり子供っぽい。カワイイヤッターにしよう」

「むっきぃいいい！　腹が立つのじゃあああ！　殺してやるぅ！　絶対殺してやるのじゃあ！」

「やる気を出して貰ったようで大変結構！　それじゃあ、今日のダンジョンデュエル特別会場ダンジヨンを生みだそう！」

　レグナンドはそう言うと、ステージの上で光る鍵かぎを魔法で生み出してステージの床ゆかに突き刺さした。

　すると、ステージの床が輝き出し、巨大な魔ま法ほう陣じんが生まれる。

　その魔法陣が淡あわく青色に輝きを放つと、ガチャリと大きな音がなって巨大な扉が作られた。

「さぁっ、記念すべき第十回目のダンジョンデュエルを始めようっ！」

　そのレグナンドのかけ声で扉がギギギと音を立てて開くと、レグナンドに続いて魔王冒ぼう険けん者しや連合のメンバーがステージに出来た穴へと飛び込み、その後を追ってバエルの率いる真・魔王軍が飛び込んだ。

　そうして、両軍が飛び込んだダンジョンは――ゴポゴポと音を立てながら溶よう岩がんの噴き出す火山の中に建てられた城だ。

　城の高さは巨きよ人じんが動き回れるほど高く、ドラゴンが全力で飛び回っても余るほど広い。

　本当に火山そのものを王都の地下に作ってしまったようなスケール感だった。

　そんな渾こん身しんの城を前にレグナンドはどや顔で鼻を鳴らす。

「フッ、今日のダンジョンは火山の中に隠かくされた魔王城というコンセプトだ。どうだ？　良く出来ているだろう」

「いやいやいや!?　この火山と溶岩本物じゃないの!?　街の地下に何てもの作ってるのよ!?　噴ふん火かして大変なことにならない!?」

　レグナンドの説明にウルカが大おお慌あわてで食いついた。

　一個の城を作るレベルの話ではない。自然の地形である火山丸々一つを地下に作り上げるなど、どの歴史書にも記されていない初めてのことなのだ。

　記されていたとしたら、神による天地創造が語られる聖書くらいだろう。

「落ち着けウルカ。そもそもここが本物の火山なら、今いま頃ごろ暑くて汗あせが出ているはずだろう？」

「あれ？　言われてみれば、溶岩だらけの火山にいるはずなのに暑くない。むしろ、涼すずしい？　何でだろ？」

「説明しよう。何故ならこの溶岩は俺の魔力を常に流し込み、岩を液体状に溶とかして流動させつつ、赤く光らせているだけで再現している張りぼてだからだ。魔力を流すのを止めたら普ふ通つうの岩になるぞ」

「まさかの力技だった!?」

「うむ、さすがに塗と料りようで地面を塗ぬっただけで溶岩と言い張っては雰ふん囲い気きが台無しだ。だから、こうして力技に頼るしかなかった。ダンジョンを作る者として次の課題が見えた」

「そこまで再現しなくても良い気がするんだけど……。一体何がレグをそこまで駆かり立たてるの？」

「趣しゆ味みだな。建築センスで人間には負けられん！」

　即そく答とうだった。

「あぁ、うん、なるほど。これ以上ない理由だわ。つっこむのは野や暮ぼね……」

　ウルカが呆あきれた笑みを見せながらも気を取り直して前を向く。

「それで、レグはあの城の中を走って、他のメンバーがサポートで呼び出される訳ね？　……あの事前の打ち合わせ通り」

「そうだ。説明は適任者に任せよう。解説者メント、頼んだぞ」

　レグナンドが天てん井じように向けて声をかけると、待ってましたと言わんばかりに天井に実じつ況きよう者しやキャスと解説者メントのいる実況席が映し出された。

「はい。では解説者メントが今回のルールについて説明しましょう。今回のダンジョンデュエルはダンジョン・ランという新ルールです。様々な罠わなや仕し掛かけが施ほどこされたダンジョンを最さい奥おうまで駆け抜け、折り返してスタート地点に戻もどることでゴールとなります。先にゴールした方が勝利ですね」

「なるほど。レース形式ということですね」

　二人の言う通り、今回の種目ダンジョン・ランはレース形式だ。

　ただし、足が速いだけで勝てるような単純なレースではない。

「ところで、ダンジョン踏とう破はの場合は戦せん闘とうで決着をつけていましたが、このダンジョン・ランでは戦闘行こう為いに制限はあるのでしょうか？」

「いえ、戦闘行為は全すべて許可されています。むしろ、その戦闘による妨害行動こそがレースの華はなと言っても良いでしょう」

「え!?　ってことは、相手を倒たおしたらゴールせずに勝ちになってしまうのでは？」

「いえ、倒れても蘇そ生せい魔ま法ほうで復活し、各エリアの入り口に戻されるだけです。相手を倒すだけで簡単に勝つことはできません。罠エリアを効率良く駆け抜ける知識と度胸、適度に相手を妨害する判断力と戦闘力、そういった総合力が問われる競技なのです」

「なるほど。単純なレースでも単純な戦闘でもない訳ですね」

「はい。そして、コースは大きく四つのエリアに分かれます。スタート地点の火山エリア、城一階エリア、城地下エリア、そして城の頂上エリアです。それぞれのエリアには特とく徴ちよう的てきな罠がしかけてありますので、どんな罠が待ち構えているのかもお楽しみにしてください」

　エリアが四つに分かれていることで、一時的に大差がついても罠次第で一発逆転することも出来る上、ゴール直前は逆転用のギミックもある。最後まで気の抜けない競技だ。

「さて、ではルールの基本説明も終わったことですし、今回の特別ゲストを紹介しましょう！　今回実況席にお越こし下さったのはアンジュ皇女です！」

「キャスさん、メントさん、よろしくお願いします」

　何と今回はアンジュが実況席のゲストとして現れた。

　もちろん、これもレグナンドの仕込みで、サプライズ的に登場したアンジュのおかげで会場は大盛り上がりとなっていた。

　会場があっという間にアンジュコールで埋うめ尽つくされるくらいの人気振りだ。

「すごい歓かん声せいです。さすがは今をときめく歌うた姫ひめアンジュ様ですね。では、最後にそんなアンジュ皇女から今回の特別ルールをお伝えいただきます」

「はい。今回出走者はレグナンドさんとバエルさんだけですが、他のメンバーはレース中に召しよう喚かんできるお邪じや魔まキャラとして登場します。これがその召喚用のアイテム、ブレイブ・ボールです。レグナンドさんよろしくお願いします」

　アンジュはそう言うと、ポーチの中から魔法陣が描かれた赤いブレイブ・ボールを取り出した。

　そして、映し出される映像がレグナンドに変わると、レグナンドの手の中にも同じ赤いブレイブ・ボールがある。

　レグナンドがそのブレイブ・ボールをポカッと叩くと、突然光を放ち――。

「こうして名前を呼ばれると召喚される訳だ」

　何とアンジュが実況席からレグナンドの隣となりに転移したのだ。

　突然のアンジュの転移に実況者と解説者が面めん食くらって驚いているが、アンジュは気にせずニコニコと解説を進めた。

「ダンジョン各地に転がっているこのブレイブ・ボールを手に入れて、相手に投げることで妨害しながら自分は進むということも出来ますし、仲間に罠を解除してもらうなんてことも出来ます。ただ、この転移は三十秒で元の場所に戻ってしまいますから、使い所が肝かん心じんになります。ただ、要所要所で手に入りますので温存しすぎないようにも注意ですね。特に一位の選手が最後のコースに入ると、一発逆転が狙ねらえるよう二位の選手の場所にブレイブ・ボールが出てきますから、最後まで仲間を信じて諦あきらめないで戦って下さい」

　その解説通りアンジュは三十秒経たつとダンジョンから消え去り、元の実況席に戻っていた。

　こうして今回のキーアイテムであるブレイブ・ボールを見せつけたレグナンドは、バエルにもブレイブ・ボールを投なげ渡わたして確認させる。

「これが俺おれとお前の勝敗を分けるアイテムだ。お互いに百体の手下がいるが、召しよう喚かん出来るのはブレイブ・ボール一つにつき一体まで。状じよう況きように合わせて誰を、どこで、どう、使うのか？　魔王として、皆みんなを統すべる者としての資質が問われるということだな」

「武器や体内に仕込んだ道具やモノは一緒に召喚されるんじゃな？　例えばうちにはミミックがおるのじゃが、箱の中身は置いてけぼりということはあるまいな？」

　ミミックは宝箱に擬ぎ態たいするモンスターで運動能力はほとんど無い。

　けれど、先行して爆ばく弾だんをたっぷり仕込んだミミックを召喚することで即そく席せきの罠を作ることも出来る。

　そんなバエルの狙いを推測しつつ、レグナンドは頷うなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。召喚した者の持っているものは一緒に召喚される。ミミックを始めとした何かに潜ひそんでいるモンスターは本体だけじゃなく、器に入れているモノもちゃんと転移する」

　まとめると、このダンジョン・ランは一対一のレースのように見えて、団体競技としての要素もあるのだ。多くの仲間がいるとそれだけ打てる手が増えるからだ。

　仲間の力を借りて、自分に有利な状況を作り出し、相手を出だし抜く。そういった知ち恵えと連れん携けい力りよくも働かせなくてはならない。

　つまり、今回の対決は魔王冒険者連合ＶＳ真・魔王軍の、１００ＶＳ１００の大規模レースなのだ。

　そして、肝心の走るダンジョンについては、実況席に戻ったアンジュが説明を再開していた。

「さて、実況席に戻りましたし、もう一つ解説させてください。肝心のダンジョンの構造ですが、調停機構がダンジョンを検査して、指定された罠をダンジョンに配置しました。罠の種類もバエルさんにお伝えしており、レグナンドさんだけが秘密の抜け道みちや罠の場所を知っている不平等が無いよう配はい慮りよしています。バエルさん側だけが不利になるような仕掛けはありませんから、真・魔王軍に賭かける皆みな様さまもご安心ください」

　ダンジョンデュエルは賭け事ごととなる以上、対立する両チームが公平に戦えるというのが大原則だ。

　それは、相手がダンジョンデュエルを無くそうとするバエルでも変わらない。

　もし、ここで何かフィールドに小細工をして圧勝し、ダンジョンデュエルを続けることが出来ても、その先は常に疑ぎ惑わくの目にさらされ続けることになってしまう。

　そうなっては賭と博ばくの対象にされないし、魔物たちの再就職にも響いてしまうだろう。それをレグナンドは嫌きらい、正々堂々とダンジョンデュエルのルールに従いフィールドを作ったのだ。

　そうやっていつも通りにすることで、レグナンドはバエルの手た綱づなを握にぎっているように見ている人達たちに、不正はないと印象づけようともしているのだ。

「アンジュ皇女、解説ありがとうございました。では三十分間のコース確認と作戦会議時間の後、いよいよダンジョンデュエル新競技ダンジョン・ラン開始です！」

「冒険者券をお買い求めの方は券売所にお並びください。もちろん、ダンジョンデュエル新聞を買ってからでも大丈夫です。ちなみに今日の冒険者券を三千ルーン以上購こう入にゆうすると後日、ライブの入場券にもなりますので是ぜ非ひ買ってくださいね。試合の途中で追加購入することも可能ですよ」

　そして、こんな状況でもちゃっかり賭け事にしてしまったレグナンドに、ファフルーとウルカは苦笑いをするのであった。

「にゃー、レグっちは転んでもタダでは起きないにゃぁ。アンジュちゃんにあんなこと言わせたら、ファンの子たちは絶対冒券を買っちゃうにゃ。ボロ儲もうけにゃ」

「ホントちゃっかりしてるというか、えげつないというか。でも、握あく手しゆ券けんよりマシ――マシかなぁ？」

「……いや、これはアンジュの案なんだ。今回前座と仕掛けに金をかけすぎたことを見み抜ぬいた後、絶対に黒字にして見せますからって言って、実況席にも入ることになったんだよ」

　レグナンドの言葉が嘘うそではないと気付いたファフルーとウルカは顔を見合わせ、目を互いに逸そらした。

「まぁ、さっきの言葉は聞かなかったことにしといてやるよ」

　どうせ後で知ることになるのだから。書類仕事と会計を握ったアンジュが、実はダンジョンデュエルの中でとんでもない実力者なのだと。
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　作戦会議から三十分後、レグナンドとバエルはスタート地点に並んでいた。

　スタート地点は城に続く吊つり橋ばしのように細い道で、周りではボコボコと溶岩が音を立ててうねり、足場に当たる溶岩が真っ赤な飛沫しぶきを上げている。

「くふふ、レグナンド、魔王でいられるのも後少しじゃな？　今日でこのダンジョンデュエルは我の物になるぞ」

「くはは、お前が勝てたらだがな？　今からでも様々な醜しゆう態たいをさらして威い厳げんを失った後どう振る舞まうかを考えると良い」

「むっきぃ！　絶対に吠ほえ面づらかかせてやるのじゃああ！」

「フッ、お前の涙なみだ目めの姿を全国に晒してやろう」

　スタート前にお互いが牽けん制せいし、邪悪な笑えみを見せながらにらみ合う。

　そして、ついに魔王の座を懸けた勝負が始まった。

「では、アンジュ皇女、スタートの合図をお願いします」

「はい。――ダンジョン・ラン、レディ――ゴーッ！」

　アンジュの合図で火山が噴火し、溶岩が天井に向けて激しく噴き上がる。

　魔王の座を決するレースに相応ふさわしい荒あら々あらしい開幕合図だった。

「両者同時にスタート、僅わずかにレグナンド様が先行！　バエル選手は背後について魔法の青い炎を生み出した！」

　開幕からバエルはレグナンドを爆発する炎で攻撃して、溶岩に吹ふき飛とばすつもりだったらしい。

　足場は細い。下手に避よければ足場から足を滑すべらせ溶岩地帯に落ちてスタート地点に転移させられる。

「食らえぃ！　カラミティフレア」

　バエルによる正々堂々なんて全くない開始直後の不意打ちだ。

　青い炎がレグナンドの背中目がけて飛んでくる。だが――。

「俺に気を取られていると最初の罠に足をすくわれるぞ？　ほら、そこの地面の色をちゃんと見とけよ？」

　青い炎が迫せまる瞬しゆん間かん、レグナンドは前方に大きく跳ちよう躍やくしてバエルの炎を回かい避ひする。

　その後を追ってバエルが二発目の炎を発射しようとした。その瞬間だった。

　バエルの足場がガタッと音を立てて崩くずれ始めたのだ。

「のじゃ!?　崩れる!?」

　慌ててバエルが跳躍し、崩れる足場が溶岩に呑のみ込まれる。

「スタート地点の火山エリアの罠は崩れる足場！　所々に入ったヒビを回避して進まなければマグマに真っ逆さまだ！」

「ちなみに崩れる場所は地面の色が黒くなっていますので、ちゃんと見れば回避出来ます。レグナンド様はそれで先にジャンプをした訳です。もちろん、これは調停機構が加えた罠なので、レグナンド様は自力で気付かれています」

　解説者メントの言う通り、レグナンドは今回の罠の種類を知っていても、仕掛けられた場所を知らない。

　それでも、レグナンドは持ち前の観察眼で罠の場所を見抜いたのだ。

　おかげでレグナンドは落下する足場を的確に飛び越こえ、罠に引っかからず崩れる足場エリアを突とつ破ぱする。

　それに少し遅おくれてバエルが、のじゃあ！　のじゃあ！　と悲鳴を上げて足場を崩しながら走っていた。

「さすがレグさん……おほん、レグナンドさんですね。ダンジョンを作り出す魔王としてダンジョンの違い和わ感かんには敏びん感かんなようです。でも、バエルさんの方もすごい身軽さですね。足場を崩しながら走っているのに、一度も溶岩に落ちずに復帰しています」

「アンジュ皇女、別にレグさんでも良いと思いますよ？」

「そ、そうですか？　実況と解説は中立と聞いたのですが」

「大丈夫ですよ。アンジュ皇女は特別ゲストですから、中立の縛しばりはありません」

「それでしたら、この後は普ふ段だん通りレグさんとお呼びしますね」

　アンジュと実況者キャスのやりとりがレグナンドの耳にも届き、レグナンドは口元が緩ゆるんでいることに気がついた。

　アンジュにレグナンドさんと呼ばれるのはどうも他人行ぎよう儀ぎな感じがして、少し不満だったのだ。それがいつものレグさんという呼ばれ方になった途端、心の中で何かがしっくりとはまった。

　それに加えて、ダンジョンデュエルの試合でアンジュ本人から応おう援えんの声を聞けたのは、今回が初めてで新しん鮮せんだった。

「では、アンジュ皇女、レグナンド様とはどういう関係なのですか？　ぶっちゃけ恋こい人びと関係なのでは？」

「はい、私にとってレグさんは大事な――ええ!?　何を突とつ然ぜん言い出すんですか!?」

「賭けになっているんですよ。皇女と魔ま王おうの禁断の愛は成じよう就じゆするか？　って」

「何てことを賭けにしてるんですか!?」

　アンジュが驚きのあまり叫び、同時にレグナンドも叫んでいた。

「マジで何してるんだよ!?　この国の国民は何でも賭けにするなぁ!?」

　レグナンドは自分のことを棚たなにあげて止めようとした。

　しかし、効果はなかった。実況席の二人はガン無視である。

「ちなみにレグナンド様を射止める女性の一番人気はアンジュ皇女、次いでウルカちゃんとファフルーさんが同率の二番人気です。以下サキュさんたちが続きます。レグナンド様の恋れん愛あい模様に関して賭けをしたい方は冒券と一いつ緒しよにどうぞ！」

　実況者キャスの余計な一言で、レグナンドの後ろからウルカとファフルーが何かを叫ぶ声がしている。

　同時に観客席からどよめきと誰だれを推おすかで盛り上がる声が届いた。

　むしろ、魔王なら一人に絞しぼるなんてことはしないだろう、なんて声も上がっている。

「おい！　実況者！　なんて賭けを盛り上げるんだよ!?　ダンジョンデュエルのレースを盛り上げろよ!?」

「さて、では本気で怒おこられる前にダンジョン・ランの実況に戻りましょう。レグナンド様は今城門を越えて中に入りました」

　吊り橋のように細い足場を駆け抜け、魔王城の城門をくぐると、宙に赤色に輝かがやくブレイブ・ボールが八個横一列に浮ういていた。

　レグナンドはそこを通ると、二個ブレイブ・ボールをキャッチした。

　それに遅れてバエルも入城してブレイブ・ボールを二個キャッチして、レグナンドを追う。

「さぁ、両者、ブレイブ・ボールを二個同時に使うか、一個ずつ使うか。この一方通行のつるつる床エリアをどう突破するのかあ!?」

　レグナンドとバエルが駆け込んだ城一階エリアは、矢印の書いてある床がびっしりと敷しき詰つめられている。

　広さはかなりあり、街の商店街の一画くらいは入りそうだ。

　そんな広い場所の床にかけられた魔法は、その床の上に乗ってしまうと描かいてある矢印の方向へ無む理り矢や理り身体が流されてしまうものである。しかも、一度乗ると床がつるつる滑るので、抗あらがうことも逃にげることも出来ない拘こう束そく力りよくまで持っている。

　一度矢印に乗って運ばれると、その先にはまた三つの分かれ道があり、それぞれに矢印が描かれている。扉に近づく正解は一つしかなく、外れを引くと最初の入り口に戻される仕掛けになっている。

　それを五回も繰くり返かえすコースだ。まるで迷いの森の迷めい路ろである。

「正解のルートはただ一つ。一度立ち止まって正解コースを見つけてから進むか、直感に任せて突つき進すすむのか!?　それとも仲間を使って知恵を借りるか!?　魔王としての知恵が試ためされます！」

　もし、間ま違ちがえれば大きな時間ロスになってしまうし、対戦相手に正解ルートと外れルートの情報を与あたえてしまう。一つの失敗で相手を大きく有利にさせてしまう罠エリアだ。

　そのことを瞬しゆん時じに理解したレグナンドは足を止め、床の矢印がどこへ向かっているかを脳内で描き始めた。

　一方、バエルはフッと笑うとブレイブ・ボールを天高く放り投げて天井にぶつけ――。

「我の下に来るのじゃ。ハルハル！」

「ピィッ！　呼ばれたッピ！　何すれば良いッピ？」

　ハルハルと呼ばれた魔物は、手の代わりに翼つばさの生えた人型の魔物ハーピーだ。

　その翼となった両手をバサバサと羽ばたかせることにより空を飛ぶことが出来る。

「バエル選手、ここでハーピーのハルハルを召喚！　ですが、この距きよ離りを飛んで越こえるには難しいぞ！」

　実況者キャスの言う通り、召喚時間は三十秒程度なので、ハーピーがバエルを運んでいる最中に時間切れで落ちてしまう。

「ハルハル、上からならこの矢印の道の正解が最後まで分かるじゃろ？　道案内するのじゃ！」

「なるほど。任せるッピ」

　上から見ればスタート地点からゴール地点まで全ての矢印が見られる。

　バエルの狙いは確実な正解をすぐに導くことだったのだ。そして、その狙い通り、ハーピーはバエルに耳打ちをすると時間切れで消えた。

「くはは！　この勝負我の勝ちじゃ！　永遠にそこで悩なやむが良い、レグナンド！」

　そう言ってバエルが矢印の道に踏ふみ込もうとする時だった。

「なるほど。ただのアホじゃなくて、魔物の特性を良く理解しているんだな。ならば、俺も人間の力を理解しているところを見せようじゃないか！」

　レグナンドもブレイブ・ボールを投げて、バエルの前に仲間を召喚したのだ。

　けれど、召喚した仲間はトップ冒険者のウルカではなく、戦闘力では中ちゆう堅けんの冒険者ヤスダだった。

「フッ、俺の出番が来たようだな。良いだろう！　魔王に俺の力を貸そう！」

「おっと！　ここでレグナンド様！　冒険者のクズダを召喚した！」

「いや、ヤスダさんですからね。ですが、ヤスダさんで一体どんな妨害をおこなうつもりなのでしょうか？　探たん索さくスキルと潜せん伏ぷくスキルに長たけていて、奇き襲しゆう攻こう撃げきが得意な選手です。真正面からの攻撃は苦手な印象がありますが、どんな活かつ躍やくをしてくれるのか期待しましょう」

　緑の盗とう賊ぞくヤスダをレグナンドは召喚した。

　メントの言う通り、ヤスダは攻撃でも魔法でも強い技を持ち合わせていない。

　けれど、俊しゆん敏びんさと獲え物ものを正確に狙う鋭するどい目、他の誰にもない研とぎ澄すまされた技がある。

「ふん！　こんな雑魚ざこ、蹴け散ちらしてくれるのじゃ！」

「うわっ!?　こっわ!?　フックスティール！」

　立ちふさがるヤスダにバエルが炎ほのおを叩たたきつける。それをヤスダは横に飛んで回避した。

「あーっとクズダ選手、何も出来ず終じまい！　バエル選手、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで正解の矢印を踏んで前に進んで行くー！　答えは最後まで見えているようだ！」

　コンマ一秒の足止めすら出来なかった。誰もがそう思い、観客席の映像からはため息と悲ひ嘆たんにくれる声が漏もれていた。

　だが、そんな中、レグナンドは先に進んで行くバエルの背中を見て、邪じや悪あくな笑みを見せている。

　そして、良くやったヤスダと呟つぶやいた。

「いえ、ちょっと待って下さい！　ヤスダさんの手に何かあります！　何か黒い物が！」

　レグナンドとヤスダが仕掛けたことに、最初に気がついたのはアンジュだった。

　そんな彼かの女じよの気付きの声で皆の目が一いつ斉せいにヤスダの右手に注がれる。

　そこには黒いレースの布きれが握られていた。

「パンツァァ……フォオオオオオ！」

　そして、ヤスダは迷わずそれを被かぶった。

「パンツだあああ!?　クズダ選手！　何とすれ違ちがった瞬間、バエル選手のパンツにフックを引っかけて盗ぬすんでいたあああああ！　何という神かみ業わざだあああ!?」

「のじゃ？　パンツ？　あれ？　言われてみればお股またがスースーする……のじゃああ!?　何するんじゃああああ!?　パンツ返せえええええ！」

　実況者の叫さけびで正解の矢印の上に乗っていたバエルが何をされたかようやく気付き、涙目になって後ろを振ふり向むく。だが、すでに矢印に流されているバエルは戻ることも出来ず、ただただ矢印に乗って流されているだけ。

　その悲痛な叫びだけがどんどん遠くなっていく。

　そんな叫びを無視して、ヤスダはレグナンドに近づくと拳を突き出してきた。

「フッ、今だぜ魔王様。ここは俺に任せて先に行けよ。みんなの大事な場所を守るんだろう？」

「その格好で格好付けられるなんて、お前は本当に逸いつ材ざいだな……。お前今パンツ被っているただの変態だからな。普通に捕つかまってもおかしくないからな？」

　レグナンドは自分がヤスダを召喚したことを全力で棚にあげて、どん引きした。

　そして、パンツを被った変態の拳を無視して、先ほどバエルの乗った正解の矢印を踏む。そして、彼女が最後にわざと踏んだ間違いの道を選せん択たく肢しから外して、正解の道に乗った。

　レグナンドがその正解の矢印に流される間、観客席からは「良くやったクズダ！」という叫び声ごえと「クズダの変態！」という悲鳴の大合唱が流れていた。

「のじゃああ！　我のパンツ！　パンツ返すのじゃああ！」

　そして、バエルがパンツを取りに涙目で帰り用の矢印に流されていく。

「いきなりこれだけ恥はずかしいところを見せたら、もうバエルにどれだけ威い張ばられても怖こわくないだろう。これでようやく本当にダンジョンデュエルを始められる」

　レグナンドは観客の反応に手て応ごたえを感じて、ホッと息をついた。

　首都の空気を重くした魔物が、パンツを盗まれたあげく涙目になって取りに戻る様子を見せられたら、怖さなんて吹っ飛んでしまう。

　そんな狙い通り、バエルの恥ずかしがる姿は観客たちを良く盛り上げてくれた。

　ついでにバエルの怒いかりも先ほど以上に激しくなっていたが――。

「絶対に許さぬ！　レグナンドオオオオオ！」

　顔を真っ赤にして叫ぶバエルがパンツをはき直して矢印に飛び乗っている。

　そんなバエルの声をスルーしたレグナンドは無事に一方通行床エリアを抜けた。

　すると、目の前に地下に続く階段が現れる。

「第二エリア、一方通行つるつる床をトップでクリアしたのはレグナンド様だ。だが、安心は出来ないですよ！　次のトラップはすぐに発動しますから！」

　実況者キャスの言う通り階段を下りると、途中でガタンという音がする。

　レグナンドがその音に振り返ると、壁のように大きな鉄球がレグナンド目がけて転がって来ていた。

「第三のエリア、地下エリアは鉄球トラップゾーンです。名前の通り鉄球が転がって来ます。安全地帯を見つける観察力と、鉄球が転がるタイミングを見計らって飛び出す度胸が必要です！」

「なお、触ふれたら地下エリアの入り口に戻される転移魔法がついています。いわゆる即そく死しトラップですね。また鉄球を壊こわして進むことは出来ません。魔法も物理攻撃もかき消されます」

　先へ進みたければ安全地帯に止まってやり過ごすしかない。そういう仕掛けだ。

　このエリアの構造は単純で、ひたすら直線で長さは三百メートルほど。奥おくに続く扉とびらが豆まめ粒つぶのように見える。一転して横よこ幅はばは狭せまく、両手を広げたら壁に触れられそうな広さしかない。

「自分で言うのも何だけど、本当に面めん倒どうで厄やつ介かいなトラップを作ったもんだな」

　このエリアで大事なことは焦あせって前に進まないこと。安全地帯となる横穴で鉄球をやり過ごしてタイミングを見計らうことだ。

　その基本にしたがってレグナンドは目の前に見つけた横穴へと飛び込んだ。

　そして、鉄球をやり過ごし、横穴から飛び出すと後ろからまた新しい鉄球が転がってきた。

　けれど、鉄球の音以外に誰かの叫ぶ声がする。

「のじゃああああ!?」

　バエルが鉄球に追いかけられて涙目になりながら走っている。

「何でこの鉄球、我われが走るより速いのじゃあああ!?」

「説明しましょう。この鉄球は動くモノを見つけると、必ずその動くモノより速く転がるよう魔法がかけられているのです。安全地帯に入って身を隠すか、対戦相手を鉄球にぶつけて一緒にスタート地点に転移させないといけません」

　ただ単にスピードを競きそうのではなく、知恵と機転、そして相手を邪魔する力が必要なエリアなのだ。

「のじゃあああ!?　卑ひ怯きようじゃあああ！」

　だからこそ、レグナンドのように安全地帯に飛び込まなければならないのだ。

　しかし、安全地帯には今レグナンドがいる。しかも、手の中には魔法の炎が握られていた。

「助かった安全地帯じゃ！」

「悪いがここは満員だ。炎よ奔はしれ。フレアランス」

「ってレグナンド!?　のじゃあ!?　何するんじゃ！　危ないじゃろ!?」

　レグナンドが安全地帯に入ろうとするバエルに向けて槍やりの形をした魔法の炎を投げると、バエルはそれを全力跳躍で回避する。

　だが、そのせいでバエルは安全地帯に飛び込むことは出来なくなった。

「そういう競技だ。鉄球に潰つぶされて、また入り口から走って来い」

「嫌いやじゃ！　ここで戻されたら我は負ける！　同どう胞ほうのためにも我は絶対に負けられぬのじゃ！　何かに当たって消える鉄球というのならロッチ！　ここは頼たのむのじゃ！」

　だが、バエルは諦めずにブレイブ・ボールを地面に向けて投げつけた。

　すると、丸太のような大きく太い大だい蛇じやロッチが現れる。横幅はこの地下通路ギリギリいっぱいあってかなり窮きゆ屈うくつそうだ。パッと見ただけでは、ここで大蛇を呼んだのは失敗に見えたのだが。

「ワイの出番やな！　バエル様、ワイの頭に乗るんや！」

　その大蛇の上にバエルが飛び乗ると、大蛇ロッチが一段と加速した。

　その一いつ瞬しゆんでバエルと大蛇ロッチは僅かながらも鉄球との距離を引ひき離はなす。

　それで逃げ切きれたと思われたが、この鉄球は元々レグナンドの用意したトラップ。そんなに甘あまい作りをしていない。

「大蛇ロッチ速い！　一瞬で鉄球から距離を離しました。しかし、鉄球もさらに加速して距離を詰める！　このままだとバエル選手は捕まってしまいます！」

「ワイを誰やと思っとる！　バエル様率いる真・魔王軍の四天王、大蛇のロッチ様や！　こないな鉄球屁へでもないわ！」

　そう大蛇ロッチが叫んだ途と端たん、鉄球がフッと消えた。

　何かにぶつかって転移したのだ。ぶつかったのはバエルとロッチだと誰もが思った。

「あぁっとロッチ選手捕まった！　バエル選手ごとスタート地点に戻されてしまう」

　後ろを走っていたレグナンドですらそう思っていた。

　それなのに――。

「いや違います！　な、な、なんと！　ロッチ選手、バエル選手を頭に乗せたまま先へと進み、レグナンド様から距離をぐんぐん離していくぅ！　一体何が起きたんだああああ!?」

　大蛇ロッチはバエルを頭に乗せたままレグナンドの先を駆けていた。

　さすがのレグナンドも見えていないところで何が起きたかまでは分からず、目を丸くした。

「脱だつ皮ぴして皮を盾たてにしたんです。一瞬、キラキラ光る大きな物がロッチさんの身体から剥はがれるのが見えました。書物の知識で恐きよう縮しゆくですけど、蛇へび型がたの魔物がやむを得ず逃げ出す時に使われる手口ですよねメントさん？」

「アンジュ皇女よくご存ぞん知じですね。その通りです。脱皮した皮にはロッチ選手の魔力、体温、細さい胞ぼうが残っていたでしょうから、生物として鉄球が反応したんですね。ですが、そう何度も使える手段ではないはずです。二度目はないでしょう」

　アンジュとメントの解説を聞いて、レグナンドは感心したように手をポンと叩いた。

　蛇型の魔物にとって脱皮による身代わりは一日に一度使える奥の手てがあったのだ。だが、メントの言う通り二度目は無い。

「バエルのやつ、やるじゃないか。さっきのハーピーと言い、大蛇と言い、魔物の特性を熟知している。だが、二個目はどうする？　時間もそろそろ三十秒だ」

　レグナンドは自分の背後に迫る鉄球を横穴に隠れて回避すると、またすぐに横穴から飛び出して鉄球の後を追う。

　脱皮はもう使えない。大蛇ロッチもそろそろ消える時間だ。

　加速する鉄球を避ける術すべはもうないはずなのだ。だから、この鉄球が消える頃ころにはバエルは入り口に転移させられているか、安全地帯に逃げ込んで足を止めている。

　そこで妨ぼう害がいすればまた先行出来るはずだった。

「くっ、ロッチの速度なら脱皮を使って鉄球に追いつかれる前に抜ぬけられると見たが、このままでは捕まってしまうのじゃ。何とか安全地帯に――」

「バエル様なら勝ってくれるって信じてまっせ。ワイが手伝えるのはここまでや」

「待てロッチ！　何をするつもりじゃ!?」

　そう聞こえてきた言葉にレグナンドはハッとした。無いと思っていたはずの二度目はある。

「バエル様、後は頼みましたわ！　ワイの屍しかばねを越えていってくだせえ！」

「ロッチィィィ！」

　鉄球がレグナンドの予想よりも早く消えたのだ。そして、消えた鉄球の遥はるか先にはゴール近くで転がっているバエルがいる。

　大蛇ロッチはバエルを前方に投げ飛ばし、自分から鉄球に向けて飛び込んだのだ。

「ロッチ選手、自分から鉄球に飛び込んでバエル選手を助けました！　見事と言うほかない自己犠ぎ牲せい精神と忠誠心！」

　これはダンジョンデュエル。死人が出ない遊びだ。

　けれど、本気になってのめりこめば、本気で命を懸けていると錯さつ覚かくさせられることもある。見ている観客だけでなく、参加している者たちすらも。

「お主の願い、確かに受け取ったのじゃ！　その死を無む駄だにはせん！　我らの誓ちかい必ず果たしてみせるのじゃ！」

　バエルが涙を拭ぬぐいながら全力でレグナンドの先を走る。

　その姿にレグナンドは少しバエルに対する考えを改めた。

　真・魔王を名乗るだけあって、魔物たちからの信しん頼らいは厚い。どうやらただのちんちくりんではないようだ。

　そして、バエルも配下に負けないくらい真・魔王軍のメンバーを大切にしている。

　そんなバエルのひたむきな姿と、真・魔王軍が身を挺ていしてまでバエルを助ける姿に、観客の反応も変わり始めた。

「あれ？　バエルって実はすごい仲間思い？　かなり慕したわれてるけど……」

「最初は怖いって思ったけど、こうして見ると何というか……かわいいなアホっぽくて」

「でも、ちょっとカッコイイよな。真しん剣けんに戦っている姿が熱いっていうかさ！　アホだけど！」

「え？　もしかして、バエルがこのまま勝っちゃうとか？」

「戦せん闘とうじゃなくて速さを競うレースならワンチャンレグナンド様に勝てるかも!?」

　バエルの姿に何か感じ始めた人間と魔物が現れたのだ。

　その声を聞いた瞬間、レグナンドはフッと笑った。

　そもそもダンジョンデュエルは魔物にとって自己アピールの場なのだ。その場でバエルと真・魔王軍は図はからずも人間達にすごいと思わせている。

　レグナンドがダンジョンデュエルという場を設けたおかげで、魔物が怖いという空気を作ったバエルですら、魔物も意外と情に厚くてカッコイイと思わせることが出来ている。

　バエルたちの本気の姿が人の心をあっさり動かしてしまったのだ。

「思った以上に良い演出になったようだ。これは次も盛り上がるぞ」

　レグナンドが想定した以上にダンジョンデュエルという仕し掛かけが効いていて、思わず笑いたくなっていた。

　でも、レグナンドはこみ上げる笑いをこらえてバエルの後を追い、鉄球を回避しながらエリアを抜けた。

　そして、地下の扉を開き、その先にあったブレイブ・ボールを拾いながら階段を駆かけ上あがる。

　その先に待ち受けているものは――最終エリア玉座の間だ。

「バエル選手が先に玉座の間に到とう着ちやく！　ここのエリアはいわゆるボス戦ゾーン。対戦相手の陣じん営えいで最も強い冒ぼう険けん者しやか魔物が現れます！　いわばダンジョンの主、魔王役ですね！　倒たおして指輪を手に入れることでゴールに戻もどることが出来ます」

「くはは！　お主か！　因いん縁ねんはあるが相手にとって不足ありじゃな！　お主程度我の敵ではないのじゃ！」

　実じつ況きよう者しやキャスの声とバエルの高笑いがレグナンドの耳に届く。

　それに少し遅れて、相手にとって不足ありとバエルが侮あなどった相手の姿が見えた。

「ウルカちゃん、魔王デビューおめでとう！　いやん、ちょい悪、えっちな格好もよく似合うわ！　不良娘むすめ風も良いわ！　とても良いわ！」

「だから私は人間の勇者ですってば!?　魔王になったつもりも、不良になったつもりもありませんから！」

　勇者の末まつ裔えいウルカが顔を真っ赤にしながら叫んでいた。

　今のウルカはいつもの白い調停官の装備ではなく、黒い水着ビキニに鎧風の飾りをつけたかなり露出度の高い姿をしている。

　いわば暗黒勇者ウルカちゃんなのだ。

「いやーん、怒ったウルカちゃんもカワイイ！　でも、何でウルカちゃんって勇者と人間に拘こだわるの？」

「だ、だって、私が人間の勇者じゃないと、レグと対等でいられる人間がいなくなっちゃうから……私もレグと対等の立場でずっと一緒にいたいし……。って、何言わせるんですか!?」

「超ちよう健け気なげ！　ウルカちゃんの新衣装と今の言葉で恋愛模様の賭けが変動！　アンジュ皇女と並んだあああ！」

「キャス先せん輩ぱい、それ本当にやってるんですか!?　後で集計票を燃やしに行きますから！」

　どうやらレグナンドがやってきたことには気付いていないらしく、ウルカはバエルそっちのけで実況のキャスと騒さわいでいる。

　ただ、長年の付き合いもあって、さっきのウルカの言葉が本気であることはレグナンドにもすぐ分かった。

　自分と対等でいたいから。

　それが嬉うれしくて、レグナンドはレース中だというのに足を止めてウルカと向き合った。

「綺き麗れいだな。うん、マジで綺麗だ。ウルカよく似合ってるぞ」

「え!?　き、綺麗!?　そ、そうかな？　私綺麗かな？　えへへ、レグに綺麗って言われちゃった。ちょっと恥ずかしかったけど着てみて良かったかも」

　レグナンドの一言にウルカは短いスカートの裾すそを掴つかみ、もじもじし始める。

　そんな可愛かわいい仕草に、対等であろうと頑がん張ばるウルカがもっと見たくなって――。

「うむ。この見た目ならウルカは魔ま王おう役やくでも十分やっていけるな！　人気になるぞ！」

「そっち!?　魔王扱あつかいするなら二度と着ないよ！　というか、そもそもアンジュ皇女が着てって言わなきゃ、この服を着るのは断ってたわよ！　私は人間の勇者なんだから！」
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「よし、ならば次からはアンジュ経由でまたお願いしてもらうことにしよう。今回の一度きりはもったいなさすぎる！」

「酷ひどい!?　あんた魔王なの!?　って、魔王なんだよねぇ！　酷くて当然だったわ！」

　だから、これからも張り合って貰もらう。なんて言葉を心にしまってレグナンドはニッと不敵に笑う。

　そんなふうに二人していつもの口くち喧げん嘩かを始めていると、青い炎が二人の間を通り、ウルカの姿が隠かくれるほどの大だい爆ばく発はつを起こした。

　その爆発の余波で発生した煙けむりのせいで、ウルカがどうなっているかは分からない。

　もし倒されていたら、転移させられて指輪だけがその場に残されていることになる。

「よもや卑怯とは言うまいな？　我の前で油断して乳ちち繰くり合っていたのが悪いのじゃ」

　バエルが炎を片手にニヤリと邪悪な笑みを見せる。

　けれど、次の瞬間、その顔に冷ひや汗あせが垂れた。

「油断？　何言ってるのさ。これは余よ裕ゆうだよ」

　ウルカが炎の煙の中から雷かみなりを帯びて飛び出し、瞬時にバエルの懐ふところに詰め寄よって剣けんを振るったからだ。

「というか乳繰り合ってなんかいない！　べ、別にレグのお嫁よめさんとか興味ないしっ！　レグと結けつ婚こん出来てもぜんっぜん嬉しくないし！　でも、レグがして欲ほしいなら仕方ないかな！　うん、仕方ないよね！」

「なっ、直ちよく撃げきのはずじゃ！　って、怖っ！　こいつ何で怒りながらにやけておるのじゃ!?　言ってることもメチャクチャじゃ！」

　ガキィンと金属のぶつかる音がする。ウルカの攻こう撃げきをバエルが死神の鎌かまを取り出してギリギリ防いだのだ。

「くっ、人間の皮を被った化け物め！」

「バエルが弱いだけだよ。私は小さい頃からずっとレグとファフルー相手に戦争みたいな遊びをしてきたの。レグの方がよっぽど速いし、ファフルーの方がよっぽど攻撃が重いからね。この程度防げなかったら、二人を相手に遊べないよ？」

「ハッ！　魔ま物ものと人の融ゆう和わを図る調停官が魔物を相手とした戦争を遊びとはな！　となれば、我がけしかけた魔物と人間の争いも認めるが良い！」

「違う。私は魔物と人間が争うことを正しいとは認めてなんかないよ。喧けん嘩かも暴行も見つけたらちゃんと調停するから」

「何を言う！　現にお主は今我と戦って笑っておるではないか！　それが争いを楽しむ何よりの証明！　魔物と人の喧嘩や争いも実は楽しんでいるのじゃろう？」

「違うよ。怒りとか憎にくしみとか悪意でやる喧嘩は調停官として私が止めてみせる。けれど、ダンジョンデュエルは喧嘩じゃなくて遊びなんだよ。遊びなんだから全力で遊んで何が悪いのさ！」

　ウルカが魔ま法ほう剣けんを使った激しい連続斬ぎりを放ち、バエルが激しい爆発によって押おし戻されていく。

　雷、炎、氷とともに瓦が礫れきが四散する中、レグナンドが戦場を通り過ぎる。

「ウルカ、そのままバエルを押しとどめてくれよ！」

「任された！　レグがゴールするまでここにはり付けてみせるよ！」

　レグナンドが先へと進むと真・魔王軍のボスが召しよう喚かんされる距離になった。

　玉座から転移の魔ま法ほう陣じんが飛び出し、魔法陣の中から白い光の粒つぶが噴ふき出だしたのだ。

　そして、その光の中から黒い馬に乗った漆しつ黒こくの騎き士しが実況者のかけ声とともに現れる。

「真・魔王軍のボスは漆黒の首無し騎士デュラハール。先代魔王軍四天王の一人です！」

　漆黒の騎士の名はデュラハール。彼かれはレグナンドを見ると恭うやうやしく礼をした。

　その行動にレグナンドも抜きかけた剣を納めた。

「久しいですな、魔王レグナンド様。随ずい分ぶんと大きくなられた」

「デュラハールか。九十年ぶり程度になるか？」

「はい。先代魔王様に呼び出されて、あなた様の顔を見た時以来ですな」

　デュラハールはレグナンドの母となる先代魔王に仕えていた魔物で、人間と戦争をしていた時に多くの冒険者を屠ほふってきたと言われている。

　勇ゆう猛もう果か敢かんで大だい胆たん不ふ敵てき、先代魔王軍最強の武を誇ほこると言われ、戦場を駆ける姿から死の風とまで呼ばれたらしい。

　百年前の魔物にとっての大だい英えい雄ゆうだ。それほどの男が何な故ぜかバエル側にいる。

「バエルについた理由を聞いても良いか？」

「某それがしは戦働きしか知らぬ古い魔物。戦で力を求める声あらば加勢するだけでございます」

「そうか。バエルは良き主か？」

「某が裏切ったとお怒りにならないのですな？」

「そもそもデュラハールは誰も裏切っていないからな。お前はもう引退した先代魔王の母上に仕えた身だ。俺おれに仕えた訳ではない。なら、裏切られもしていないし、怒る理由もないのさ。まぁ、先ほどの質問には答えて貰いたいがな」

「フッ、実に良い面つら構がまえでございます。某のことを微み塵じんも恐おそれていない。ならば、魔物らしく己の欲ほつする物は力ちから尽ずくで得てくださいませ！」

　デュラハールの馬が駆け出し、レグナンド目がけて身みの丈たけ以上もあるランスを突き刺さそうと突とつ進しんしてくる。

「良かろう。俺が勝ったら先ほどの質問には答えてもらうぞ！」

　だが、レグナンドはその攻撃を避けようとせず、真正面から飛び込んで行った。

　そして、レグナンドのマントが貫つらぬかれ、レグナンドの身体がランスの根元にまで滑っていく。

「ああっとレグナンド様、デュラハール選手の突とつ撃げきをもろに食くらってしまったあ！」

　実況者キャスが驚おどろきの声をあげ、観客席も驚きのあまり立ち上がってしまう客が現れる。

　魔王レグナンドが初めて倒される瞬間がやってきたように見えたのだ。

　けれど、その中で一人違う反応を見せる人がいた。

「違います。レグさんは自分から相手に突撃したんです」

「自分から？　どういうことですかアンジュ皇女」

「デュラハールさんを相手に逃げれば、その逃げた距離の分だけ馬に速度が乗ります。逆に言えば、加速し始めた時の速度はそれほどでもありません。レグさんなら一瞬でそれぐらい判断出来るはずです。ウルカさんと戦い慣れたレグさんなら」

「え？　あっ！　レグナンド様健在！　ランスを脇わきに抱かかえてデュラハール選手に取り付いている！」

　アンジュの言う通り、レグナンドはデュラハールのランス突撃に飛び込むことでランスを掴み、デュラハールに肉にく迫はくしている。

　そして、雷を帯びた剣を抜き、デュラハールの頭から振り下おろした。

「なんと魔王レグナンド！　一いち撃げきで大英雄デュラハールを切り捨てた！　大英雄を過去のものにしたあああ」

「さすがですレグさん！　後は指輪をゴールに持ち帰るだけです！」

　実況キャスとアンジュの言う通り、レグナンドの攻撃でデュラハールの身体が鎧ごと砕くだけ散ちり、頭だけがレグナンドの足元に転がり落ちた。

「まさか某の速さと槍に微塵も恐れを抱いだかぬとは……」

「アンジュの言う通り、お前より初速の速いウルカと戦い慣れているからな。まぁ、最高速だったらこうも簡単にはいかなかったかもな」

「お見事……。大英雄と讃たたえられた某ですが、時代に取り残された某ではここまででしたか。しかし、まぁ、たった一合とはいえ、全力で槍を振るえるのはやはり心躍おどり、胸高鳴りますなぁ……。こればかりは夢より現実の方がはるかに勝まさります」

　たった一撃で魔物の大英雄が倒された上、手も足も出ない圧あつ倒とう的てきな敗北だった。

　それでもデュラハールは満足そうに目を細めている。

「約束だデュラハールよ。バエルは良き主か？」

「はい。人の世の中では生きられぬ、争い戦うことしか知らない某たちを操あやつることで戦の夢を見せ、誇りと居場所を取とり戻させた良き主です。しかも、人と戦ったことの罰ばつを全すべてお一人で受け止めて下さっている。バエル様がいなければ某たちは戦いの夢を見ることすら出来ず、調停官に逮たい捕ほされて封ふう印いんされていたことでしょう」

「そうか。あいつはお前たちにとっては良き王だったのか。何故手下たちに慕われているのか、ようやく合が点てんがいった。だったら、ちょっと演出方針を変えるか」

「レグナンド様、あなたは一体何を……？」

　レグナンドはデュラハールの言葉でバエルたちのことがようやく理解できはじめた。

　この短いレースの間だけでも、バエルが真・魔王軍に慕われていることは分かったし、仲間思いなのも伝わった。

　デュラハールの言葉を借りるなら、もともと持っている力に誇りを持てるよう、バエルは真・魔王軍の魔物たちを導いたのだ。

　それともう一つ、同胞のためにも負けられないとバエルは叫んでいた。きっとその言葉に他意は無く、バエルは魔物たちの居場所と誇りのために本気で戦っているはずだ。

　では、なぜダンジョンデュエルを潰す必要があったのだろうか？

　魔物の居場所を作りたいという目的はレグナンドと同じはずなのに。

　その最後の謎なぞについてレグナンドが考えながら、ゴールの切きつ符ぷとなる指輪を拾った瞬しゆん間かんだった。

「どうじゃ！　勝ったぞ！　我の勝ちじゃ！　見たか！　くははは！　やった！　やったのじゃ！」

「ウルカちゃん!?」

　実況者キャスの悲鳴のような声がしてレグナンドが振り返ると、ウルカがうつぶせに倒れてピクリとも動かなくなっていた。

　その側そばには身の丈以上の鎌を両手で抱え、翼のような黒い腕うでが生えているバエルがいた。

「これが我の真の姿と真の力じゃ！　楽しませてもらったぞ調停官！」

　捻ねじれた角が伸び、手足には禍まが々まがしい紋もん様ようが浮うかび上がっている。

　その手足の所々に切り傷や焼やけ焦こげた痕あとがあるのを見るに、かなりバエルがウルカに押されていたのだろう。

　けれど、それを一撃でひっくり返した何かが起きたのだ。

「ウルカの服装に乱れは無いし、怪け我がも無い。その黒い腕で魂たましいを抜ぬき取って、身体と魂を切り離す即そく死し技わざか。魔王と死神の血を継ついだだけはあるな」

「くかか。察しが良いのぉレグナンド。魂抜きの腕と魂たましい狩がりの鎌。これが魔王であり死神でもある我の力じゃ。かすめただけで肉体と魂を剥ぎ取る我の力に恐れおののけ。いつぞや吹ふき飛とばされた時とは訳が違うのじゃ！　我が魔王になるためにも、お前には絶対負けぬ！」

　バエルの言葉はハッタリではなく、バエルの身体から黒い霧きりのようなものが溢あふれ出している。目で見えるほどの濃こい魔力が漏れ出しているのだ。

　その姿に実況者は声を失い、観客の間にどよめきが広がる。

「まさかあのウルカさんが負けるなんて!?　嘘うそだろ!?」

「これレグナンドも危ないんじゃないか？　魂を抜き取られるんだぞ？　さすがの魔王でも魂を抜かれたら倒されるんじゃないか？」

　そんな不安の声が場を支配していた。

　バエルが鎌をクルクルと振り回まわし、レグナンドはバエルへ静かに剣を向ける。

「改めて問う。バエル、お前は何で魔王になりたいんだ？」

「魔王の血を引く者として、魔王の座に返かえり咲ざくためじゃ」

「質問を変えよう。お前は魔王になって何がしたい？」

「デュラハールのように人の社会に溶とけ込めない魔物の不満を発散できる場を用意する。つまり、今まで我がけしかけてきた魔物と人間のストリートファイトを公式の催もよおしにするのじゃ！　我の催しは良いぞ。互たがいが我の魔法で夢うつつ、何も覚えていないのに気分だけスッキリするからの！　恨うらみ辛つらみはなしじゃ！」

　デュラハールのように戦うことしか知らない魔物に、戦いが出来る居場所を作る。

　ダンジョンデュエルのように遊び場や自己アピールの場としてではなく、戦うことを楽しむ場を作るとバエルは胸を張って宣言した。

　結局のところ、バエルの動機はくすぶっている魔物の幸せのためというシンプルなもので、レグナンドがダンジョンデュエルを立ち上げた経けい緯いと良く似ている。

「狂きよう化かの魔法で魔物を暴走させる事件を起こしたのは、魔物たちのガス抜きのためだったのか？」

「そうじゃ。なにせ、狂化の魔法によって操られたとあれば、調停機構も暴れた魔物と人を罰せられないからな。罰せられるのは我だけとなる。そして、暴れた者たちは皆みなスッキリじゃ」

　精神支配の魔法を受けた者が起こした被ひ害がいは、暴れた者に損害賠ばい償しようを請せい求きゆう出来ない。

　精神支配によって起きた事件は、そう動かした術者しか罰することが出来ない法があるからだ。

　ずる賢がしこい話ではあるが、バエルも暴走させる魔物の立場を考えていたらしい。

「そうして、我は魔物が罰せられないよう力を貸して、うっぷんを晴らしてきてやった。皆、多かれ少なかれ今の世の新しい生活に不満と不安があったからな。という訳でお主のダンジョンデュエルも発想は我のストリートファイトのパクリじゃな！」

「……お前、ただのアホじゃなくて、意外と真ま面じ目めに魔王やってたんだな。真面目に魔物たちの不満を受け止めて、どうにかしようとしていた訳だ」

「む？　急に素す直なおになったのお。じゃが、くかか、お主もようやく我の力を認め、ひれ伏ふす気になったか」

「あぁ、もし、みんなに出会っていなかったら案外お前と同じことをしていたかもしれないからな」

　もし、アンジュとウルカに出会っていなかったら、ファフルーが人間の社会に先に溶け込んでなかったら、魔物のガス抜きのためだけに暴れられる場を作るだけで終わったかもしれない。

　でも、今は絶対にそうならないと誓って言える。

　ダンジョンデュエルが始まってから楽しく競い合う冒険者や魔物たちと盛り上がって楽しんでくれる街の人々。

　そして、バエルと真・魔王軍の面々が見せた真剣に戦う姿とバエルが勝かち誇って笑う顔。

　ただの喧嘩でも勝負場でも作れない姿。このダンジョンデュエルあそびだから変わった魔物と人をレグナンドは見て来たから――。

　自分が魔王としてしたことは間ま違ちがいでないと堂々と言い張れる。

「ふはは！　ならば、俺は魔王として、お前を本気で楽しませてやろう！　お前たちをストリートファイトより、ダンジョンデュエルの虜とりこにしてみせよう！」

「のじゃ!?　どうしてそうなった!?」

「俺のダンジョンデュエルをパクリと言われて一瞬腹が立ったが、そのダンジョンデュエルをお前が楽しめれば、俺の方が魔王として相応ふさわしいということになるだろう！」

「どういう理り屈くつじゃて!?　お主も大たい概がい頭おかしいじゃろ!?」

「ハハ！　フハハ！　罵ば倒とうで誤ご魔ま化かそうたってそうはいかない！　さっきお前がウルカを倒した瞬間、楽しそうに笑っていたのを俺は見ている！　つまり、お前の精神支配による催しより俺のダンジョンデュエルの方が優すぐれていると、お前は認めているということだ！」

　レグナンドの問いにバエルはうぐっと声を詰つまらせた。

　そんなバエルの反応にレグナンドは追い打ちをかけるように、懐からブレイブ・ボールを取り出して、自分の足元に落とした。

「魔物が不満と不安を抱いているのなら、より魔物を楽しませることが出来る方が魔王に相応しい。つまり、俺の方が魔王に相応しいということだな！」

「そ、そういうことじゃったか！　って、べ、別に楽しくなどないのじゃ！　ちょっとむかついた奴やつをぶっとばせたからスッキリしただけで！」

「素直じゃないなぁ。なら、楽しいって言うまでもっと遊んでやるか。出番だウルカ！」

　レグナンドが召喚したのは、先ほど負けてスタート地点に戻されたウルカだった。

　ダンジョンデュエルは死人が出ない。怪我もしない。だから、何度だって本気で全力で楽しめる。

　恨み辛みも後あと腐くされなく全力で遊べるのがこの遊びの良いところだ。

「さっきは油断したけど一度見た技わざは二度と食らうつもり無いわ！　覚かく悟ごしてバエル！」

「のじゃあ!?　何でそんなピンピンしてるのじゃ!?　我がさっきお主を倒したはず！」

「それがダンジョンデュエルの良いところだよ。何度だってこうやって力比べが本気で出来るんだから。倒し倒されたせいで尾おを引くようなこともないしね」

「ならば、まさかこちらも出来るのか？　我を守れデュラハール！」

　ウルカが飛び出した瞬間、バエルの隣となりからレグナンドが倒したばかりの首無し黒騎士デュラハールがランスを構えて、バエルの前から駆け出す。

「まさかまた全力で槍が振ふるえるとは。愉ゆ快かいなり！」

「大英雄、邪じや魔まするならあなたからよ！　紫し電でん二式！」

「相手が勇者とは不足なし！　我が槍で貫く！」

　ウルカの雷かみなりの刃やいばとデュラハールのランスが今度は最高速度でぶつかり、紫むらさき色いろの大爆発が起きた。

　その爆発で二人の獲え物ものが粉々に砕け、すごい勢いで吹っ飛んでいく。

　だが、その爆発が晴れた後にレグナンドとバエルはいなかった。

　二人は既すでにゴールに向けて城の頂上から飛び降り、城の外がい壁へきを走はしり抜けているところだったのだから。

「おい、バエル。デュラハールの顔見たか？　あいつ吹っ飛んでった時笑ってたぞ？　やっぱり遊びだからこそ本気で戦いを楽しめるんだよ。狂化なんてかかってたら、こうした楽しい思い出も残せないだろう？」

「ふん！　それを言うならあの調停官、我に届かぬと見るや折れた剣をこちらにぶん投げて来たぞ？　おかげで角に刺さったわ！　狙ねらいがもう少しずれていたら頭に刺さって死んでおった！　あいつどれだけ執しゆう念ねん深ぶかいんじゃ!?　狂化かかってない!?　瞳どう孔こうの開ききった目つきが超ちよう怖こわかったのじゃが!?　遊びで戦っておらぬじゃろ!?　本気で殺すつもりじゃろ!?　超怖いんじゃが！」

　バエルが角に刺さる折れた剣を引き抜き、ぽいっと放ほうり投なげる。

　レグナンドとバエルはお互いの手下の健けん闘とうを讃えつつ、お互いをコースから落とそうと剣と鎌をぶつけ合っていた。

　今二人の走る城の外壁は中庭へと続く一本道、トラップはなく最後にバルコニーから中庭に飛び降りるだけの道だ。

　だが、この人が四人程度しか通れない細い道から外へ弾はじき落とされれば、また屋上から走り直しさせられる。少しの油断が大おお幅はばなタイムロスを生んでしまう場所なのだ。

　言うなれば、相手の足を最も引っ張れるエリア、妨害ゾーンである。

「この最後の妨害ゾーンで相手に落とされると、また屋上から走り直さないといけないので、ほぼ勝ち目がなくなります。逆に言えば、ここで相手を落としたチームが勝利すると言っても過言ではないでしょう」

「メント先輩の解説を聞くと、今までのレース展開が台無しになった感がすごいんですけど、これ解説しない方が良かったのでは？」

「僕ぼくの解説まで台無しにするの止めてくれませんか!?」

「みんなの代わりに言ってみました。でも、最後まで一発逆転があるっていうロマンと緊きん張ちよう感かんが大事なんですよ。さぁ、この狭せまい通路でブレイブ・ボールをどう使って切り抜けるのか必見ですよ！」

　しかも、妨害用にブレイブ・ボールまで用意してある。

　走者と召喚された仲間による激しいレーシングバトルがダンジョン・ラン最後の華はなだ。

　そして、戦いの鍵かぎとなるブレイブ・ボールをレグナンドとバエルがキャッチすると、先に動いたのはバエルだった。

「ええい、さすが腐くさっても魔王。全く攻撃が当たらぬ！　ならば、出いでよミノ！　迷めい宮きゆうの檻おりに封ふうじ込められても、壁かべを壊こわして抜け出そうとしたお主なら、この程度の城は軽々吹き飛ばせるじゃろう！」

「モオオオ！　任せろおおおおお！」

　バエルが人二人分はある大きさの牛の魔人ミノタウロスを召喚する。

　すると、召喚されたミノタウロスが手に持った斧おのを振り落おとした瞬間、レグナンドの走る足場が城の壁ごと吹き飛ばされて宙に浮いた。

　硬かたい城の床ゆかと壁がまるで砂をスコップですくい取って捨てられるかのように軽々崩くずされ、投げ飛ばされてしまったのだ。

　ミノタウロスはその余りある力で事故を起こし、その懲ちよう罰ばつのせいで迷宮に封じられた。

　けれど、彼は何とか脱だつ獄ごくしようと迷宮の出口を探すために幾千、幾万もの壁を壊してさらに力を付けた。そんな彼にとって、石の城じよう壁へきなど砂糖菓が子しのように脆もろく感じられただろう。

「ああっとレグナンド様、床ごとコース外に弾はじき飛ばされたあ！　さすがはミノタウロス、とんでもない剛ごう腕わんだ！　これは戻れない！　レグナンド様はコースアウトで城の頂上からの再スタートになります！　これは決定的な差が生まれてしまう！」

「いえ、空中に弾き飛ばされてもレグさんにはあの方がいます！」

　この先にはもう足止め用のトラップは無い。

　ここで落とされてリスタートしてしまったら、距きよ離りが離されて追おい抜くことはレグナンドですら難しくなる。

「まさか床ごと吹っ飛ばすとはな。バエルのやつ、ミノの扱あつかい方かたを良く分かってやがる。ならば、俺も魔物の力の使い方を見せてやろう。来いファフルー！」

「んにゃー！　やっと出番にゃ！　レグっち遅おそいよ！　お姉ちゃんがどれだけハラハラドキドキしたか分かってるのかにゃあ？」

「ファフルーには一番カッコ良く盛り上がるシーンで来て貰うって言っただろ。魔王のピンチに颯さつ爽そうと登場するなんて最高の演出じゃないか」

　吹き飛んだ瓦礫の上から飛び降りたレグナンドは邪じや龍りゆうファフルーを召喚し、その背中に乗った。

「邪龍ファフルーがここで来た！　レグナンド様、ギリギリでコースアウトを回かい避ひ！」

　ファフルーはよっぽど待つのがじれったかったのか、出てきた瞬しゆん間かん、口から炎ほのおを既にこぼして興奮しているようだった。

「ふふん、それはお姉ちゃんがレグっちに一番頼たよりにされているってことでいいのかにゃ？」

「そういうことだ。バエルを焼き払はらえ！　ここで一気に差を広げてゴールを確実にするぞ」

「任せてよ。んんーっ！　にゃああああっ！」

　ファフルーはレースのコース上に戻りつつ大きく息を吸うと、中庭から城門に向かって走るバエルに熱線のブレスを吐はいた。

　バエルであろうと当たれば一撃で消し炭になり、一瞬で転移させられるだろう。

　そうなれば、屋上からの走り直しとなり、レグナンドとの差はひっくり返せないほど大きくなる。

　だが、バエルを直撃するかと思った熱線は寸すんでのところで巨きよ大だいな牛の魔人の背によって遮さえぎられた。

「ンモオオオオオ！　バエル様、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ミノ!?　お主なぜ!?　死なぬとは言っても死ぬほど痛いはずじゃ！　実際、角に剣が刺さった時メチャクチャ痛かったぞ！」

「バエル様、俺たちの恩人。俺を迷宮の檻から解放した。俺、バエル様守る。俺、役に立つ」

「ミノ……！　仇かたきは取る！　我を天高く放り投げよ！」

「ンモオオオオオ！」

　ファフルーのブレスをまともに食らって耐たえられる者など魔物にもほとんどいない。

　上位の魔物であるミノタウロスですら、たったの数秒で身体は焼け落ち、光の粒となって散っていく。

　けれど、その一瞬でバエルはミノタウロスによって空へと放り投げられ、ファフルーと同じ高さまで跳ちよう躍やくした。

「食らえレグナンドオオオオ！」

「ファフルー避よけろ！」

　そして、バエルは手に持っていた大鎌をファフルーに向けて投げつけ、翼つばさを切りつけた。

「あぶにゃっ!?」

　ファフルーが何とか反応して身体を捻ったおかげで、彼かの女じよの傷は浅い。

　ほんの少しかすめただけのかすり傷だ、

　そのはずなのに、ファフルーの翼はかくんと垂れて、折れたように動かなくなった。

「んにゃっ!?　あれ!?　翼に力が入らない!?　ごめんレグっち、このままだと墜つい落らくにゃ！」

「我わが鎌は魂を刈かり取る死神の鎌！　かすめただけでも魂が引きはがされる！　魔王とともに落ちよ！　我の勝ちじゃ！　ふは！　ふはは！　あーはっはっは！　これで魔王の座は我のものじゃ！　ダンジョンデュエルを我色に染め上げてやるのじゃ！」

　片方の翼を奪うばわれたファフルーがバランスを崩してきりもみ回転しながら地面に向けて落ちた。

　ファフルーの巨きよ躯くが床に勢いよくぶつかり、城の壁や床が砕けて破は片へんが飛び散る。

　そうして脆くなった城壁ではファフルーの身体を支えきれず、レグナンドとファフルーはともに場外へと落ちて、屋上へと転移させられた。

「にゃー……ドジした……」

「ファフルー大丈夫か？　喋しやべれるってことは蘇そ生せいと治ち癒ゆ魔法は間に合ったな」

　しかし、レグナンドは動けなくなったファフルーを置いて走り出さず、彼女の頭を撫なでて労ねぎらった。

　けれど、その行動は皆の目に諦あきらめのように映っていた。

　バエルはゴールに近づいているのに、レグナンドは追いかけようとしないのだから。

「にゃはは……。頑がん丈じようだからって油断するとこうなるんだね。レグっちの治癒のおかげでブレスは吐けそうだけど、手足は全く動かないにゃ。まさかお姉ちゃんがレグっちの足引っ張っちゃうなんて。私のこと置いていっても良かったんだよ？」

「構わないさ。おかげで盛り上がる。崖がけっぷちからの一発逆転は観客を盛り上げる最高の演出だって教えただろう？　声が出せるなら、ブレスも吐けるだろう？」

「にゃー、ブレスは吐けそうだけど、首をうまく動かせないからバエルには当てられないよ？」

「ファフルーなら知っているだろう？　俺が世界で一番魔物の力の使い方を知っている魔王だってさ。ブレスさえ吐ければ俺の勝ちは揺ゆるがないさ。バエルなんて見なくても俺の背中をちゃんと見ていれば良い」

「にゃはは、こんな時でも堂々としてるなんて、レグっちは本当に頼りになる魔王になったにゃー。惚ほれ直しちゃってあの二人に渡わたす訳にはいかなくなっちゃった。お姉ちゃん本気で頑張らないとね」

「フッ、頼りにしているぞファフルー」

　レグナンドはファフルーの頭を最後に一撫ですると、ファフルーの頭から飛び降りた。

　しかし、こうして墜落している間にバエルは城を抜ぬけ出し、最初の溶よう岩がんエリアに差さし掛かかっている。ゴールはもう目前だ。

「レグナンド様万ばん事じ休きゆうす！　バエル選手は既にゴール前！　この差を詰めるのはさすがに難しい！」

　レグナンドとバエルの間には、普ふ通つうに走って追いかけただけでは追いつけないほどの距離が開いた。

　ファフルーのブレスで足止めをしようにも、ダメージを負ったファフルーは真まっ直すぐ宙に向けてしかブレスを吐けない。

　他の仲間を召喚しても、城の上からバエルを止める手段はもうない。

「このまま、バエル選手の勝利で終わってしまうのか!?」

　バエルの優勢に観客からのどよめきが大きくなる。

　だが、そのどよめきをファフルーの気の抜けた鳴き声がかきけした。

「んにゃああああ！」

「ファフルー選手、何故か誰だれもいない空中に真っ直ぐブレスを吐いて――、いや、レグナンド様がブレスに押おされて飛んでいます！　すごい速度で差を縮めていく！」

　ファフルーはただ吼ほえただけではない。レグナンドに向けてブレスを吐き、レグナンドをゴールに向けて吹っ飛ばしたのだ。

「さすがファフルーだ。なんてブレスの威い力りよくだよ。俺でなければ一瞬で焼け焦げて死んでいる火力だな」

　ファフルーのブレスに押されてレグナンドは流星のように空を飛んでいる。

　膨ぼう大だいな魔ま力りよくを剣に込め盾たてのようにして、まるでサーフボードのようにブレスに乗っているのだ。

「のじゃあ!?　何じゃそれ!?　ずっるいぞ!?」

「ふははは！　バエル、お前は確かに部下の力を良く理解し、扱いが上う手まい。だが、部下の力と自分の力を組み合わせる発想がなかったのが、お前の敗因だ！」

　ファフルーのブレスで一気に加速したレグナンドは中庭を越こえ、城門の上を通とおり抜け、ゴール近くにいたバエルすら追い抜いて、ゴール前に降り立った。

　実は最初からこれを使えば勝てていたのだが、試合を盛り上げるためにも簡単には使えなかったのだ。

　そのおかげで生まれた逆転劇に、観客席にいる観客も実じつ況きよう席せきにいる三人も全員が席から立ち上がって叫さけぶ。

「大逆転！　レグナンド様、ファフルー選手のブレスを魔法の防ぼう御ぎよ障しよう壁へきで防ぐことで、炎を波のように乗りこなしてゴール！　波乗りならぬ火か炎えん乗りと言ったところでしょうか！」

「そういえば、ライブ会場でもレグナンド様の防御障壁はバエル選手の炎を弾いていましたね。ですが、まさか防御障壁とドラゴンのブレスを使って空を飛ぶなんて想像もしていませんでした」

「レグさんすごいです！」

　レグナンドがゴール前に立った瞬間、冒ぼう険けん者しや券けんの外れ券が宙に舞まい、大だい歓かん声せいがわき上がる。

　ゴールの向こうで待機している魔王冒険者連合のメンバーは喜びの声をあげ、バエル率いる真・魔王軍は悔くやしそうに俯うつむいていた。

　だが、レグナンドはその輪の中に入らず、その場で後ろを向いた。

　何な故ぜならそこには――いまだに諦めていないバエルがいたからだ。

　ゴール前、二位になった選手に与あたえられる逆転するための最後のチャンスを握にぎりしめて――。

「諦めぬ！　絶対に諦めぬのじゃ！　ミミ！　今こそお主の出番じゃあああ！」

　バエルはブレイブ・ボールを地面に投げつけた。

　けれど、呼び出したのはその場からほとんど動かない宝箱型の魔物、ミミック。

　もし、バエルが先行していれば爆ばく弾だんなどの道具をたっぷり持ち込ませ、レグナンドの妨ぼう害がいが出来ただろう。

　けれど、レグナンドの後方で召しよう喚かんしたところで、ミミックはレグナンドに手も足も出せないのだ。

　やぶれかぶれになって呼ぶ仲間を間違えた。そうとしか思えない選せん択たくだったのに――実況者キャスが驚きのあまり立ち上がりながら叫んだ。

「なっ!?　何が起きたんだこれはあああああ!?」

「そして、我の下に現れよ真・魔王軍！　戦ってレグナンドを倒たおせ！」

　ブレイブ・ボールで召喚出来る仲間はたった一人。

　だが、ゴールの奥おくにいた真・魔王軍の百体全てが、彼女の下に召喚されたのだ。

　その様子に解説者のメントが「反則負け」だと言いかける。

「待てメント。これは反則じゃない」

　だが、レグナンドはその判定を声で止める。

　そして、こらえきれずにお腹なかを抱えて大笑いしはじめた。

「あっはっはっは！　すごいなバエル。その手はこの俺ですら思いつかなかったぞ。お前、ダンジョンデュエルを運営する才能あるな！」

　バエルは反則など犯おかしていない。

　魔物の特性を使って、見事に反則的な状じよう況きようを作り出しただけだ。

「ミミックの中に全員詰め込むなんてな。ブレイブ・ボールの説明をした時に質問してきたのはそういうことだったのか！　いやー、まさかここまで考えていたなんて、最高にダンジョンデュエルを楽しんでるじゃないか！　ミミックのミミもすごいな！　よくもまあこれだけ詰め込んだものだ！」

　真・魔王軍の真ん中には金の装そう飾しよくがあしらわれた宝箱が転がっている。

　それは魔法の道具ではなく魔物の一種。宝箱や壺つぼに擬ぎ態たいして、入れ物の中の異空間に人間を引っ張り込んで殺すミミックだ。

　その証しよう拠こに、僅わずかに開いたフタの隙すき間まから赤い眼めがユラユラと揺らめいている。どうやら照れているようだ。

「フッ、ハハハ、アーッハッハッハ！　どうじゃレグナンド！　これが我の知略じゃ！　お主がブレイブ・ボールを教えてくれた時にはこう使えると気付いておったぞ！　さぁ、レグナンド、魔王を名乗るのであれば、真・魔王軍百体を相手にしてみよ！」

　バエルが胸を張って高笑いする。

　そのアホ面を晒さらしている隙すきにゴールをまたげば勝てたのだが、レグナンドは敢あえてバエルの方に一歩逆走した。

　何故なら、レグナンドにとってもこれは願ってもない絶好の機会だ。

　バエルはまだ一つ大きな力を残していて、最後まで引き出せばもっとこの遊びが盛り上がるのだから。

「良いぜ。せっかくこんなにも魔物を集めて来てくれたんだ。全員参加しないのももったいないしな。みんなまとめて相手にしてやるから楽しんでゆけ！」

「フッ、やはりこの提案を受け入れるか。じゃが、こやつらを楽しませるのは我の役目じゃ。我が同どう胞ほうよ。我の力を受け入れよ」

　バエルが両手を広げると黒い霧が放たれ、真・魔王軍の魔物たちが黒い霧を纏まとった。

　すると、真・魔王軍の魔物たちは皆一様に目から赤い輝かがやきを放ち、獣けもののような咆ほう哮こうをあげる。

　その一体一体からバエルと同等の魔力が放たれている。見た目はまるで違ちがうが、分身でもされたような感覚だった。

　しかも、魔力の強さはウルカやファフルーと同等で雑魚ざこ扱あつかい出来ないほどだ。

　そう。バエルにはこの他者を操り暴走させる力が残っている。

「なるほどな。ただ単に理性を奪って狂くるわせていただけじゃない。バエルの魂と魔力をそれぞれの肉体に押おし込んで憑ひよう依いして強化したのか。魔王と死神の力があってこそだな」

「うむ。そして、こやつらにとって、今からの戦いはうたかたの夢のようなもの。魔王級の大きな力を振るえるようにして、スッキリするまで暴れ続ける。我はそうやって強い魔物も弱い魔物も不満を発散させてきた」

「道理でバエルの術にかかった連中はスッキリしているくせに、暴れていた時のことをハッキリ覚えていないし、ぐったりと疲つかれていた訳か。自分の持っている以上の力で暴れ回れば、爽そう快かいだろうが、疲れて当然だ」

　そうやって意識を混こん濁だくさせないと身体が付いていかないほど、強力な力が宿るということだ。そこまでの力ならば、魔王級の力というのも嘘ではないだろう。

　だが、そこまでの力を引き出したバエルは意外なことを口にした。

「皆は夢の中じゃから白状するが、このダンジョンデュエルで我はもう負けたも同然じゃ。お主がゴール前に立った時点でな。だが、お主はそれでも我らを楽しませようと我の挑ちよう発はつを受けた。ならば、我も相応の礼をせねばなるまい」

　レグナンドはバエルの気付きに驚きつつも、肯こう定ていも否定もしなかった。

　それよりもバエルがそのことに気付いた上で、何をしたいのかが気になったからだ。

「お主は我をダンジョンデュエルで楽しませると言った。ならば、我も真・魔王として、我のやり方でお主を楽しませ、お主の矜きよう持じに勝つことにする！」

　バエルはそう言うと、背中に生えていた黒い手を自分の胸に突つき刺した。

「これでお主に対する恐きよう怖ふも力の差も感じない！　自らの限界という枷かせも外した！　お主に極限まで引き上げた力のぶつけ合いを楽しませて、スッキリさせてやるのじゃ！」

　その黒い手がバエルの中の理性を握り潰つぶしたのか、バエルの背中から黒い腕が弾けるように霧む散さんする。

　それが最後の戦いの合図となった。

「レグナンドオオオオオ！」

　バエルが吼え、真・魔王軍が一いつ斉せいにレグナンドに向かって飛びかかる。

　一匹ぴき一匹が英えい雄ゆう級きゆうの総数百体の軍勢が、渾こん身しんの力で各おの々おのの武器を振り下ろした。

　鎌かま、斧、槍やり、爪つめといった武器、炎、氷、雷かみなりといった魔法。その全てが嵐あらしのようにレグナンドに叩たたきつけられる。

　地面がえぐれ、激しい土つち煙けむりが噴ふき上あがり、溶岩が噴き上がってレグナンドのいた場所を呑のみ込む。

　実況者も解説者も観戦している者全てが、「魔王様が負けた」と口々にこぼすほどの光景だった。

　何せこんなにも激しい戦いは先代の魔王と勇者パーティが戦った時を最後に、二百年以上記録されてなかったのだから。

　だが、この中にいる一匹と一人はまるで違う感想を口にしていた。

「あそこまで激しいのは久しぶりだね。せっかくだから交ざりたかったにゃー」

「今でもたまにあの時のこと思い出すけど、私よくあんなことして生き残ったよね」

　まるでその光景が日常だったかのように、ファフルーとウルカは苦笑いしていた。

　どうせこれもレグナンドの演出だと分かりきったように。

「悪くない攻こう撃げきだった。この俺おれをここまで追い詰めるとはな。単純な戦う力なら魔王に相応しい強さだ。だが――」

　剣けんの一いつ閃せんが土煙を払う。

　その中から出てきたレグナンドはススだらけで、所々に血が滲にじんで、ボロボロの状態だった。

　本来ならこんなダメージを受けることはない。だが、あえてレグナンドは避けることも、防ぐこともせず、演出のために全ての攻撃をその身で受けきってみせたのだ。

　バエルの矜持に応こたえるために。

「今の攻撃、俺を今まで一番追い込めたけど、全然面おも白しろくなかっただろう？」

　ボロボロになりがらもレグナンドはニヤリと笑い、剣を振り抜いた。

「そんな吼えるだけの怒おこり顔がおより、高笑いしたアホ面していた方がよっぽど楽しそうだったぜ？　だから、今度は全員素面しらふでかかってこい！」

　その瞬間、黒い風が真・魔王軍を呑み込み、城を崩ほう壊かいさせる勢いで城壁に叩きつけていった。

「レグナンド様、傷だらけだろうと関係なしに真・魔王軍を一撃！　たったの一撃で蹴け散ちらしました！　何という底の知れない強さ！　さすが魔王です！」

　そうして全すべての真・魔王軍を吹っ飛ばしたレグナンドが悠ゆう々ゆうとゴールを踏ふみ越こえると、観客席の大歓声が聞こえた。

「第十回ダンジョンデュエルは魔王冒険者連合の勝利です！」

　歓かん声せいとともに火山のダンジョンは姿を消して、元の青空広がる魔王城の特設ライブステージの景色が戻もどってくる。

　レグナンドたちの帰き還かんを、観客は全員席を立ち拍はく手しゆで迎むかえた。

　その中にはレグナンドを讃たたえる声だけでなく、バエルたちを讃える声も交じっている。

　あの魔王相手によく気き概がいを見せたと、諦めない姿が格好良かったと。

　そんな声せい援えんに戸と惑まどうバエルに、レグナンドは手を差し伸のべた。

「まぁ、興行主だとか演出だとかそういうのを忘れられた最後の一撃は確かにスッキリした。だが、仲間と一いつ緒しよに本気で遊んでいたレース中と、最後の自分の意識を捨てて力だけを発散した戦い、どっちが面白かった？」

「うぐ……それは……」

　レグナンドの問いにバエルは目を逸そらす。

　いや、バエルだけではない。他の真・魔ま王おう軍の魔物も目を逸らしてしまった。

　そんな中、レグナンドの顔を真っ直ぐ見つめる者が一体。

「某それがしは己おのれの全力で槍を打ち合えた時の方が楽しめた。レグナンド様、戦場、いや、遊び場を用意してくれたこと感謝する」

　首無し騎き士しデュラハールが感謝の言葉を口にした途と端たん、口々に同意の声が続いていく。

　そして、そんな言葉の波に押されるようにバエルも。

「レース中じゃ！　悔しいが、本気で戦うことが遊びとなっていた時の方が面白かったのじゃ！　我のストリートファイトより、お主のダンジョンデュエルの方が面白かったのじゃ！」

　その言葉を聞いたレグナンドはフッと笑うと、バエルの手を引っ張って立ち上がらせた。

　そして、彼女の手と一緒に自分の手を掲かかげて、会場どころか街全体に聞こえるような勢いで声を張り上げる。

「皆に問う！　バエルたち真・魔王軍の見せる本気の戦いをもっと見てみたくはないか!?　まだ見ぬ魔物たちの力を見てみたくはないか!?」

　まだまだ不思議な魔物はたくさんいる。ガス状の魔物、陰かげに溶け込む幽ゆう霊れいの魔物、角を振り下おろせば雷が落ちる雷らい獣じゆう。

　そういった魔物たちがどういう風に動き、冒険者たちがどう戦うのか。

　少し想像しただけで色々な光景が広がる。

　もっと見たい。

　会場にいる皆の気持ちが一つになって、アンコールの声が鳴なり響ひびく。

　そのわき上がるアンコールの声を聞いて、レグナンドは振り上げた拳こぶしを下ろすと、バエルの背中をポンと軽く叩いて押した。

「バエル、お前たちの本気の戦いを見たいと望む者はこんなにもいる。顔をあげてみると良い。お前たちの望んだ場所はここにある。魔王になんてならなくてもな」

「何な故ぜじゃ……？　何故みんな怒っても恨んでもおらんのじゃ。どうしてバカにされないのじゃ!?　我らはこの遊び場を潰そうと踏み込んだあげく、負けたのじゃぞ？」

「俺が作ったダンジョンデュエルってのはそういう場なのさ。魔物が抑おさえていた力を全て発揮して、冒険者は生き残り勝つための知ち恵えを出す。遊びだからこそ全員が本気で戦える。そして、本気で戦う者たちは美しい。魔物とか人間とか関係無くな。勝ち負けは楽しい時間のおまけでしかない」

　そして、遊びだからといってその本気をバカにする者はいない。

　見せてくれる力でどんなことが出来るのかと想像して、提案してくれる人もいるのだ。負けたからといってバカにすることはない。

「みんながお前たちの本気の姿をまだ求めている。俺はお前たち真・魔王軍が欲ほしい。そして、お前たちは不満発散のための本気で遊べる場を見つけた。断る理由なんてないだろう？」

「……本当にここでなら力を使って遊べるのだな？　我が操あやつってやらなくても、こいつらが力を使っても、罰ばつせられることはないのだな？」

「あぁ、ない。お前たち真・魔王軍は魔王レグナンドの名の下に庇ひ護ごされる。不当な罰ばつ則そくや裁定から必ず守る。とはいえ、不当でなければ仕置きはするがな？」

「完敗じゃ……。なるほど、これが本当の魔王というものか。我とは力だけでなく器も違いすぎたようじゃ。すまなかった！　本当はダンジョンデュエルが我の遊びより面白そうで、みんなに慕したわれていて羨うらやましかったのじゃ！　最初から素直にお主の下について皆で遊べば良かったのじゃ……」

　バエルが観念したようにレグナンドに頭を下げる。

　すると、真・魔王軍もずらりと立ち上がりバエルの後ろに並んだ。まるで、これから主が何を言い出すか分かっていたかのように。

「我ら真・魔王軍。魔王レグナンドに力を貸す。じゃが、これは同盟じゃ！　もし、約束を違たがえるのなら我らは躊ちゆう躇ちよなく抜けさせて貰もらうからな！　それで新しいダンジョンデュエルを始めるからな！」

　バエルらしい捻ひねくれた申し出に、レグナンドは笑いを噛かみ殺ころした。

　だが、このくらい負まけず嫌ぎらいの方が良い。

　そういった部下もいた方がダンジョンデュエルは盛り上がるだろうから。

「良いだろう。では、諸君。初仕事だ。アンジュ、バエルたちに契けい約やく書しよを」

「はい。お持ちしました」

　雇こ用よう契約を結ぶための契約書をアンジュがバエルの前に置く。

　その契約書の真ん中にはでかでかとこれまでの罪を不問とすると書いてあった。その下の方には、ダンジョンデュエルでの働く条件といった細々とした内容が小さな文字で書いてある。

「はい。そこに名前を書いて頂いて。はい、血判を押して頂いて。あ、二枚目も同じようにお願いします。はい大丈夫です」

「よし、これで真・魔王軍の一団は正式に俺の同盟相手となった。契約通り今までの無礼と迷めい惑わくを俺は許す」

　バエルが血判を押した契約書を、レグナンドが手にして胸むな元もとにしまい込む。

　まるで、その書類がこの戦いで得た一番の宝物であるかのように大事に魔ま法ほうの封ふう印いんまでかけて。

「だが、会計担当が許すかな？」

「え？　なんじゃそれ？」

　レグナンドの真意が分からず、バエルが目をぱちくりさせて混乱する中、先ほど書類を書かせたアンジュが微笑ほほえんだ。

「ふふふ、バエルさんが暴れて出来た出費五億ルーン。頑がん張ばって働いて返して下さいね？　あ、もちろん、給きゆう与よからは天引きさせて頂きますから」

「ちょっと待て。何言っておるのかわからんのじゃが!?　え、我は許されたのでは!?」

「はい。罪は不問にしましたから投とう獄ごくはしませんよ。でも、損害賠ばい償しようを求めないとは一いつ切さい言っていないですし、契約書にも今回のダンジョンデュエルにかかった費用を請せい求きゆうするって書いてあります。はい、こちらバエルさん専用の契約書の控ひかえです」

　アンジュがそう言ってバエル用の控えの紙を渡して、下の小さな文字を指さす。

　すると、そこには確かに賠償金についての支し払はらいが書いてあった。しかも、バエルのものだけ。

「もちろん、この契約書には魔法がかけられていて、反ほ故ごにしようとしたらレグさんが込めた魔法が発動します。魔法が発動すると、レグさんとウルカさんのところに通知が行くようになってますから。後、ちょっと痛い目を見るかも知れません」

「なんじゃこりゃあああ!?　こんな契約は無効じゃろおお!?　あばば!?　痺しびれる!?　ハッ!?　血判を求めたのはこの魔法にかけるためじゃったか!?」

　飛び上がるほど驚おどろいたバエルが早さつ速そく契約書から飛び出した雷に打たれて痺れている。

　反故にしようとしたら仕し掛かけた魔法が発動する仕組みはレグナンド作だが、文面はアンジュが考えた。

　そんなアンジュが上手くいったとニッコリと微笑む。

「ふふふ、やっぱり魔王の弱点は書類ですねレグさん」

「……いやまぁ、最終的には黒字になっているからここまでしなくても良かったんだけどな」

　実のところ、五億ルーンという借金の縛しばりはある意味執しつ行こう猶ゆう予よみたいなもので、調停機構に対して罪を不問としてもらう代わりに、しっかりレグナンドが面めん倒どうを見るというケジメの意味合いが強かった。

「ダメですよ？　取れるところはちゃんと取らないと。戦いで手伝えない分、書類仕事と売り上げは私が守ります。赤字で倒とう産さんなんて絶対させませんから」

　自信満々にウインクしたアンジュはそのまま書類を抱かかえて、楽しそうにその場を去って行く。

　その姿が見えなくなるまで立たち尽つくしたレグナンドは思わずこう呟つぶやいた。

「……なんだかんだで一番怖こわいのはアンジュだったりしてな」

「いやー……なんだかんだでアンジュちゃんもお姉ちゃんたち側の人間だったにゃー」

「……どうしよう。私ですら否定できないわ」

　その呟きにファフルーとウルカも同意して、うんうんと青ざめた顔で頷うなずいた。

　そして三人は、絶対アンジュを怒らせないようにしよう、もし怒った時に書類を出されたら絶対に細かい字まで確かく認にんしよう。そう心に誓ちかったのだった。







エピローグ「エンディングまで笑いっぱなし」







　波乱だらけの第十回ダンジョンデュエルが終わってから一週間が過ぎた。

　この週は第十一回目のダンジョンデュエルが開かれ、初めて真・魔王軍が主役となって冒険者を待ち構えるダンジョン踏とう破は形式がおこなわれた。

　結果はもちろん大だい盛せい況きようで、レグナンドは魔王城の執しつ務む室しつで笑いながら書類をまとめていた。

「くはは。第十一回目の来場者数五万人、売り上げは一億ルーン！　売り上げが一気に伸びたな！　バエル騒さわぎのおかげで俺の名もダンジョンデュエルも一気に有名になったもんだ」

　収支報告書を見てレグナンドは笑いが止まらなかった。

　けれど、いつまでもこれを眺ながめている訳にはいかない。今日は大事な来客があるのだ。

　扉とびらがノックされ、顔を引ひき締しめたレグナンドが入室を促うながすと、アンジュがそのお客を連れて部屋に入った。

「失礼します。レグさん」

「失礼する、魔王レグナンド」

　お客とは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの青年、何とこの国の第二王子シリウスだ。

　王族と言えば、アンジュにレグナンドと関かかわらないように口酸っぱく言っていた者たちである。

　そんな相手だから、レグナンドは緩ゆるんだ顔を見られる訳にいかなかった。

「ようこそ魔王城へ、第二王子」

「ダンジョンデュエルの続行が一時期どうなることかと思ったが、無事に乗のり越えたようだな」

「アンジュ以外の王族が誰も動かなかったおかげだな。あんたたちが動いたらどうなっていたか分からなかったさ」

　レグナンドの皮肉に第二王子シリウスは気まずそうな表情を見せると、いきなり頭を下げた。

「すまなかった。正直言って僕ぼくはあなたとアンジュを見くびっていた」

「シリウスお兄様……」

「むしろ、失敗すれば良いと思っていた。あなたとアンジュが僕たちよりも上手く国民の問題を解決してしまったことに対して、嫉しつ妬としてしまったのだ。だが、僕はあなたたちの見せた姿を見て考えを改めた。自分が間ま違ちがったと思い知らされたのだ。僕もダンジョンデュエルの虜とりこになってしまったのだから。毎回の放映を楽しみにしていて、すっかりファンだよ」

　第二王子の謝罪にレグナンドは思わず目が点になった。

　てっきりアンジュをたぶらかしているとか、アンジュがお転てん婆ばなのはレグナンドのせいだと糾きゆう弾だんされるかと思っていたからだ。

「父上と兄上がどう思っているかは分からないが、これからは僕も力になりたい」

　それどころか協力まで申し出られたので、レグナンドはたまらずアンジュに視線を向けた。

「えっと、その、ごめんなさいレグさん。私もちょっとびっくりしています。今初めて聞きました……」

「俺も驚いたよ。だが、アンジュの負担が減るのはありがたい。よろしく頼たのむシリウス王子」

　レグナンドが立ち上がり、手を差し出す。

　その手を第二王子が握り返した。

「よろしく頼む。魔王レグナンド。早さつ速そくで悪いのだが、君たちの力になれると思ってこんなものを持ってきた」
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　第二王子の挨あい拶さつが済んだ後、レグナンドはダンジョンデュエルの主要メンバーを緊きん急きゆう招集と称しようして会議室に集めていた。

　魔物の代表としてファフルーとバエル。人間の代表としてアンジュとウルカが集まっている。

「んにゃー？　急にみんな集めてどうしたの？　今日は大事なお客さんが来るから遊べないってレグっち言ってたのに。いきなり呼び出してにゃー」

「また今度遊んでやるから、この手紙を見て欲しい。第二王子からの依い頼らいだ」

「んにゃ？　どれどれ。ねぇ、ウルカちゃんこれどこの街？」

　その手紙には、各地の主要都市からダンジョンデュエルを開かい催さいするにはどうしたら良いか相談したいという内容が記されてあった。

　港町や鉄と職人の街、はたまた他国との戦争に備えた城じよう塞さい都市からまで依頼があったらしい。

「わわ、こんなにも興行依頼が来るとか大人気だにゃー。お姉ちゃんたちも有名になったにゃー」

「確かに名めい誉よなことだけど、何で私もこの場に呼ばれた訳？　私、魔物じゃなくて人間だよ？」

　ウルカが首を傾かしげて、レグナンドに問いかける。

　その問いにレグナンドは待っていましたと言わんばかりに頷いた。

「他の街でダンジョンデュエルをするにあたって、ウルカについてきて欲しいんだ。俺とアンジュだけだと冒険者の指導や募ぼ集しゆうが難しいのもあるが、調停機構に顔が利く人材が必要なんだよ。まぁ、ウルカにも都合があるし無理にとは言わないが」

「えっ？　レグ、この街を出てくの？」

「あぁ、現地の興行が軌き道どうに乗るまではなかなかこっちに戻れないと思う」

「アンジュと……二人きり？」

「ん？　まぁ、二人が断ったらそうなるかな？」

　それにもしウルカに断られたら、レグナンドは自分で関係各所に回るつもりだったので、余計帰る時間は減るだろう。

「レグさんと二人きりですか。シリウス兄様の理解も得られましたし、もっと仲良くなりましょうレグさん」

「んにゃっ!?　アンジュちゃんそんな積極的だったっけ!?」

「アンジュ皇女、レグと何する気!?」

　ファフルーとウルカの驚きに、アンジュはふふふと意味ありげな微笑みを見せる。

「絶対行く！　私も絶対行くからね！　調停機構にも何とか言って行き先に転属させてもらうから！」

「お姉ちゃんも行くにゃ！　連れて行ってくれなくても毎日そっち飛んで行くにゃ！」

　ウルカが立ち上がりながら大声で宣言し、何故かまだ話題を振ふっていないファフルーも声を張り上げた。

　そんなあまりにも大きな反応にレグナンドは驚いて若じやつ干かん身を引いた。

「やる気なのは嬉うれしいが、一体どうしたんだ二人とも？」

「「抜け駆がけ反対！」」

　二人の息の揃そろった声に、アンジュが恥はずかしそうに目を逸らしている。

　さすがのレグナンドも、レグナンド恋れん愛あい模様という賭かけが出てきたのを切きっ掛けにこの三人の間に起きた変化に気付いているのだが――。

「何のことかサッパリ分からないのだが……まぁ良いか。おほん、最後にバエル」

　これ以上聞くと会議がさっぱり進まなくなると察知したレグナンドは、さっさと話題を変えることにして逃にげた。

　三人から冷たい視線が刺ささっていることにも気付いているが、無視だ。魔王は堂々としているのが仕事なのだから。とへたれかけている自分に言い聞かせて。

「バエル、お前の研修期間が終わったら、ここの留守をお前に任せる。もちろん、こちらの営業でトラブルがあった場合は戻ってくるし、収支報告はちゃんと確認する。お前は安心して魔王役を務め、全力で冒険者たちと戦うと良い」

「断りたくても契約で断れんじゃろ？　まぁ、任せるが良い。実際始めてみたら楽しかったのも事実じゃしな。その仕事、任されたのじゃ。じゃが、時折遊びに来いよ？　我を従えているのだ。……たまにお主の顔くらい見たくなるじゃろうし」

「あぁ、分かった。期待してるからな」

「ふん。大船に乗ったつもりでおるがよい」

　少し生意気な新しい幹部バエルと真・魔王軍を加えることによって、レグナンドのダンジョンデュエルはこれから全国へと広がっていくこととなる。

　新しい街、新しい魔物、新しい冒険者、そして新しいダンジョン。

　けれど、どこに行ってもダンジョンデュエルは同じ言葉で始まった。

「さぁ、ダンジョンデュエルを始めようか！」

　人も魔物も全て楽しませた魔王の言葉とともに。







あとがき







　お知らせ：最強魔王はダンジョン経営で荒稼ぎを始めます！　のお買い上げありがとうございます。

　コメディ作品は初めての挑戦でしたが、最後まで楽しんで頂けたのなら幸いです。

　さて、今作はダンジョンを作って遊んで貰う、というゲームちっくなノリの物語ということで、色々なゲームのネタを散りばめてみました。

　例えば、某地下を掘ってなまいきな勇者を撃退するゲームをリスペクトし、各章のサブタイトルは、ゲームのタイトルやキャッチコピーをもじったものとなっています。

　もちろん、本文中にもネタを散りばめているので、元ネタを知っている方が読めば私が何のゲームをしていたか、というゲーム歴がばれてしまうかもしれないですね。

　そんな感じで競技の内容がゲームちっくなノリになったのは良いものの、実は今作のダンジョン経営は色々と頭を悩ませることが多くて楽しかったです。

　人には人の悩みがあるように、魔物には魔物それぞれの悩みがある。

　人と魔物が一緒に暮らしたら、一体どんなトラブルが生み出されるのだろうか？　トラブルが解決する前後の生活の変化は？　といったような隣人付き合い的なところから、食事は種族ごとに変わるのか？　寝床は？　といった日々の生活まで。

　そういった人と魔物の共存する世界観を色々考えるのは楽しくもあり、大変さもありました。

　もし、本作を読んでいただいて、少しでもこの世界に行ってみたいな、とか、楽しそうな世界だな、と思って頂ければ作家冥利に尽きます。

　後はダンジョン経営がうまくいった後の変化を、どう描くかも難しいところでした。

　単純に魔物が増えた、強くなっただけでは冒険者とのバランスが崩れてしまいますからね。

　そのバランスを取ろうとすると、冒険者のために道具を揃えることも必要となり、ゲームが後半になると宝箱の中身が良くなっていくのと、全く同じ状況になってしまいました。

　後は地味な変化ですが、当初の罠は魔物が身体を張って実行していますが、最後のダンジョンに置かれた罠は道具を使っています。お金を稼いだおかげで、お金のかかる罠も作れるようになったという変化も表現するのが大変で楽しいところでした。

　逆に、キャラクターに関してはあっさり思い浮かんで、決まってしまいました。

　苦労人気質な魔王、脳みそドラゴンなモンスター娘、ツッコミ兼いじられ役の勇者、真面目な皇女様。

　そこから全員頭のネジが抜いた結果が本作のキャラクターです。

　唯一まともなキャラクターは、解説者のメントくらいでしょうか。

　彼が胃を壊さないことを祈るばかりです。

　では、最後に皆様ともう一度お会い出来ることを祈りまして、本作らしいご挨拶を。

次のダンジョンでまたお会いしましょう！
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